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※出願の際は必ず冊子版を入手し，必要書類を作成の上，出願してください。
　冊子版は，4月26日(金)より配布予定です。



【Ａ日程】 

 
 
 
 
 
 

 

【９月入学】 【４月入学】 

【Ｂ日程】 

 
筆答試験 ８月１６日（金） 

【合格者発表】  ９月５日（木） 
合格者全員に合格通知書を合格発表の翌日以降に発送します 

 

【願書受付期間】 ６月１３日（木）～６月１９日（水）必着 
 

  【受験票発送】 ７月１２日（金） 
Ａ日程又はＢ日程いずれかの受験資格者通知を同封します。７月１８日（木）までに届かない場合は

入試課に連絡してください 

口述試験 

７月２０日（土），７月２２日（月）～７月２４日（水） 

のうち系等の指定する日 

結果通知発送 ８月１日（木） 

 
口頭試問 受験資格者発表 
筆答試験終了後から口頭試問実施時までの間に『Ⅱ 系等の案内』

に記載の方法により発表 

口頭試問 

８月１７日（土）～２７日（火）のうち系等の指定する日 

合格内定とならなかった者 合格内定となった者 

Ａ日程受験資格者 Ｂ日程受験資格者 

【入学意向確認書の提出】１１月中旬 
 

修 士 課 程 入 学 試 験 の 流 れ 

 

【履修コースの決定】  １０月下旬 

【入学手続書類受領】   １月下旬 

【入学手続日】      ３月下旬 

【入学手続書類受領】合格通知書に同封 

【入学手続日】９月中旬 
 



≪必ずお読みください≫志願者のみなさまへ 

（１）最新情報及び不測の事態が発生した場合の対応の公表 

・入学者選抜等に関する最新情報や災害等により不測の事態が発生した場合の対応は，以下の新着入試情報及び各系等のウ

ェブサイトで公表しますので，随時確認してください。 

・自然災害による交通機関混乱等のため受験困難な場合には，至急，入試課(nyushi.daigakuin@jim.titech.ac.jp)及び，

『Ⅱ 系等の案内』の【記載内容及び入試に関する問合わせ先】の両方に連絡すること。 

≪新着入試情報≫ https://www.titech.ac.jp/entrance_information/ 

   ≪各系等のウェブサイト一覧≫ https://www.titech.ac.jp/education/departments.html 

（２）住所を変更した場合の対応 

出願後，住所変更があった場合は，速やかに，(1)受験番号，(2)氏名，(3)新しい郵便番号と住所，(4)新しい住所への転居日

を以下のメールアドレスに届け出てください。また，郵便局で郵便物転送のための手続きを行ってください。 
 

2019年 12月末日まで 学務部入試課 nyushi.daigakuin@jim.titech.ac.jp 

2020年 １月以降 学務部教務課 kyo.dai@jim.titech.ac.jp 

（３）出願書類に関する注意 

・出願書類はいかなる場合も一切返却しません。また，コピーをとってお渡しすることもしませんので，必要な場合はあら

かじめコピーをとっておいてください。 

・願書受理後の出願書類の内容変更は，いかなる場合も認めません。入学志願票の内容とその他の書類の内容が異なる場合

は，入学志願票に基づいて処理します。 

・出願書類等について，虚偽の申請，不正等の事実が判明した場合は，入学許可を取り消すことがあります。 

・出願書類に記載の情報は，入試及び学務関連業務のみに使用します。個人情報の取り扱いは以下のとおりになります。 

1.出願にあたり知り得た個人情報については，入学者選抜業務を行うために利用します。また，入学者のみ，①入学手続業務，②教務

関係(学籍，修学指導等)，③学生支援関係(健康管理，就職支援，授業料免除・奨学金申請等)，④授業料徴収に関する業務を行うた

めに利用します。 

2.入学者選抜の試験成績は，今後の入学者選抜方法等の検討に利用することがあります。 

3.上記1及び2の各種業務での利用にあたり，一部業務を本学より委託を受けた業者（以下「受託業者」という。）において行うことが

あります。委託にあたり，受託業者に対して，委託した業務を遂行するために必要となる限度で，個人情報の全部又は一部を提供す

ることがあります。 

（４）検定料に関する注意 

・一度納入した入学検定料は，願書受理後はいかなる理由があっても返還しません。 

・特に，出願資格審査を受ける場合は，出願資格審査の結果が分かるまで払い込まないでください。 

（５）外国籍の志願者への注意 

・在留資格について 
在留資格申請手続きは，合格が確定した後に始めるため，新たに在留資格申請が必要な外国籍の志願者が「９月入学」と

なった場合，９月下旬の入学の日までに在留資格の取得が間に合いません。このため，外国籍の志願者が９月入学を希望

する場合は，（１）出願時に日本に在住していること，（２）９月下旬の入学の日まで有効であり，長期滞在が可能な在

留資格を有していること，が必要となります。 

※在留資格の有効期限が，合格発表日の翌日から９月下旬の入学の日までの間にある場合は，出願前に入試課(nyushi.da

igakuin@jim.titech.ac.jp)へ連絡して，対応を確認するようにしてください。 

・安全保障輸出管理について 
東京工業大学では，「外国為替及び外国貿易法」に基づき，「国立大学法人東京工業大学安全保障輸出管理規則」を定

め，技術の提供等が，国際的な平和及び安全の維持を妨げるおそれがないか，審査を実施しています。 

このことから，外国人研究者・留学生の受入れに際し，規制事項に該当するおそれのある場合は，希望する教育・研究

内容の変更を求められることがあります。なお，入試の合否には影響はありません。 

安全保障貿易管理の詳細については，以下の経済産業省のウェブサイトを参照してください。 

≪経済産業省≫ http://www.meti.go.jp/policy/anpo/index.html 

≪本件に関する本学問い合わせ先≫ stc.admission@jim.titech.ac.jp 

 

 

＊ご不明な点がある場合は本学ウェブサイトの入試FAQをご覧ください！ 

よくある質問を掲載しています。 
≪入試 FAQ≫ https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/faq.html 



 

 目   次 

Ⅰ 全般に関する案内 

１．募 集 人 員   ・・・・・・・・・・・・・・・         1 

２．入 学 時 期   ・・・・・・・・・・・・・・・         1 

３．出 願 資 格   ・・・・・・・・・・・・・・・         2 

４．出 願 手 続   ・・・・・・・・・・・・・・・         4 

５．出 願 書 類 等   ・・・・・・・・・・・・・・・         4 

６．選 抜 試 験   ・・・・・・・・・・・・・・・         9 

７．合 格 者 発 表   ・・・・・・・・・・・・・・・        10 

８．合格後の手続きについて ・・・・・・・・・・・・・・・      10 

 

Ⅱ 系等の案内 

【理学院】 

数学系         ・・・・・・・・・・・・・・・・      14 

物理学系        ・・・・・・・・・・・・・・・・      16 

化学系         ・・・・・・・・・・・・・・・・      18 

地球惑星科学系     ・・・・・・・・・・・・・・・・      20 

【工学院】 

機械系         ・・・・・・・・・・・・・・・・      24 

システム制御系     ・・・・・・・・・・・・・・・・      28 

電気電子系       ・・・・・・・・・・・・・・・・      32 

情報通信系       ・・・・・・・・・・・・・・・・      36 

経営工学系       ・・・・・・・・・・・・・・・・      40 

【物質理工学院】 

材料系         ・・・・・・・・・・・・・・・・      44 

応用化学系       ・・・・・・・・・・・・・・・・      48 

【情報理工学院】 

数理・計算科学系    ・・・・・・・・・・・・・・・・      56 

情報工学系       ・・・・・・・・・・・・・・・・      60 

【生命理工学院】 

生命理工学系      ・・・・・・・・・・・・・・・・      64 

【環境・社会理工学院】 

建築学系        ・・・・・・・・・・・・・・・・      72 

土木・環境工学系    ・・・・・・・・・・・・・・・・      76 

融合理工学系      ・・・・・・・・・・・・・・・・      80 

社会・人間科学系    ・・・・・・・・・・・・・・・・      86 

技術経営専門職学位課程 ・・・・・・・・・・・・・・・・      88 

 

Ⅲ 清華大学（中国）との大学院合同プログラム入学試験案内 ・・     91 

 

● アドミッションポリシー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・      94 
 



Ⅰ 全般に関する案内 

１．募 集 人 員 

学院名 募集人員数［注１］ 系名［注３］ 

理 学 院 154 

数学系 

物理学系 

化学系 

地球惑星科学系 

工 学 院 477 

機械系 

システム制御系 

電気電子系 

情報通信系 

経営工学系 

物 質 理 工 学 院 347 
材料系 

応用化学系 

情 報 理 工 学 院 135 
数理・計算科学系 

情報工学系 

生 命 理 工 学 院 168 生命理工学系 

環境・社会理工学院 
263 

建築学系 

土木・環境工学系 

融合理工学系 

社会・人間科学系 

40 技術経営専門職学位課程［注２］ 

合計 1,584  

［注１］募集人員は，2019年９月入学者と2020年４月入学者の合計です。 

［注２］技術経営専門職学位課程では，募集人員のうち15人を，12月に行う社会人のみを対象にした入学試験で別途選抜

します。 

［注３］志願できるのは，１つの系，専門職学位課程です。 

★教育上の配慮から，系ごとに受け入れられる人数（以下，「受入可能予定人数」とする。）を設けています。 

『Ⅱ 系等の案内』を参照してください。 

★過去の志願者数，合格者数は以下の本学ウェブサイトに公表しています。 

≪入学試験状況≫ https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/statistics.html 

 

 

２．入 学 時 期 

 本選抜試験の対象とする入学時期は「2020年４月」または「2019年９月」です。出願にあたっては，以下の２つの選

択肢から希望する入学時期を選択してください。 

①2020年４月入学［注１］ 

②2019年９月入学又は 2020年４月入学［注２］ 

［注１］「2020年３月卒業見込みの者」及び「清華大学との大学院合同プログラムを第１志望とする者」は，①しか選択

できません。 

［注２］②を選択した場合は，系等がカリキュラム等を考慮して入学時期を決定し，合格発表と同時にお知らせします。 
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３．出 願 資 格 
出願資格者は次の各号のいずれかに該当する者とします。ただし，2019年９月入学希望者は（１）～（11）において，

2020年３月31日を2019年９月24日と読み替えるものとします。 

（１）我が国において，大学を卒業した者及び2020年３月31日までに卒業見込みの者 

（２）学校教育法（昭和22年法律第26号）第104条第７項の規定（大学改革支援・学位授与機構）により学士の学位を授与

された者及び2020年３月31日までに学士の学位を授与される見込みの者 

（３）外国において学校教育における16年の課程を修了し，学士の学位に相当する学位を取得した者及び2020年３月31日

までに修了及び学位取得見込みの者 

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における 

16年の課程を修了した者及び2020年３月31日までに修了見込みの者 

（５）我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したとされるも

のに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大

臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び2020年３月31日までに修了見込みの者 

（６）外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は関係機関の認

証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）に

おいて，修業年限が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が

国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育

施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により，学士の学位に相当する学位

を授与された者及び2020年３月31日までに学士の学位に相当する学位を授与される見込みの者 

（７）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）

で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及び修了見込みの者 

（８）文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第５号） 

（９）大学に３年以上在学した者，外国において学校教育における15年の課程を修了した者，又は我が国において，外国

の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における15年の課程を修了したとされるものに限る。）を有する

ものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するもの

の当該課程を修了した者であって，本学大学院において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた

者 

（10）本学大学院において，個別の出願資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者であって，

入学する日の前日までに22歳に達する者で，次のいずれかの要件を満たす者 

一 日本国内において，高等専門学校若しくは短期大学の専攻科，朝鮮大学校又は外国大学日本校（文部科学大臣

が別に指定する教育施設を除く。）の教育を受け，16年の課程に相当する期間を修了したと認められる者（先

に掲げた教育機関の卒業者又は入学する日の前日までに卒業する見込みの者） 

二 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限

る。）で文部科学大臣が別に定める日以前に修了した者 

三 高等専門学校若しくは短期大学を卒業した者又は大学に２年以上在学し退学した者で，企業等において，合計

３年以上の職務経験を有する者（環境・社会理工学院技術経営専門職学位課程志願者のみ） 

（11）大学を卒業し，学士の学位に相当する学位を取得するまでに16年を要しない国からの外国人留学生又はこれに準ず

る者であって次の２つの要件を満たし，かつ本学大学院が我が国の大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者 

一 大学教育修了後，日本国内又は国外の大学若しくは大学共同利用機関等これに準ずる研究機関において，研究

生，研究員等として１年以上研究に従事した者及び2020年３月31日までに１年以上研究に従事する見込みの者 

二 2020年３月31日までに22歳に達する者 

 

［注意１］出願資格（９）,（10）又は（11）による志願者は，出願資格審査を行います。次ページの【出願資格審査につ
いて】を確認してください。 

［注意２］2019年９月入学希望者（希望する入学時期②選択の者）で，９月25日から９月30日までの間に上記（１）～（６）
の出願資格を満たす者は，事前に「卒業見込み(授与見込み，修了見込み)の年月日」をメールにて，入試課
(nyushi.daigakuin@jim.titech.ac.jp)へお知らせください。 

［注意３］次のような出願はできません。 

a. 一つの出願についての合否結果通知がある前に，本学入試の別の出願を行うこと。 

b. 入学時期が同じである本学の修士課程の複数の募集に出願すること。 

重複した出願が判明した時点で，すべての出願は不受理あるいは出願を取り消します。 
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【出願資格審査について】 

 出願資格（９），（10）又は（11）による志願者は，出願資格審査を行います。以下の手順で手続きを進めてください。 

 

◆出願資格審査の流れ 

①「具体的な学歴・経歴(○年○月○大学入学，○年○月○卒業等)」をメールにて， 

入試課(nyushi.daigakuin@jim.titech.ac.jp)へお知らせください。出願資格審査の要否について確認を行います。 

②審査対象であれば，以下の◆出願資格審査に必要な書類を一括して2019年５月20日（月）17時までに入試課に提出して

ください。郵送による場合も2019年５月20日（月）必着とします。 

≪郵送先≫〒152-8550 東京都目黒区大岡山2-12-1-W8-103 東京工業大学学務部入試課 

※郵送の場合は封筒に「修士出願資格審査書類在中」と朱書きしてください。 

※出願資格審査による志願者は，結果通知が届くまで入学検定料は振り込まないでください。 

※出願資格（9）による志願者は，以下の◆出願資格（９）の該当者への注意事項を必ず確認してください。 

③出願資格審査の結果通知は，５月28日（火）頃に発送します。６月４日（火）までに届かない場合は，入試課へ確認し

てください。 

④出願時に出願資格審査の結果通知を提出してください。 

  

◆出願資格審査に必要な書類：○印のある書類を提出してください。 

提出書類 
出願資格 

注意事項 
（９） （10） （11） 

①出願資格審査申請書 ○ ○ ○ 別添のものを使用 

②入学志願票のコピー ○ ○ ○ 別添のものを使用し，その両面の写しを提出 

③志望理由書 ○ ○ ○ ※ 注意事項は『５.出願書類等』を必ず確認すること 

④成績証明書 ○ ○ ○ ※ 注意事項は『５.出願書類等』を必ず確認すること 

⑤卒業証明書又は卒業見込証明書  ○ ○ ※ 注意事項は『５.出願書類等』を必ず確認すること 

⑥在学証明書 ○   ※ 注意事項は『５.出願書類等』を必ず確認すること 

⑦所属大学（学部）長推薦書 ○   
別添のものを使用 

本学の者は系主任が作成し，大学長の印は不要とする。 

⑧当該大学の学修規程等 ○   本学の者は提出不要 

⑨出願資格（10）の三，又は（11）

の一を証明する書類 
 ☆ ○ 

大学・研究機関等の発行する証明書を提出 

☆については出願資格（10）の三の場合のみ提出 

 

◆出願資格（９）の該当者への注意事項 
出願資格（９）のうち本学学士課程から飛び入学で出願する場合については下記１～３の要件を満たす必要があります。  

なお，他大学からの飛び入学による出願の場合はこれに準ずることとします。 

 

１．2020年３月31日において，大学在学期間が３年間に達すること。ただし，大学を卒業した者及び2020年３月31日ま

でに卒業見込み（早期卒業を含む）の者は，出願資格（１）となり，出願資格審査は不要です。 

２．本学に２年間在学した時点においてGPTが3.00以上であり，かつ，原則として90単位以上を修得していること。 

３．本学大学院入学までに，原則として系が定める専門科目群の必修科目（学士特定課題研究を除く。）及び選択必修

科目の卒業に必要な要件を満たし，専門科目群の中から60単位以上及び卒業に必要な教養科目群の必修単位（文系

教養科目13単位，英語科目９単位，第二外国語科目４単位及び理工系教養科目14単位）の単位を修得見込であるこ

と。 

※飛び入学で出願し，本学大学院修士課程及び専門職学位課程に入学する場合，大学は「卒業」ではなく「退学」とな

ります。各種国家試験等の受験資格では，大学卒業が要件となっているものもあります。また，海外の大学の大学院

を受験する場合に受験資格が認められない可能性もあります。注意してください。なお，学士の学位の取得を希望す

る者は，「大学改革支援・学位授与機構」に学位授与申請を行ってください。審査に合格した場合に「大学改革支援・

学位授与機構」より学士の学位が授与されます。ただし，大学卒業とはなりません。 

≪大学改革支援・学位授与機構ウェブサイト≫ https://www.niad.ac.jp/ 
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４．出 願 手 続 

（１）出願期間 

2019年６月13日（木）～６月19日（水）（必着） 
※入試課へ持参して提出する場合は，出願期間の平日10時～12時，13時30分～15時のみ受け付けます。 

 

（２）出願方法 

入試課へ持参して提出する場合 

≪入試課所在地≫ 

大岡山キャンパス 

西８号館 E棟 2階 212号室 

・出願書類一式を別添の封筒に入れ，厳封してください。封筒裏面のチェック欄も

必ず確認してください。 

・願書提出時に窓口で書類のチェック等はしません。 

・出願期間の平日 10時～12時，13時 30分～15時のみ受け付けます。この時間外

は一切受け付けません。 

・すずかけ台キャンパスでは受け付けません。 

郵送で提出する場合 

≪郵送先≫ 

〒152-8550 

東京都目黒区大岡 2-12-1-W8-103 

東京工業大学学務部入試課 

・出願書類一式を別添の封筒に入れ，厳封してください。封筒裏面のチェック欄も

必ず確認してください。 

・速達書留郵便で送付してください。 

・６月 19日（水）必着とします。 

・送付状，クリアファイル，クリップは付けないでください。 

・証明書で厳封してあるものは開封しないでください。 

・願書記入事項及び提出書類の不備なものは受理できませんので，郵送・提出前には書類が揃っていること，記入漏れの

ないことを必ず確認してください。 

・受付期間を十分考慮して,できるだけ６月 13日（木）に到着・提出するように心がけてください。 

・願書受理後の提出書類の内容は変更できません。また，返却もできません。 

※障害等がある志願者で，その障害等の種類・程度に応じて受験上及び修学上の特別な配慮を必要とする場合は，あらか

じめ出願期間の前に入試課に申し出てください。申請書(本学所定様式)，医師の診断書等を提出していただきます。 

 

５．出 願 書 類 等 

（１）志願者全員が提出する書類 ※出願資格(９)～(11)で出願する者は⑤，⑥は提出する必要はありません。 

出願書類等 注意事項 

①入学志願票・ 

写真票・受験票 

・別添の様式を使用 

・受験票及び写真票の写真は，写真のコピー，いわゆるプリクラ等，普通紙・コピー用紙に印刷され

たものは認めません。また，画像を修正するなど加工処理をほどこしたものも認めません。 

※志願票は「一般選抜」と「清華大学(中国)との大学院合同プログラム」があります。該当する様式を

使用すること 
※外国籍の志願者の氏名は，パスポートと同一のアルファベット表記で記入すること 
※『５.出願書類等(３)出願書類等記入要領』をよく確認して記入すること 

②整理票 ・別添の様式を使用 

・住所は日本国内に限る 

※『５.出願書類等(３)出願書類等記入要領』をよく確認して記入すること 
③受験票送付用封筒 

 

・別添の封筒を使用 

・住所は日本国内に限る 

・住所，氏名等を記入し，372円分の切手を貼ること 

④入学検定料 30,000円 

 

・別添の払込取扱票にて全国の金融機関・ゆうちょ銀行又は郵便局の受付窓口で払い込み，「振替払

込受付証明書（お客さま用）」 を別添の様式の貼り付け欄に貼付すること 

◆検定料不要対象者について：以下の者は，検定料不要です。 

・出願時に，日本政府文部科学省国費外国人留学生である者 

・出願時に，日韓共同理工系学部留学生である者 

※『５.出願書類等（２）外国籍の志願者のみ提出する書類』をよく確認してください。 

◆り災による検定料免除について 

入学を希望する者又は主たる家計支持者が居住する地域の自然災害によりり災し，災害救助法（昭

和22年法律第118 号）の適用を入学願書の提出時に受けており，検定料の納付が著しく困難であ

ると認められる場合には，入学検定料を免除することがあります。下記のような場合に免除とな

りますが，詳しくは出願期間の前に入試課までお問い合わせください。 

1）主たる家計支持者が所有する自宅家屋が全壊，大規模半壊，半壊，流出した場合 

2）主たる家計支持者が死亡又は行方不明の場合 
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出願書類等 注意事項 

⑤志望理由書 

 

・別添の様式を使用。ただし，別添の様式に準じていれば，Word等で作成した物を提出しても差し支えありません。 

・テーマ等を設けている場合もあるので，『Ⅱ 系等の案内』を必ず確認すること 

・テーマを設けていない系等の志願者も必ず提出すること 

⑥学部の成績証明書 

 

・教養課程と専門課程，本科と専攻科等に分かれ

ている場合には，両方提出すること 

・大学に編入学した者は，編入学前の大学等の成

績証明書もあわせて提出すること 

・原本(コピー不可) 

・本学卒業・卒業見込みの者も必ず提出すること 

・最終学歴のものではなく，学部のものを提出す

ること 

・⑥及び⑦は一つの証明書にまとまっていてもか

まいません。 

 

◆原本を提出できない場合 

公的機関(大使館,公証役場等)で原本証明された

ものを提出すること 

 

◆日本語，英語以外の証明書の場合 

原本及び公的機関(大使館,公証役場等)で証明し

た日本語訳又は英語訳を提出すること 

⑦学部の卒業証明書 

又は卒業見込み証明書 

 

・９月入学を希望する者は，2019年９月24日まで

に卒業したことを証する卒業（見込み）証明書

を提出すること 

・外国の大学の場合は，学位取得証明書又は学位

取得見込み証明書も提出すること 

・出願資格（２）の者で，学士の学位を授与され

た者は，大学改革支援・学位授与機構が発行し

た学位授与証明書を提出し，学士の学位を授与

される見込みの者は，学位授与申請予定である

旨の申立書（書式自由）を提出すること 

⑧外部英語テストの 

スコアシート 

 

◆提出方法 

・以下のa～cの３通りのうち，系等が指定する方法で提出してください。『Ⅱ 系等の案内』を必ず確認

し，指示に従うこと。 

a. 出願時に原本の提出を必須とする 

b. 出願時に原本の提出を原則とするが，系等の指定する方法により後日の提出も認める 

c. 出願時には提出せず，系等の指定する方法により後日提出する 

・提出期日までに英語スコアを提出できなかった者は，受験票が届いても，受験資格はありません。 

・数学系は，英語の筆答試験を行うため，外部英語テストのスコアシート提出は必須ではありません。

詳細は，『Ⅱ 系等の案内』の数学系のページを確認してください。 

◆提出するスコアシートの種類 

・本学が指定する外部英語テストは，TOEFL-iBT，the revised TOEFL Paper-delivered Test，TOEFL-PBT，

TOEIC L&Rです。いずれか一つを提出してください。 

・TOEFL-ITP，TOEIC-IP等の団体特別受験制度によるスコアシート及びTOEIC S&Wは利用できません。 

・いずれも，ETSから受験者本人に郵送される原本(コピー不可)を提出してください。ウェブサイトより

ダウンロード（印刷）したスコアシートは受理しません。 

・ETSから直接本学への送付は受け付けません。 

◆スコアシートの有効期限：2017年６月20日以降に受験したものに限り有効とします。 

◆本学が定める外部英語テストの換算基準：『５.出願書類等【参考：本学が定める外部英語テストの換

算基準】』をご参考ください。 

 

（２）外国籍の志願者のみ提出する書類 ※必ず冒頭の『志願者のみなさまへ (５)外国籍の志願者への注意』も確認すること 

該当者 出願書類 

外国籍の志願者は必ず提出 

在留カードの両面のコピーを別添の様式の貼り付け欄に貼付すること 

※在留カードを持っていない場合は，パスポートのコピー(顔写真，氏

名，国籍等掲載のページ)を貼付すること。 

外国籍の志願者のうち，文部科学省国費外国人留学生 
日本政府文部科学省国費外国人留学生であることを確認できる書類 

(在籍する大学から発行された証明書であること) 

外国籍の志願者のうち，外国政府奨学金受給者 
外国政府奨学金受給者であることを確認できる書類 

(在籍する大学から発行された証明書であること) 

外国籍の志願者のうち，日韓共同理工系学部留学生 
日韓共同理工系学部留学生であることを確認できる書類 

(在籍する大学から発行された証明書であること) 

 

-5-



（３）出願書類等記入要領 
・「一般選抜」と「清華大学(中国)との大学院合同プログラム」の入学志願票があります。該当する様式を使用

してください。 

・全ての内容について，入学志願票への記入内容と必ず一致するように注意して記入してください。 

 

・黒又は青のボールペンを使用して志願者本人が楷書で明瞭に記入してください。 

・軽微な修正の場合は二重線で消して見やすく書き直してください。 

 

・各コードについては次ページの【出願書類コード表】を参照してください。 

・「生年月日」及び「コード」を記入するときは，右詰めとし， 1桁の場合は頭に「０」をつけてください。 

 

・願書受理後の出願書類の内容変更は一切認めません。入学志願票の内容とその他の書類の内容が異なる場合は，入学

志願票に基づいて処理します。 

 

 注意内容 

外国籍の志願者の方 

・外国籍の志願者の氏名は，パスポートと同一のアルファベット表記を記入すること。 

・外国籍の志願者のうち，留学生の場合，留学生コードを記入すること。 

・外国籍の志願者が「９月入学」となった場合，在留資格申請手続きは，合格が確定した後

に始めるため，９月下旬の入学の日までに在留資格の取得が間に合いません。このため，

外国籍の志願者が９月入学を希望する場合は，（１）出願時に日本に在住していること，

（２）９月下旬の入学の日まで有効であり，長期滞在が可能な在留資格を有していること，

が必要となります。 

※在留資格の有効期限が，合格発表日の翌日から９月下旬の入学の日までの間にある場合は，

出願前に入試課(nyushi.daigakuin@jim.titech.ac.jp)へ連絡して，対応を確認するように

してください。 

出願資格(9)の方 
・出身大学コードは｢06｣と記入すること 

・卒業(見込)欄は，卒業(見込)年月は空白にし，「3.飛び入学」にチェックすること。 

希望入学時期 

・「９月または４月入学」を選択した場合は，系等がカリキュラム等を考慮して入学時期を決

定し，合格発表と同時にお知らせします。 

・「2020年３月卒業見込みの者」は，「４月入学」しか選択できません。 

志望指導教員 

・系等により志望指導教員記入にあたっての諸注意がありますので，該当ページを熟読のう

え，記入すること。 

・志望指導教員は，志望する系等の『Ⅱ 系等の案内』に記載されている教員リストから選択

すること。 

筆答専門試験科目 

・他の系の出題する筆答専門試験科目での受験を認めている場合があります。『Ⅱ 系等の案

内』の指示に従ってください。 

・社会・人間科学系は筆答試験を実施しませんが，社会・人間科学系を志望する場合は「社

会・人間科学系」と記入すること。 

写真の貼付 

・写真のコピー，いわゆるプリクラ等，普通紙・コピー用紙に印刷されたものは認めません。

また，画像を修正するなど加工処理を施したものも認めません。 

・写真票による本人確認が困難な場合，「写真付の身分証」の提示を求める場合があります。

「写真付の身分証」は，英語または日本語で記載されている顔写真付きの身分証明書(運転

免許証・学生証・社員証・パスポート等)とします。 

整理票の宛名ラベル 
・整理票下部の宛名ラベルは同じ住所を４枚全てに必ず記入すること。 

・住所は日本国内に限ります。 
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【出願書類コード表】 
◆留学生コード表 

 
◆志望系コード表 

95 外国人留学生（日本政府国費奨学金受給者） 
 

11 数学系 

96 外国人留学生（外国政府奨学金受給者） 
 

12 物理学系 

97 外国人留学生（日韓共同理工系学部留学生） 
 

13 化学系 

99 外国人留学生（その他） 
 

14 地球惑星科学系 

   15 機械系 

◆出願資格コード表(※詳細は『３.出願資格』を参照) 
 

16 システム制御系 

01 大学卒業，卒業見込み 
 

17 電気電子系 

02 
大学改革支援・学位授与機構による学位授与，学位授

与見込み 
 

18 情報通信系 

 
19 経営工学系 

03 外国の大学修了，修了見込み 
 

20 材料系 

04 外国の大学を通信教育で修了，修了見込み 
 

21 応用化学系 

05 
文部科学大臣の指定した教育施設の課程終了，修了見

込み 
 

22 数理・計算科学系 

 
23 情報工学系 

06 
外国の大学等で修業年限 3年以上の課程を修了し，学

士に相当する学位授与，学位授与見込み 
 

24 生命理工学系 

 
25 建築学系 

07 専修学校専門課程修了，修了見込み 
 

26 土木・環境工学系 

08 文部科学大臣の指定した者 
 

27 融合理工学系 

09 ３年次からの飛び入学等 
 

28 社会・人間科学系 

10 
本学大学院において大学を卒業した者と同等 

と認めた者 
 

30 技術経営専門職学位課程 

   
11 大学卒業までに 16年を要しない国からの出願 

 
◆筆答試験科目コード表 

   01 数学系 

◆国籍コード表 
 

02 物理学系 

00 日本 
 

03 化学系 

01 インドネシア共和国 
 

04 地球惑星科学系 

02 カンボジア王国 
 

05 機械系 

03 大韓民国 
 

06 システム制御系 

04 台湾 
 

07 電気電子系 

05 タイ王国 
 

08 情報通信系 

06 中華人民共和国 
 

09 経営工学系 

07 バングラデシュ人民共和国 
 

10 材料系 

08 ベトナム社会主義共和国 
 

11 応用化学系 

09 マレーシア 
 

12 数理・計算科学系 

10 モンゴル国 
 

13 情報工学系 

99 その他 
 

14 生命理工学系 

   15 建築学系(A:即日設計) 

◆出身大学コード表 
 

16 建築学系(B:建築学科目) 

01 本学 
 

17 土木・環境工学系 

02 他の国立大学 
 

18 融合理工学系 

03 公立大学 
 

19 社会・人間科学系 

04 私立大学 
 

20 技術経営専門職学位課程 

05 外国の大学(出願資格 3,4,5,6,11の者) 
   

06 その他(出願資格 2,7,8,9,10の者) 
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【参考：本学が定める外部英語テストの換算基準】 
◆TOEIC L&RとTOEFL-PBTの換算式 

 ((TOEFL-PBT) － 296) ÷ 0.348 ＝ TOEIC L&R 

※ただしTOEFL-PBTの点数が400点以下，TOEIC L&Rの点数が300点以下の場合は，上記の換算式は適用されません。 

 
◆TOEFL-iBT とTOEFL-PBTの得点換算表 

iBT PBT  iBT PBT  iBT PBT  iBT PBT 

120 677  92-93 580-583 61 500 36-37 420 

120 673  90-91 577 59-60 497 35 417 

119 670  88-89 570-573 58 493 34 410-413 

118 667  86-87 567 57 487-490 33 407 

117 660-663  84-85 563 56 483 32 400-403 

116 657  83 557-560 54-55 480 30-31 397 

114-115 650-653  81-82 553 53 477 29 390-393 

113 647  79-80 550 52 470-473 28 387 

111-112 640-643  77-78 547 51 467 26-27 380-383 

110 637  76 540-543 49-50 463 25 377 

109 630-633  74-75 537 48 460 24 370-373 

106-108 623-627  72-73 533 47 457 23 363-367 

105 617-620  71 527-530 45-46 450-453 22 357-360 

103-104 613  69-70 523 44 447 21 353 

101-102 607-610  68 520 43 443 19-20 347-350 

100 600-603  66-67 517 41-42 437-440 18 340-343 

98-99 597  65 513 40 433 17 333-337 

96-97 590-593  64 507-510 39 430   

94-95 587  62-63 503 38 423-427   
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６．選 抜 試 験 
・選抜は，系等が行います。『Ａ日程』及び『Ｂ日程』により構成されます。 

・Ａ日程とＢ日程のいずれの受験資格者になるかは系等が出願書類によって決定し，７月 12日（金）の受験票の発送時

に通知します。志願者は選択できません。 

（１）英語試験 （Ａ日程及びＢ日程どちらも必須） 
・『Ａ日程』及び『Ｂ日程』のいずれにおいても英語試験は必須です。英語の筆答試験は本学では実施せず，指定された

外部英語テストのスコアシートを出願書類と共に提出することで英語試験を代替します。 

・数学系は，英語の筆答試験を行うため，外部英語テストのスコアシート提出は必須ではありません。詳細は，『Ⅱ 系等

の案内』の数学系のページを確認してください。 

（２）Ａ日程：数学系，物理学系，地球惑星科学系及び数理・計算科学系は実施しません 
・口述試験及び出願書類によって合格内定者を決定します。ただし，教育上の配慮から，教員あたりの指導学生数に制限

を設けています。 

・合格内定とならなかった者は，下記の『Ｂ日程』を受験することができます。一方，合格内定となった者は，『Ｂ日程』

を受験することはできません 

日程 ７月 20日（土），７月 22日（月）～７月 24日（水）の間に実施 

日時及び集合場所 受験票に同封します 

試験結果通知 ８月１日（木）以降に発送 

（３）Ｂ日程 
・筆答試験，口頭試問及び出願書類によって合否を決定します。ただし，教育上の配慮から，教員あたりの指導学生数に

制限を設けています。 

・筆答試験は「志望する系等により指定された筆答専門試験科目」を受験します。『Ⅱ 系等の案内』を参照して下さい。

なお，系によっては他の系で出題される筆答専門試験科目を受験することができますが，この場合，出題した系の試験

日時・試験室で受験することになります。 

・筆答試験及び口頭試問の内容は，系等の『Ⅱ 系等の案内』で確認してください。 

・筆答試験の過去問題は本学ウェブサイトで公開しています。 

≪過去問題≫https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

◆筆答試験（大岡山キャンパスのみで実施） 

日程 ８月 16日（金） 

時間及び集合場所 

試験場案内を８月 15 日（木）10 時頃から大岡山キャンパス正門守衛所付近で

配布します。 

また，同時に本学ウェブサイト（新着入試情報）にも掲載します。 

◆口頭試問 

受験資格者発表 
筆答試験終了後から口頭試問実施時までの間に『Ⅱ 系等の案内』記載の方法に

より発表します 

日程 ８月 17日（土）～27日（火）のうち『Ⅱ 系等の案内』で指定された日時 

日時及び集合場所 受験票に同封します 

（４）注意事項 
・７月 18日（木）までに受験票が届かない場合は，必ず入試課へ確認してください。 

・出願資格（９）による志願者は,『Ｂ日程』のみの受験となります。 

・試験の際には，必ず受験票を携帯してください。 

・写真票による本人確認が困難な場合，「写真付の身分証」の提示を求める場合があります。「写真付の身分証」は，英

語または日本語で記載されている顔写真付きの身分証明書(運転免許証・学生証・社員証・パスポート等)とします。 

・その他の注意事項は，受験票に同封されている連絡事項をよく読んでください。 
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７．合 格 者 発 表 

日時 ９月５日（木）15時頃 

方法 本学ウェブサイト（新着入試情報）にて発表 

・合格者全員に合格通知書を合格発表の翌日以降に発送します。なお，電話等による合否の照会は一切応じません。 

・合格通知書には，氏名のほか，合格した学院・系等及び指導教員名が明示されます。 

 

 

８．合 格 後 の 手 続 き に つ い て 

 2019年９月入学合格者 
2020年４月入学合格者 

(履修可能コースが 1つの場合) 

2020年４月入学合格者 

(履修可能コースが複数の場合) 

合格通知書 

受領 

合格通知書(履修コースも記載し

ています)を発送します。 

合格通知書，入学意向確認書， 

履修可能コース通知を発送しま

す。 

合格通知書，入学意向確認書， 

履修可能コース通知， 

希望履修コース届を発送します。 

履修コース 

の決定 

合格通知書に記載しているコー

スが決定コースです。 
コース選択の必要はありません。 

・必ず指導教員と相談の上， 

「希望履修コース届」を９月 19

日（木）（予定）までに入試課

へ必ず提出してください。 

・10月末頃，履修コース決定通

知を発送します。 

入学意向 

確認書 
 

11月７日（木）（予定）までに入

試課へ必ず提出してください。 

10月末頃の履修コース決定通知

を受けて，11月７日（木）（予定）

までに入試課へ必ず提出してく

ださい。 

入学手続き 

書類発送 

合格通知書とは別に教務課から

入学手続き書類を送付します。 
入学意向をもとに，2020年１月下旬頃，入学手続書類を発送します。 

入学手続日 

(予定) 

2019年９月 18日(水),19日(木) 2020年３月 27日(金),30日(月) 

・入学手続きは大岡山キャンパスで行います。 

・所定の期日に手続を行わなかった場合は，入学を許可できませんので十分注意してください。都合に

より本人が来学できない場合は，代理人でも差し支えありません。 

※入学手続日は変更の可能性があります。送付された入学手続書類で確認してください。 

入学料 282,000円 

授業料半年分 
317,700円 

※在学中に改訂が行われた場合，在学生に適用される授業料額については，その都度公示します。 

※外国籍の志願者で，在留資格認定証明書の申請が必要な場合は，メールにて，入試課(nyushi.daigakuin@jim.titech.

ac.jp)へ申し出てください。 
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Ⅱ 系等の案内 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

全系共通事項 

【取得できる学位】：各系に記載のほか，学際領域等の分野を専攻した

者で，当該学院が適当と認めるときは，学位に付記

する専門分野の名称を「学術」とすることができる。 

ただし，技術経営専門職学位課程を除く。 
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（このページは落丁ではありません。） 
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理 学 院 
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理学院 数学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/math/ 
 
【履修コース】 
  数学コース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  ２４名 
 
【志望理由書のテーマ等】 
  下記のアンケートに答えること。なお，設問も含めて用紙に記入してください。 
  用紙を http://www.math.titech.ac.jp/~jimu/Graduate/enquet.pdf からダウンロードして提出してもよい。 
 １．卒業（見込み）年度： 
 ２．学部４年次のセミナーの指導教員名： 
 ３．セミナーのテキスト名： 
 ４．セミナーの参加学生数： 
 ５．あなたが発表する頻度と時間：（  ）週に一回，（  ）時間 
 ６．あなたが発表しているとき，質問されて答えられなかったらどのようにしますか？ 
 ７．１回の発表のために勉強する時間はトータルで何時間ですか？ 
 ８．これまで読んだ数学書の中で興味を持ったものの題名とその理由を挙げてください。 
 ９．これまでの数学の勉強で心に残った理論やその定理とその理由を書いてください。 

 10．将来の希望を書いてください。 
 

【出願にあたっての注意】 
  志願票の志望指導教員欄には志望教員ではなく志望分野を記入しても構いません。 
 
【英語試験】 
  次の基準を満たす外部英語テストのスコアシートを提出した者については，英語試験を合格として取り扱います。 
  TOEIC 550 点以上，TOEFL-PBT 490 点以上，TOEFL-iBT 57 点以上。 
  外部英語テストのスコアシートを提出しない者は，英語試験を受験して下さい。尚，英語試験は数学系筆答試験（午後）の直後 
  に行われます。試験時間は 60 分，辞書は持ち込み可（電子辞書は不可）です。 
 
【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 
  スコアシートは原本を必ず出願時に提出して下さい。出願受付締切後の提出は一切認めません。 
  一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 
 
【筆答専門試験科目】 
  筆答専門試験科目：数学系 
 

【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 実施しません。     

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

数学系 

８月１６日（金） 

9:00～11:30 

13:00～15:00 

第 12 クォーターまでの数学系の講義と同程度の内容を基本

とします（シラバス http://www.math.titech.ac.jp/~jimu/ 

Syllabus/syllabus.html 参照）。  

 

配点： 

筆答専門試験：350 点，英語：100 点 

 

口頭試問 ８月１７日（土） 
数学の基礎学力，専門的な知識，コミュニケーション能力など

を見るための口頭試問を行います。 
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【口頭試問受験資格者の発表】 
  口頭試問受験資格者発表は，８月１６日（金）１８時頃，本学（大岡山キャンパス内）数学事務室（本館３Ｆ３２号室）前の掲示板に掲

示します。 
 
【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 
 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 
〒152-8550 東京都目黒区大岡山 2-12-1 
数学事務室（大岡山キャンパス本館３Ｆ３２号室）(TEL 03-5734-2205) 

 
【指導教員及びその研究分野一覧】 

 

研究分野 担当コース

教授 加藤 文元 代数幾何学，数論幾何学 数学系数学コース

教授 田口 雄一郎 数論 数学系数学コース

教授 内藤 聡 表現論 数学系数学コース

教授 本多 宣博 複素幾何，微分幾何 数学系数学コース

教授 遠藤 久顕 位相幾何学 数学系数学コース

教授 二宮 祥一 数理ファイナンス，確率論 数学系数学コース

教授 柳田 英二 偏微分方程式，非線形数学 数学系数学コース

教授 山田 光太郎 微分幾何学 数学系数学コース

教授 利根川 吉廣 偏微分方程式, 幾何学的測度論 数学系数学コース

教授 隠居　良行 偏微分方程式 数学系数学コース

准教授 水本 信一郎 保型関数論 数学系数学コース

准教授 馬 昭平 代数幾何学，モジュライ理論 数学系数学コース

准教授 鈴木 正俊 解析的整数論 数学系数学コース

准教授 服部 俊昭 微分幾何学，Lie群 数学系数学コース

准教授 KALMAN TAMAS 位相幾何学 数学系数学コース

准教授 野坂 武史 位相幾何学 数学系数学コース

准教授 川平 友規 複素力学系，複素解析 数学系数学コース

准教授 小野寺 有紹 偏微分方程式，自由境界問題 数学系数学コース

准教授
KELLY SHANE
ANDREW

代数幾何学，数論幾何学 数学系数学コース

准教授 藤川 英華 複素解析 数学系数学コース

教授 西畑 伸也 偏微分方程式論，非線形双曲型保存則，流体の方程式
数学系数学コース
数理･計算科学系数理･計算科学コース

教授 梅原 雅顕 微分幾何学
数学系数学コース
数理･計算科学系数理･計算科学コース

准教授 三浦 英之 偏微分方程式論
数学系数学コース
数理･計算科学系数理･計算科学コース

准教授 鈴木 咲衣 結び目理論，量子トポロジー
数学系数学コース
数理･計算科学系数理･計算科学コース

指導教員
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理学院 物理学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/phys/ 
 
【履修コース】 
  物理学コース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  ６２名 
 
【志望理由書のテーマ等】 

志望研究室・研究分野に対する志望理由を，１，０００字程度（Ａ４判２枚）にまとめた作文（自分の特技等アピールできるものがあれ
ばそれも含む）。 
 

【出願にあたっての注意】 
  特になし。 

   

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 
  スコアシートは出願時に提出しないでください。提出は以下の通りとします。 
  ①提出方法について スコアシートは必ず原本を提出してください。コピーの提出は認めません。 
  ②提出時期について スコアシートは出願時に提出せず，筆答試験当日に持参してください。筆答試験時に提出がない場合は

    不合格となります。 
  ③その他 一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 
 
【筆答専門試験科目】 
  筆答専門試験科目：物理学系 

 

【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 実施しません   

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

物理学系 

８月１６日（金） 

  9:30～11:30 

13:30～15:30 

 出題の範囲・分野・科目・選択問題  
  共通問題：力学，電磁気学，物理数学，量子力学，統計力学， 
           物理学実験に関する基礎的な知識 および理解を 
           問う問題 
  選択問題：なし 
 

配点：筆答専門試験：300 点，英語：60 点 

 

口頭試問 ８月２０日（火） 物理学の知識および理解を問う  

 
【口頭試問受験資格者の発表】 

口頭試問受験資格者発表は，８月１７日（土）１６時頃大岡山キャンパス本館１階物理学科掲示板で掲示により発表します。 
また，同日ホームページ http://info.phys.sci.titech.ac.jp にも掲載します。 

                  
【過去の筆答試験問題の公表】 
  ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 
【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 
  〒152-8551 東京都目黒区大岡山 2-12-1 H-53 
  東京工業大学 物理学・本館 2 階事務室 
  TEL 03-5734-2147 
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【指導教員及びその研究分野一覧】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究分野 担当コース及び備考

教授 伊藤 克司 素粒子論（超弦理論，超対称ゲージ理論，共形場理論） 物理学系物理学コース

教授 大熊 哲
物性実験（低温物理，超伝導と電子局在，磁束状態，非平衡現象，低
次元電子系，メゾスコピック系における量子物理現象の研究）

物理学系物理学コース

教授 河合 誠之
宇宙物理学実験，Ｘ線・γ線・光学天文学（γ線バースト，ブラックホー
ル等の衛星と地上からの観測，天体観測装置の開発）

物理学系物理学コース

教授 久世 正弘
高エネルギー物理学（加速器および非加速器素粒子実験；新粒子探
索，レプトンとクォークの物理，ニュートリノ振動）

物理学系物理学コース

教授 上妻 幹旺
物性実験（レーザー冷却，中性原子気体のボース凝縮・フェルミ縮退，
光格子中の冷却原子を使った量子シミュレーション）

物理学系物理学コース

教授 齋藤 晋
物性理論（固体の電子構造，密度汎関数法と励起状態，クラスター，フ
ラーレン，ナノチューブ，グラフェン）

物理学系物理学コース

教授 佐藤 琢哉
物性実験（磁性体・誘電体の超高速分光，ラマン散乱，マイクロマグネ
ティックシミュレーション）

物理学系物理学コース

教授 慈道 大介
原子核ハドロン物理学の理論的研究（ハドロン構造・動力学，エキゾチッ
クハドロン，質量生成機構，量子色力学）

物理学系物理学コース

教授 田中 秀数
物性実験（磁気相転移，量子磁気現象，低次元磁性，磁気励起，磁気
共鳴，新物質開拓）

物理学系物理学コース

教授 中村 隆司
原子核物理実験（不安定核ビームを用いた中性子過剰なエキゾチック
核構造の研究，および天体核反応の研究）

物理学系物理学コース

教授 平山 博之
物性実験（固体表面・界面に局在する2次元電子系，表面ナノ構造への
量子閉じ込め）

物理学系物理学コース

教授 藤澤 利正
物性実験（半導体ナノサイエンス，電子・スピンのダイナミクス，メゾスコ
ピック系の量子相関現象・量子情報素子）

物理学系物理学コース

教授 宗片 比呂夫 物性実験（光スピントロニクス，結晶成長，デバイス作製，磁性，光物性） 物理学系物理学コース

教授 村上 修一
物性理論（スピントロニクス，スピン輸送，トポロジカル相，幾何学的位
相，量子物性）

物理学系物理学コース

教授 山口 昌英 宇宙論，素粒子論，重力理論 物理学系物理学コース

教授 納富 雅也
物性実験（フォトニックナノ構造（フォトニック結晶，プラズモニクス，メタマ
テリアル）における光物質相互作用制御の研究）

物理学系物理学コース

准教授 相川 清隆 物性実験（原子・分子物理学，量子光学，レーザー冷却） 物理学系物理学コース

准教授 今村 洋介 素粒子論（弦理論と超対称ゲージ理論およびそれらの間の双対性） 物理学系物理学コース

准教授 金森 英人
物性実験（分子分光学，分子の空間捕捉と冷却， レーザーやマイクロ波
を用いた量子コヒーレンス分光，励起状態分子のダイナミクス）

物理学系物理学コース

准教授 古賀 昌久
物性理論（強相関系／光格子冷却原子系，強相関電子系，低次元量
子スピン系）

物理学系物理学コース

教授 笹本 智弘
物性理論（統計物理学および数理物理学，特に非平衡統計力学，低次
元輸送現象，ランダム系，厳密解等の解析的手法の開発）

物理学系物理学コース

准教授 陣内 修
高エネルギー素粒子物理実験（CERN LHC-ATLAS実験を用いたヒッグ
ス粒子と超対称性粒子の研究）

物理学系物理学コース

准教授 須山 輝明 宇宙論・重力波 物理学系物理学コース

准教授 宗宮 健太郎 重力波望遠鏡ＫＡＧＲＡの設計と次世代型光干渉計の要素技術開発 物理学系物理学コース

准教授 西田 祐介
理論物理（主に冷却原子における量子多体系や少数系の物理，場の理
論的手法の応用）

物理学系物理学コース

准教授 平原 徹
物性実験（表面物理，ナノサイエンス，スピン物性，ディラック電子の物
理，新奇な極薄物質の開拓）

物理学系物理学コース

准教授 藤岡 宏之
原子核実験・ハドロン実験（J-PARC等の加速器を用いたストレンジ
クォークや反クォークを含む原子核の研究など）

物理学系物理学コース

准教授 松下 道雄
物性実験（単一分子分光によるタンパク質の構造・機能相関の研究，発
光を用いた単一スピンの観測と制御）

物理学系物理学コース

講師 河村 徹
高エネルギー密度プラズマ，非平衡プラズマ原子過程，プラズマシミュ
レーション

物理学系物理学コース

特定教授 堂谷 忠靖
Ｘ線天文学（Ｘ線衛星を用いた，中性子星や白色矮星，ブラックホールの
観測的研究，衛星搭載用Ｘ線観測装置の開発）

物理学系物理学コース
宇宙航空研究開発機構

特任教授 橋詰 富博
物性実験（走査トンネル顕微鏡（ＳＴＭ）や走査プローブ顕微鏡（ＳＰＭ）
を用いたナノスケールデバイスの界面評価，生体材料計測，ナノスケー
ル量子計測）

物理学系物理学コース
日立中央研究所

特任教授 髭本 亘
物性実験（ミュオンスピン緩和法による強相関系、異方的超伝導体, 磁
性体の微視的評価）

物理学系物理学コース
日本原子力研究開発機構

特定教授 松原 英雄
赤外線天文学（星間物質,観測的宇宙論，銀河進化，衛星搭載用赤外
線天体観測装置開発）

物理学系物理学コース
宇宙航空研究開発機構

指導教員

-17-



理学院 化学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/chem/ 
 
【履修コース】 
  化学コース，エネルギーコース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  ６４名 
 

【志望理由書のテーマ等】 

志望研究室・研究分野など志望理由を１，０００字程度にまとめたもの 

 

【出願にあたっての注意】 

志願者は，出願前に第１志望の指導教員と必ず予め相談してから出願してください。 

 
【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

  スコアシートは原本を必ず出願時に提出してください。出願受付締切後の提出は一切認めません。 

  一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 

 

【筆答専門科目】 

  筆答専門試験科目名：化学系 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２４日（水） 
対象者：成績証明書，志望理由書などを総合的に評価し選抜する 

口述試験内容手順：化学の知識および学士論文研究などを問う 
 

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

化学系 
８月１６日（金） 

13:30～16:00 

出題の範囲・分野・科目・選択問題： 

 共通問題：物理化学，無機・分析化学，有機化学に関する基礎的な 

        知識および理解を問う問題 

 選択問題：物理化学２題，無機・分析化学２題，有機化学２題， 

        物理１題，生化学１題の計８題から２題を選択する。 

        それぞれ該当する分野の知識および理解を問う問題 

 

配点： 

 筆答試験：共通問題 200 点 選択科目 400 点 

 英語（外部英語テスト）：200 点 

  

口頭試問 ８月２０日（火）  化学の知識および学士論文研究などを問う   

 

【口頭試問受験資格者の発表】 

  ８月１８日（日）１７時頃より，化学系ホームページ（http://www.chemistry.titech.ac.jp/2019go/）に掲載します。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

  ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

  〒152-8551 東京都目黒区大岡山 2-12-1 H-58 

  東京工業大学 化学系事務室 

  MAIL office@chem.titech.ac.jp 
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【指導教員及びその研究分野一覧】 

 

研究分野 担当コース

教授 石谷 治 光反応化学，錯体化学（光触媒，人工光合成，光機能分子）
化学系エネルギーコース
化学系化学コース

教授 岡田 哲男 分析化学（分離,溶液・界面化学）
化学系化学コース
化学系エネルギーコース

教授 川口 博之 無機合成化学（錯体化学，有機金属化学，金属クラスター） 化学系化学コース

教授 河野 正規 錯体化学、超分子化学、化学結晶学 化学系化学コース

教授 小松 隆之 触媒化学（金属間化合物および多孔性物質の触媒作用） 化学系化学コース

教授 八島 正知
エネルギー変換/貯蔵材料（燃料電池，光触媒），電子材料，環境触
媒，生体材料等の中性子/X線結晶構造解析，新物質探索と構造物性

化学系エネルギーコース
化学系化学コース

准教授 植草 秀裕
有機結晶化学（結晶構造に基づく医薬品原薬結晶や機能性有機結晶
の設計と機能や反応の解析）

化学系化学コース

准教授 福原 学 分析化学，超分子化学，光化学，高分子化学 化学系化学コース

准教授 前田 和彦
光エネルギー変換化学（半導体光触媒，人工光合成，ナノ材料，無機
固体化学，光電気化学）

化学系エネルギーコース
化学系化学コース

教授 大島 康裕
物理化学（フェムト秒化学，強レーザー場化学，分子分光学，分子運
動のコヒーレント制御）

化学系化学コース
化学系エネルギーコース

教授 木口 学 物理化学（単分子化学，表面化学，分子エレクトロニクス） 化学系化学コース

教授 腰原 伸也 光物性化学（有機無機半導体光物性，相転移ダイナミックス）
化学系エネルギーコース
化学系化学コース

准教授 沖本 洋一 光物性化学（強相関物質の光学的性質）
化学系エネルギーコース
化学系化学コース

准教授 北島 昌史
物理化学（真空紫外，軟Ｘ線，および低エネルギー電子による原子・分
子科学，気相反応素過程）

化学系化学コース

准教授 西野 智昭 物理化学（単分子化学，ナノバイオ，分子認識） 化学系化学コース

准教授 山崎優一 物理化学（電子分光、原子分子物理学、反応動力学）
化学系化学コース

教授 岩澤 伸治 有機合成化学（有機金属化学，有機合成反応，機能性分子の合成）
化学系化学コース
化学系エネルギーコース

教授 江口 正
天然物有機化学，生物有機化学，生化学（天然生理活性物質の探索
と構造，合成と生合成および作用機作，酵素反応機構の精密解析）

化学系化学コース

教授 後藤 敬 有機化学(機能性ナノサイズ分子の開発，有機元素化学，超分子化学) 化学系化学コース

教授 豊田 真司
構造有機化学，物理有機化学，有機立体化学（パイ共役系化合物の
合成と構造・機能制御）

化学系化学コース

准教授 大森 建 有機合成化学（天然物の全合成，新規合成手法の開発） 化学系化学コース

准教授 工藤 史貴
天然物有機化学，生物有機化学，生合成化学，酵素化学，放射菌な
どの微生物化学

化学系化学コース

准教授 鷹谷 絢 有機金属化学，有機合成化学，錯体化学 化学系化学コース

教授 野上 健治 地球化学（火山化学，火山噴火予知） 化学系化学コース

講師 寺田 暁彦 火山熱学（火山浅部熱水系，噴煙，火口湖，リモートセンシング） 化学系化学コース

指導教員
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理学院 地球惑星科学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/eps/ 
 
【履修コース】 
  地球惑星科学コース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  １９名 
 
【志望理由書のテーマ等】 

  志望研究室・研究分野など志望理由を１，０００字程度にまとめたもの 

 

【出願にあたっての注意】 

教育上の配慮から，教員あたりの合格者数が制限される場合があります。また，合否および指導教員の決定にあたっては，出願

書類，筆答試験と口頭試問により総合的に判断します。 

 
【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

  ・スコアシートは原本を必ず提出してください。コピーの提出は認めません。 

  ・スコアシートを出願時に提出，あるいは筆答試験時に提出してください。 

  ・スコアシートの提出がない場合は不合格になります。 

  ・一度提出したスコアシートの差し替えは認めません。また，スコアシートは返却しません。 

 

【筆答専門科目】 

  筆答専門試験科目名：地球惑星科学系 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 実施しません   

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

地球惑星科学系 

８月１６日（金） 

9:30～12:00 

13:30～16:00 

1. 選択問題・分野・出題範囲など： 

数学（微分積分学，線型代数学，物理数学等），物理学（力学，

解析力学，電磁気学，量子力学，熱統計力学，流体力学等），

化学（物理化学，無機化学，分析化学等），地球科学（地質学，

岩石・鉱物学，地球惑星物理学，宇宙地球化学等）から出題。 

複数選択回答 

 

2. 配点： 

 筆答試験：400 点 

 英語（外部英語テスト）：100 点 

  

口頭試問 ８月１８日（日） 研究能力および学力（英語を含む）を問う内容   

 

【口頭試問受験資格者の発表】 

筆答試験受験者は全員口頭試問を受験してください。８月１８日（日）８時４５分に大岡山キャンパス石川台２号館３１８室に集合して

ください。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

東京工業大学地球惑星科学系事務室（TEL 03-5734-2333） 
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【指導教員及びその研究分野一覧】 

 

研究分野 担当コース及び備考

教授 上野 雄一郎 生物地球化学，地球史 地球惑星科学系地球惑星科学コース

教授 中島 淳一 地震学，地球内部物理学 地球惑星科学系地球惑星科学コース

教授 中本 泰史 惑星系形成論，理論天文学 地球惑星科学系地球惑星科学コース

教授 横山 哲也 地球化学，宇宙化学 地球惑星科学系地球惑星科学コース

准教授 石川 晃 固体地球科学，地球進化学 地球惑星科学系地球惑星科学コース

准教授 太田 健二 地球深部科学，高圧鉱物物理学 地球惑星科学系地球惑星科学コース

准教授 奥住 聡 惑星形成論，理論天文学，宇宙物理学 地球惑星科学系地球惑星科学コース

准教授 佐藤 文衛 観測天文学，系外惑星学 地球惑星科学系地球惑星科学コース

教授 小川 康雄 地球内部電磁誘導，火山物理学，地震学
地球惑星科学系地球惑星科学コース
火山流体研究センター

准教授 神田 径 火山物理学，地球内部電磁気学
地球惑星科学系地球惑星科学コース
火山流体研究センター

教授 井田 茂 惑星形成論，生命惑星学
地球惑星科学系地球惑星科学コース
地球生命研究所

教授 関根 康人 地球や惑星の形成・進化
地球惑星科学系地球惑星科学コース
地球生命研究所

教授 HERNLUND, JOHN 地球物理モデリング
地球惑星科学系地球惑星科学コース
地球生命研究所

准教授 玄田 英典 比較惑星学，水惑星学
地球惑星科学系地球惑星科学コース
地球生命研究所

特任教授 KIRSCHVINK, JOSEPH 地球生命論
地球惑星科学系地球惑星科学コース
地球生命研究所
※他の教員との共同指導の場合のみ受け入れます

特任教授 HELFFRICH, GEORGE 固体地球科学
地球惑星科学系地球惑星科学コース
地球生命研究所
※他の教員との共同指導の場合のみ受け入れます

指導教員

-21-



 
 
 
 
 
 
 
 

（このページは落丁ではありません。） 
 

-22-



工 学 院 

 

-23-



工学院 機械系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
https://educ.titech.ac.jp/mech/ 
 
【履修コース】 
  機械コース，エネルギーコース，エンジニアリングデザインコース，ライフエンジニアリングコース，原子核工学コース 
 
【取得できる学位】 
  修士（工学，理学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  １８５名 
 
【志望理由書のテーマ等】 

・大学院入学後に学修を希望するコース名（第三希望まで）を志望理由書の冒頭に記入してください。 

・志望する研究室・研究分野に対する志望理由を記述してください。 

 

【出願にあたっての注意】 

・『入学志願票の志望指導教員』欄については，【指導教員及びその研究分野一覧】を参照してください。 

・志願票の志望指導教員欄には，Ｂ日程受験を想定して記載してください。Ａ日程口述試験時にＡ日程での志望指導教員

を調査します。また，Ｂ日程口頭試問時には第５志望指導教員の他に志望する教員の研究分野を調査します。詳細は機

械系ウェブサイトに注意事項と当日提出する補足調査票を掲示します。必ず補足調査票をダウンロードして記入し，試験当

日に受付に提出してください。  

・Ａ日程口述試験とＢ日程口頭試問の集合場所は，試験当日の朝 8 時半までに石川台１号館１階エントランスに掲示しま

す。機械系ウェブサイトにも注意事項を掲示します。 

   
【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

出願時に必ずスコアシートの原本を提出してください。出願受付締切後の提出は一切認めません。 

また提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。なおスコアシートは返却しません。 

 

【筆答専門科目】 

筆答専門試験科目名 ： 機械系 
 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２０日(土） 学力ならびに適性に関する試問 

Ａ日程受験資格者は，学部

３年次まで（早期卒業見込

みの受験生は 2 年次まで）

の成績及び外部英語テスト

のスコアによって決定しま

す。 

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

機械系 
８月１６日（金） 

13:30～16:30 

選択専門科目（３時間）  

以下の５科目より４科目を選択します。 

1)材料力学 2）機械力学 3)熱力学 4）流体力学 

5)工業数学 

 

配点： 

選択専門科目 400 点（各科目 100 点） 

各科目間に難易差に基づくものとみられる平均点差が

生じた場合には得点調整を行います。 

英語（外部英語テスト）100 点 

下記アドレスに情報を掲載

しています。 
http://www.mech.e.titech.ac.jp

/jp/admission/index.html 

口頭試問 ８月２７日(火) 研究能力ならびに適性に関する試問   

 

【口頭試問受験資格者の発表】 

８月２２日（木）１７時頃大岡山キャンパス石川台地区，石川台１号館１階ロビーで掲示により発表します。また，同日１８時頃よ

り，ホームページ http://www.mech.e.titech.ac.jp/jp/admission/index.html にも掲載します。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

機械系ホームページもご参考ください。http://www.mech.e.titech.ac.jp/jp/admission/index.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

機械系入試担当  肖 鋒，E-mail: xiao.f.aa@m.titech.ac.jp 
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【指導教員及びその研究分野一覧】 
本入試において学生受け入れ可能な教員だけを表示しています。機械系のウェブサイトに掲載している教員リストと異なる場
合があります。○印は主担当コースを示しています。 

 

研究分野 担当コース及び備考

教授 青木 尊之
多相流の大規模数値シミュレーション，粒子法シミュレー
ション，スーパーコンピューティング，GPUコンピューティン
グ，高性能計算

○機械系機械コース
機械系エネルギーコース

教授 井上 剛良
熱工学，宇宙熱流体工学，極低温や高温などの極限条件
における伝熱工学

○機械系機械コース
機械系エネルギーコース

教授 井上 裕嗣
材料力学（非破壊検査，応力ひずみ測定，逆問題解析，
衝撃問題，接触問題）

○機械系機械コース

教授 岩附 信行
超多自由度ロボットの機構と制御，サイレント工学，知能化
レーザー計測

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

教授 大熊 政明

機械の高性能化に必須の振動騒音問題解決をめざす構
造動力学，実験計測法，モデル化同定法，最適設計法，
低減制御技術及び機能的応用技術の研究，スペーススト
ラクチャの構造動力学と制御

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

教授 大竹 尚登
加工物理化学，塑性・成形加工学，ナノ・マイクロ加工，炭
素系材料の合成，評価および機械的・電気的・生体医療
応用

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

教授 岡田 昌史
非線形力学系の軌道アトラクタ制御，ロボットの機構設計・
制御，人間の行動誘導，アメニティ空間設計

○機械系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース

教授 岡村 哲至 磁気冷凍，極低温，冷却，冷凍，超電導
○機械系機械コース
機械系エネルギーコース

教授 奥野 喜裕
エネルギー変換工学，プラズマ工学，環境適合高効率発
電技術，電磁流体力学（ＭＨＤ）発電

○機械系エネルギーコース
機械系機械コース

教授 小俣 透 ロボット工学，医療ロボット，メカトロニクス， ＭＥＭＳ, 制御
○機械系ライフエンジニアリングコース
機械系機械コース

教授 齊藤 滋規
エンジニアリングデザイン，ロボティクス，マイクロアセンブ
リ，マイクロメカニクス，マイクロ物理

○融合理工学系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

教授 佐藤 千明 微小材料力学，材料力学，実験力学，複合材料
○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

教授 肖 鋒
数値流体力学，数値解析，データ・決定論・確率論融合
モデリング

○機械系機械コース
機械系エネルギーコース
融合理工学系エネルギーコース

教授 進士 忠彦
精密機械要素およびシステム，人工心臓，磁気応用マイ
クロデバイス

○機械系機械コース
機械系ライフエンジニアリングコース

教授 末包 哲也
二酸化炭素地下貯留技術，原油増進回収，クリーンコー
ルエネルギー変換，化石燃料の高度有効利用，温暖化防
止技術

○機械系エネルギーコース
機械系機械コース

教授 鈴森 康一
ニューアクチュエータの開発とロボット応用，ソフトロボティ
クス，人工筋肉と生体模倣ロボット機構，特殊環境ロボッ
ト，タフロボティクス

○機械系機械コース

教授 髙原 弘樹
機械力学，振動学，流体関連振動，非線形振動，不確定
系の振動

○機械系機械コース

教授 武田 行生
ロボット・メカトロニクス機器・福祉機械の機構・機械要素・
制御，機械運動系の解析・総合

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

教授 店橋 護

乱流及び乱流燃焼の高精度数値シミュレーションと多次元
多変量レーザー計測，低環境負荷燃焼技術，乱流燃焼
機構の解明とモデル開発，燃焼に関連する環境・エネル
ギー工学

○機械系エネルギーコース
機械系機械コース

教授 轟 章
痛覚をもつ新しい構造の開発（スマート構造），航空宇宙
機器複合材料構造の最適設計，複合材料，材料力学，破
壊力学，破壊制御

○機械系機械コース

教授 西田佳史
生活セントリックデザイン, 生活機能支援, 人間情報学, 人
工知能, IoT

○機械系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース

教授 野崎 智洋
プラズマ理工学，ナノマテリアル，太陽電池，燃料改質，
反応工学，熱工学

○機械系エネルギーコース
機械系機械コース

教授 初澤 毅 ＭＥＭＳ／ＮＥＭＳプロセス，バイオ応用メカノデバイス
○機械系ライフエンジニアリングコース
機械系機械コース

教授 花村 克悟
熱ふく射輸送工学（近接場光学，メタマテリアル，熱光起
電力電池），電気化学（SOFC），熱工学（エンジン排気処
理システム，等）

○機械系エネルギーコース
機械系機械コース

教授 平井 秀一郎
全固体電池，リチウム電池，空気電池，燃料電池の計測・
高性能化技術開発，ソーラーエネルギー高度利用，ＣＯ２
地球温暖化対策技術

○機械系機械コース
機械系エネルギーコース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

教授 平田 敦
表面工学，薄膜工学，トライボロジー，材料加工，ナノカー
ボン材料

○機械系機械コース
システム制御系システム制御コース

教授 松永 三郎
将来型宇宙システムの概念創造，革新的宇宙システム技
術の研究，超小型衛星の開発・打上・運用

○機械系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース

特 任 教
授

門永雅史 デジタル印刷，インクジェット印刷，電子写真 ○機械系機械コース

教授 栁田 保子 バイオＭＥＭＳ／ＮＥＭＳ，ナノバイオテクノロジー
○機械系ライフエンジニアリングコース
機械系機械コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

教授 山浦 弘
メカトロニクス機器，建設機械・土木機械，ロボットなどにお
ける動力学解析，制御およびトライボロジー

○機械系機械コース

教授 吉田 和弘
流体マイクロマシン，マイクロアクチュエータ，機能性流体
応用

○機械系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース
機械系エネルギーコース

教授 吉野 雅彦
ナノ・マイクロ加工，機能表面，金属組織制御加工，極限
環境における加工

○機械系機械コース

准教授 青野 祐子
高機能薄膜・表面創成，微細加工，レーザー加工，デジタ
ル援用加工

○機械系機械コース
システム制御系システム制御コース

准教授 赤坂 大樹
高機能セラミックス材料・無機炭素系材料の合成と評価，
機能材料化学，薄膜工学，材料分析学，電子物性学

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

准教授 石田 忠
マイクロマシン，医工学，細胞デバイス，新薬探索技術，
ナノ観測，ナノバイオロジー

○機械系ライフエンジニアリングコース
機械系機械コース

准教授 因幡 和晃
連続体力学，材料力学，計算工学，衝撃工学，燃焼工
学，流体構造連成問題，マルチフィジックス

○融合理工学系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

准教授 遠藤 玄
ロボット，メカトロニクス，移動ロボット，支援福祉機器開
発，脚型ロボット，軽量マニピュレータ，ワイヤ駆動機構

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース
機械系ライフエンジニアリングコース

准教授 大河 誠司
熱工学，熱伝導，固液相変化伝熱，過冷却現象，熱物性
値測定，氷蓄熱，食品冷凍

○機械系エネルギーコース
機械系機械コース

准教授 木倉 宏成
原子力安全工学，熱流動工学，原子炉プロセス制御と計
測システム，原子燃料物質の安全輸送と地層処分

○機械系原子核工学コース
融合理工学系原子核工学コース
機械系エネルギーコース

准教授 金 俊完 ＭＥＭＳ，マイクロメカトロニクス，バイオメカトロニクス
○機械系機械コース
機械系ライフエンジニアリングコース

准教授 近藤 正聡 核融合炉工学，原子炉材料の共存性，液体金属工学
○機械系原子核工学コース
融合理工学系原子核工学コース

准教授 齊藤 卓志
材料加工の熱工学，レーザー援用工学，マイクロスケール
熱加工

○機械系機械コース
機械系エネルギーコース

准教授 阪口 基己
材料力学，高温材料強度学，破壊力学，マイクロメカニク
ス，耐熱材料の最適設計

○機械系機械コース

准教授 坂本 啓
先進的な軽量宇宙構造物の動力学解析と制御，宇宙実
証を通した宇宙システムの設計・検証スキーム構築

○機械系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース

准教授 笹部 崇
熱工学，電気化学，触媒化学，X線ナノ・マイクロ計測技
術，燃料電池，リチウムイオン電池

○機械系機械コース
機械系エネルギーコース

准教授 志村 祐康
乱流燃焼機構と燃焼不安定現象の解明，燃焼制御法の
研究開発，環境・エネルギー工学，複合レーザー計測，数
値シミュレーション

○機械系エネルギーコース
機械系機械コース

准教授 菅原 雄介
ロボットシステム・機械システムの設計・機構・機械要素・
制御・システムデザインとインテグレーション

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

准教授 髙山　俊男
ロボットの機構，ソフトロボット，メカトロニクスの手術・検査
機器応用，医療・バイオ研究に用いるマイクロ流体デバイ
ス

○機械系機械コース
機械系ライフエンジニアリングコース

准教授 只野 耕太郎
手術支援ロボット，人間機械システム，空気圧サーボシス
テム

○機械系ライフエンジニアリングコース
機械系機械コース

特任准
教授

田中 真二 トライボロジー，機械要素
○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

准教授 田中 智久
生産システム，CAD/CAM，トライボロジー（接触，表面，
摩耗）

○機械系機械コース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

准教授 田中 博人
バイオミメティクス，マイクロ加工，生物規範型飛行・遊泳
ロボット

○機械系機械コース

准教授 中西 洋喜 宇宙ロボティクス，次世代宇宙システム，超小型衛星
○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

准教授 中野 寛 振動工学，機械力学，自励振動，摩擦振動，制振 ○機械系機械コース

准教授 西迫 貴志
マイクロ・ナノ流体，液滴（エマルション），マイクロ化学・生
化学分析デバイス，マイクロリアクタ，MEMS/NEMS

○機械系機械コース

准教授 長谷川 純
プラズマ理工学，クラスター・イオンビーム理工学，慣性核
融合，高エネルギー密度科学，放射線物理

○融合理工学系原子核工学コース
機械系機械コース
機械系エネルギーコース

准教授 土方 亘
メカトロニクス，人間機械システム，医用機器，ワイヤレス
給電，体内発電

○機械系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース

准教授 伏信 一慶
エネルギー工学，熱工学（レーザ応用，電子機器実装，デ
ジタルプリンティング，エネルギー機器）

○機械系機械コース
機械系エネルギーコース
融合理工学系エネルギーコース

准教授 古谷 寛
宇宙構造物工学，宇宙構造物システムのダイナミクス，展
開宇宙構造物の概念，構造システムの最適設計

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース
建築学系都市・環境学コース

准教授 松村 茂樹 機械装置の低振動・低騒音化および省エネルギー化
○機械系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース

准教授 水谷 義弘
先進非破壊検査手法の開発，複合材料，材料力学，破壊
力学，信号処理，材料環境学

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

准教授 村上 陽一
分子エネルギー工学，熱工学，機能材料創製，物理化
学，輸送現象，光アップコンバージョン，液体を用いた熱
電変換

○機械系機械コース
機械系エネルギーコース

准教授 八木 透
医用生体工学，福祉工学，神経工学，脳科学，視覚科
学，ヒューマンインタフェース，生体信号計測／処理

○機械系ライフエンジニアリングコース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース

准教授 山﨑 敬久
宇宙環境材料と宇宙機部品の信頼性，結晶学に基づいた
接合工学，表面物性と分析機器，ナノ材料による新機能
材料の創成

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

准教授 山本 貴富喜
超微細加工，ナノバイオテクノロジー，ナノ流体システム，
再生医療デバイス，分子バイオロボティクス

○機械系機械コース
機械系ライフエンジニアリングコース

准教授 吉岡 勇人 超精密機械要素，工作機械工学，ナノ加工，ナノ計測
○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース

准教授 葭田 貴子
応用脳科学，心理物理学的手法による感性の計測と応
用，視覚/触覚/マルチモーダル知覚過程，マンマシンイン
ターフェース

○機械系機械コース
機械系ライフエンジニアリングコース

特任講
師

加藤弘一 デジタル印刷，インクジェット印刷，電子写真 ○機械系機械コース

テニュア
トラック
助教

源　勇気
反応性乱流の大規模高精度数値シミュレーション，現象解
明及び機械学習に基づく反応性乱流モデル開発や他の
非線形自然・社会現象のモデル化

○機械系エネルギーコース

指導教員
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工学院 システム制御系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
https://educ.titech.ac.jp/sc/ 

 
【履修コース】 
システム制御コース，エンジニアリングデザインコース 

 
【取得できる学位】 
修士（工学，理学又は学術） 

 
【受入可能予定人数】 
５６名 

 
【志望理由書のテーマ等】 

特段のテーマは設けません。ただし，希望する履修コースを第１志望から第２志望まで記載すること。 

  

【出願にあたっての注意】 

・『B 日程』筆答試験の試験科目は「数学」のみになります。 

・『B 日程』口頭試問ではあらかじめ受験者が準備した資料を用いた発表を課します。 

・『志望する指導教員氏名欄』については，【指導教員及びその研究分野一覧】を参照してください。 

・志願票の『志望指導教員欄』に記入した内容は手元に控えを残してください。 

・受験票送付時に，第 6 志望以降の志望する指導教員などに関する調査のための補足調査票を同封しますので，あらかじめ

記入の上，Ａ日程受験者は口述試験当日に，Ｂ日程受験者は筆答試験当日に試験会場まで持参してください。 

   
【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

スコアシートは原本を必ず出願時に提出してください。出願受付締切後の提出は一切認めません。 

一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 

 

【筆答専門科目】 
筆答専門試験科目名 ： システム制御系 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

A 

日 

程 

口述試験 ７月２０日(土) 
学士課程で身につけた学力，研究能力ならびに適

性に関する試問を行います。 

・Ａ日程受験資格者は出願書類によって決

定します。 

・Ａ日程試験の合否は出願書類および口述

試験の結果を総合的に評価し決定します。 

・Ａ日程試験が不合格となった場合はＢ日程

試験を受験できます。 

B 

日 

程 

筆
答
試
験 

システム

制御系 

８月１６日(金) 

9:30～11:30 

数学（120 分） 

（応用数学一般「微分積分，線形代数，フーリエ／

ラプラス変換，微分方程式など」から出題） 

配点： 

筆答専門試験：150点，英語：50点 ・Ｂ日程試験の合否は出願書類，筆答試験

および口頭試問の結果を総合的に評価し決

定します。 

口頭試問 ８月２６日(月) 

あらかじめ受験者が準備した資料を用いた発表に

基づき，工学の基礎学力，研究能力ならびに適性

に関する試問を行います。なお，発表内容は現在

行っている卒業研究またはそれに準じたものとなり

ます。 

*口頭試問で課される発表内容等の詳細はシステム制御系ホームページ( https://educ.titech.ac.jp/sc/admissions/ ）の入学案

内に掲載するとともに受験票の送付とあわせて案内します。 

 

【口頭試問受験資格者の発表】 

８月２０日（火）１７時頃ホームページ httpｓ://educ.titech.ac.jp/sc/admissions/ に掲載します。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

システム制御系入試担当 天谷賢治，E-mail: amaya@sc.e.titech.ac.jp  
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【指導教員及びその研究分野一覧】 

 
 

研究分野 担当コース及び備考

教授 天谷 賢治
逆解析，最適化，計算力学，レーザ解析，腐食解析，
電気化学解析，数値シミュレーション，データ同化

システム制御系 システム制御コース

教授 井村 順一
システム制御理論，ネットワーク制御，システムバイオ
ロジ，電力ネットワーク制御，ハイブリットシステム

システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース

教授 奥冨 正敏 コンピュータビジョン，画像処理，画像計測，画像認識 システム制御系 システム制御コース

教授 倉林 大輔 自律分散システム，動作計画，生物規範システム
システム制御系システム制御コース
システム制御系エンジニアリングデザインコース

教授 小酒 英範
環境にやさしい高効率内燃機関に関する研究，レー
ザー計測による燃焼機構の解明，燃焼制御の基礎研
究

システム制御系システム制御コース
機械系機械コース
機械系エネルギーコース

教授 三平 満司 非線形制御理論，ノンホロノミックシステム，劣駆動系
システム制御系システム制御コース
システム制御系エンジニアリングデザインコース

教授 中尾 裕也
非線形ダイナミクス，リズム現象，自己組織化現象，確
率モデル

システム制御系 システム制御コース

教授 中島 求
バイオメカニクス，バイオロボティクス，筋骨格シミュ
レーション，生体運動，スポーツ工学，福祉工学

システム制御系 システム制御コース

特任教授 中臺 一博
信号処理，ロボティクス，人工知能，ロボット聴覚，音
環境理解，音声認識，音源分離・追跡，人・ロボットコ
ミュニケーション

システム制御系 システム制御コース
（株）ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンを本務先とし

ます。出願にあたっては，事前にシステム制御系入試担当にお

問い合わせ下さい。

教授 蜂屋 弘之 波動応用計測，超音波医用計測，水中音響計測 システム制御系 システム制御コース

教授 藤田 政之
ロボティックネットワーク，ビジュアルフィードバック，エ
ネルギーマネジメントシステム

システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース

准教授 大山 真司
計測工学，知的計測信号処理，各種媒体(電波，光，
音波など)による位置計測，CT応用計測

システム制御系 システム制御コース

准教授 佐藤 進
交通システムにおける環境負荷低減に関する研究，
高効率排気後処理装置の制御法確立，代替燃料の
次世代内燃機関への適用性に関する研究

システム制御系システム制御コース
機械系機械コース
機械系エネルギーコース

特定准教授 田中 正行
コンピュテーショナルフォトグラフィ，統計画像処理，動
画像処理

システム制御系 システム制御コース
人材交流プログラムのため，国立開発法人 産業技術総合研究

所を本務先とします。出願にあたっては，事前にシステム制御系

入試担当にお問い合わせ下さい。

准教授 塚越 秀行 レスキューロボット，医療用アクチュエータ，流体制御 システム制御系 システム制御コース

特任准教授 西田 健次
統計的パターン認識，コンピュータビジョン，機械学
習，自動運転（歩行者・障害物検出）

システム制御系 システム制御コース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

特定准教授 畑中 健志
人と協調するシステム制御，サイバーフィジカルシステ
ム，分散協調ビルエネルギー管理，ネットワーク化モビ
リティ，分散最適化/学習/ゲーム

システム制御系 システム制御コース
人材交流プログラムのため，国立大学法人大阪大学を本務先と

します。出願にあたっては，事前にシステム制御系入試担当に

お問い合わせ下さい。

准教授 早川 朋久
制御工学，非線形力学系理論，デジタル社会システ
ムデザイン，ゲーム理論

システム制御系 システム制御コース

准教授 原 精一郎
表面形状センシング，計測情報処理・評価，加工情報
センシング，表面形状生成

システム制御系システム制御コース
機械系機械コース

准教授 宮﨑 祐介
バイオメカニクス，傷害予防工学，デジタル・ヒューマ
ン・モデリング

システム制御系 システム制御コース

准教授 山北 昌毅 制御工学，ロボット工学，適応・学習制御理論
システム制御系システム制御コース
システム制御系エンジニアリングデザインコース

特任講師 糸山 克寿
音楽情報処理，統計的信号処理，機械学習，ロボット聴

覚，動物音声分析
システム制御系 システム制御コース

教授 高安 美佐子
経済物理学，複雑ネットワーク，統計物理学，ビッグ
データサイエンス

数理･計算科学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
数理･計算科学系数理･計算科学コース
情報工学系知能情報コース

教授 出口 弘
進化経済学，エージェントベースモデリング，社会シス
テム論，社会シミュレーション言語開発(SOARS)，経
済・社会・組織シミュレーション，サービス科学

情報工学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース

教授 中山 実
知覚認知，言語理解，ヒューマンファクタ，教育システ
ム評価，教育工学

情報通信系情報通信コース
システム制御系システム制御コース
社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 三宅 美博
共創システム(Co-creation System)，コミュニケーション
科学，認知神経科学，自己組織システム，ヒューマン
インタフェース(HCIおよびVR/MRを含む)

情報工学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース

教授 山村 雅幸
機械学習，進化計算，バイオインフォマティクス，DNA
コンピューティング

情報工学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース
生命理工学系生命理工学コース

准教授 青西 亨
非平衡統計力学，非線型動力学，生物物理学，計算
論的神経科学

情報工学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース

准教授 石井 秀明
システム制御，ネットワーク化制御，協調分散アルゴリ
ズム，サイバーフィジカルシステムのセキュリティ対策

情報工学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース

准教授 小野 功 進化計算，強化学習，最適化
情報工学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース

准教授 瀧ノ上 正浩
生命物理学，Bio-inspired Systems Physics，分子ロボ
ティクス，人工生命，DNA分子コンピュータ，ソフトマ
ター，マイクロ流体

情報工学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース

指導教員
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工学院 電気電子系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/ee/ 
 
【履修コース】 
  電気電子コース，原子核工学コース，ライフエンジニアリングコース，エネルギーコース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学，工学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  １５０名 
 
【志望理由書のテーマ等】 

卒業研究のテーマに関して，指導教員名とテーマを述べ，その後で，志望研究室・研究分野に対する志望理由を１，０００字以
内で記入してください。 
 

【出願にあたっての注意】 
  ・受験票送付時に志願票に記載した志望指導教員（第１～第５志望）の他に, 志望する指導教員名を調査するための調査票を

同封するので，志望教員を記入して，Ａ日程受験者は口述試験当日，Ｂ日程受験者は筆答試験（専門科目）当日に試験会場
まで持参してください。 

・本系を受験することにより，清華大学（中国）との大学院合同プログラムに出願することも可能です。その場合は後述する【指導
教員及びその研究分野一覧】に示す対応教員を志望してください。詳細は『Ⅲ 清華大学（中国）との大学院合同プログラ
ム入学試験案内』を参照してください。 

・本系に合格した場合には，国立交通大学（台湾）とのダブルディグリープログラムにより，東工大・国立交通大学の双方の修士
課程を 2 年間で修了できる可能性があります。本系の指導教員と国立交通大学国際半導体産業学院に所属する受け入れ教
員が共同研究を行うことを前提としていますので，詳細および応募は本系の指導教員にお問い合わせください。 

 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

スコアシートの原本を出願時に提出すること。出願時にスコアシート提出がない場合，受験資格なしと判断いたします。また，出願

後におけるスコアシートの提出は一切認めません。 

 

【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２０日（土） 基礎・専門学力及び適性などに関する試問  

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

電気電子系 

８月１６日（金） 

 
数学・電磁気学・
選択専門科目（電
気回路または量
子力学/物性基
礎）： 
9:30～12:10 

英語：筆答試験は実施せず，本学の指定する外部英語テストのスコアシート
を利用。 
 
筆答専門試験科目 
・数学（微分方程式，複素関数，ラプラス変換，フーリエ変換， 

確率統計，ベクトル解析など） 

・電磁気学（静電界，静磁界,電磁誘導，電磁界の法則など） 

   および 

選択専門科目 以下の二分野より 1 つを選択 

・電気回路（交流回路，分布定数回路，回路解析，回路の諸定理， 

電子回路など） 

・量子力学/物性基礎（ポテンシャルと波動関数，光の吸収と放出， 

電気伝導，エネルギーバンド，結晶構造など） 

 

試験時間： 数学・電磁気学・選択専門科目（電気回路または量子力学/物

性基礎） 160 分 

 

配点：計 950 点 

筆答専門試験科目：数学・電磁気学 各 300 点， 
電気回路または量子力学/物性基礎  200 点， 
英語（外部英語テスト） 150 点 

  

口頭試問 ８月１７日（土） 志望分野および適性などに関する試問を行う。   
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【筆答専門試験科目】 
  筆答専門試験科目：電気電子系 
 
【口頭試問受験資格者】 
  口頭試問受験資格者は，８月１６日（金）に筆答試験を受験した者とします。 
 
【Ｂ日程における合否判定について】 

Ｂ日程については，筆答試験成績，志望する研究分野および指導教員，ならびに適性などにより合否を判定します。合否判定に
あたり，Ａ日程の受験資格の有無，口述試験成績は考慮しません。 

 
【過去の筆答試験問題の公表】 

  ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

  東京工業大学 電気電子系事務室 

  Mail：inquiry@ee.e.titech.ac.jp 

 
【指導教員及びその研究分野一覧】 

研究分野 担当コース及び備考

教授 岡田 健一
無線システム・回路技術，高周波集積回路技術，アナログ・
ディジタル混在システム・集積回路技術

電気電子系電気電子コース

教授 德田 崇 バイオ応用・IoT応用向けマイクロデバイス・回路技術
電気電子系ライフエンジニアリングコース
電気電子系電気電子コース

准教授 伊藤 浩之 通信用CMOS集積回路技術，センサネットワークシステム 電気電子系電気電子コース

准教授 青柳 貴洋 環境電磁工学，電波伝搬
電気電子系電気電子コース
融合理工学系地球環境共創コース

准教授 西山 伸彦
光電子集積回路，半導体レーザ，光集積回路を利用した計
測システム

電気電子系電気電子コース

教授 阪口 啓
第５世代セルラネットワーク，IoT無線センサネットワーク，無
線電力伝送

電気電子系電気電子コース

准教授
TRAN GIA
KHANH

ギガビット級無線基幹回線ネットワーク，AIを活用する無線
リソース制御・最適化，ドローンを活用するIoTネットワーク

電気電子系電気電子コース

准教授 西方 敦博
環境電磁工学（電波吸収，生体），電磁気材料測定，聴覚
情報処理

電気電子系電気電子コース

教授 廣川 二郎 平面アンテナ，電磁界解析 電気電子系電気電子コース

准教授 庄司 雄哉 光通信工学，光エレクトロニクス，磁気光学デバイス 電気電子系電気電子コース

准教授 伊藤 治彦
アトム・フォトニクス，ナノフォトニクス，原子光学，量子エレク
トロニクス

電気電子系電気電子コース
△清華大学（中国）大学院合同プログラム対応教員

教授 植之原 裕行
光信号処理，光スイッチング，光ルーティング，光集積デバ
イス

電気電子系電気電子コース

准教授 黒澤 実 アクチュエータ，電気音響，音響測位
電気電子系電気電子コース
情報通信系情報通信コース

教授 小山 二三夫
面発光レーザ，光集積回路，光マイクロ・ナノマシン，フォト
ニックナノ構造による光制御，光ビーム掃引・スイッチング素
子

電気電子系電気電子コース

教授 中村 健太郎
超音波デバイス・超音波計測，光応用計測，光ファイバセ
ンサ

電気電子系ライフエンジニアリング
電気電子系電気電子コース
情報通信系情報通信コース

准教授 田原 麻梨江 超音波工学，医用超音波，計測工学，生体機能計測

電気電子系ライフエンジニアリングコース
電気電子系電気電子コース
情報通信系情報通信コース
△清華大学（中国）大学院合同プログラム対応教員

准教授 宮本 智之
光エレクトロニクス，光無線給電システム，光デバイス，面発
光レーザ

電気電子系電気電子コース

教授 淺田 雅洋
テラヘルツデバイス，テラヘルツエレクトロニクス，ナノ構造
半導体のテラヘルツ応答

電気電子系電気電子コース

准教授 河野 行雄 ナノエレクトロニクス，量子効果デバイス 電気電子系電気電子コース

准教授 鈴木 左文 超高速電子デバイス，テラヘルツ無線通信 電気電子系電気電子コース

教授 波多野 睦子 固体量子センサ，パワーデバイス
電気電子系エネルギーコース
電気電子系電気電子コース

准教授 小寺 哲夫
量子コンピュータ基盤技術，量子情報デバイス，ナノ量子エ
レクトロニクス

電気電子系電気電子コース
電気電子系エネルギーコース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

教授 宮本 恭幸 化合物半導体電子デバイス，半導体ナノ構造形成 電気電子系電気電子コース

准教授 大見 俊一郎 集積化電子デバイス，半導体デバイス・プロセス 電気電子系電気電子コース

准教授 角嶋 邦之 電子デバイス，新材料プロセス，異種材料界面 電気電子系電気電子コース

教授 筒井 一生
電子デバイス，集積化機能デバイス，パワーデバイス，ヘテ
ロエピタキシー，半導体プロセス技術

電気電子系電気電子コース

教授 若林 整
半導体デバイス，MISFET, ナノデバイス，電子デバイス，
LSI

電気電子系電気電子コース
技術経営専門職学位課程

准教授 渡辺 正裕
ナノデバイス工学，量子効果光電子デバイス，ヘテロエピタ
キシャル成長，ナノ構造プロセス技術

電気電子系電気電子コース

准教授 岩﨑 孝之 センサデバイス，ダイヤモンド量子センサ，固体量子光源
電気電子系電気電子コース
電気電子系エネルギーコース

教授 間中 孝彰 有機エレクトロニクス，有機光物性，誘電体物性
電気電子系電気電子コース
△清華大学（中国）大学院合同プログラム対応教員

教授 中川 茂樹 スピントロニクス，磁気記録工学，磁性薄膜デバイス
電気電子系電気電子コース
△清華大学（中国）大学院合同プログラム対応教員

准教授 PHAM NAM HAI
半導体スピントロニクス材料，強磁性半導体，スピントロニク
ス

電気電子系電気電子コース
△清華大学（中国）大学院合同プログラム対応教員

教授 山田 明 太陽電池，化合物薄膜太陽電池，半導体物性
電気電子系エネルギーコース
電気電子系電気電子コース
△清華大学（中国）大学院合同プログラム対応教員

准教授 宮島 晋介 半導体物性，太陽電池
電気電子系エネルギーコース
電気電子系電気電子コース
△清華大学（中国）大学院合同プログラム対応教員

准教授 飯野 裕明
有機エレクトロニクス，液晶性有機半導体，薄膜トランジス
タ，イメージングデバイス

電気電子系電気電子コース
△清華大学（中国）大学院合同プログラム対応教員

教授 梶川 浩太郎 プラズモニクス，メタマテリアル，非線形光学，液晶
電気電子系ライフエンジニアリングコース
電気電子系電気電子コース
△清華大学（中国）大学院合同プログラム対応教員

准教授 菅原 聡 集積デバイス，集積回路，熱電発電モジュール 電気電子系電気電子コース

教授 中本 高道
ヒューマンインタフェース，嗅覚ディスプレイ，感性情報処
理，センサ情報処理，匂いセンシングシステム，バイオセン
サ

電気電子系電気電子コース
情報通信系情報通信コース
情報通信系ライフエンジニアリングコース

准教授 萩原 誠 パワーエレクトロニクス，電力工学，電気機器学
電気電子系エネルギーコース
電気電子系電気電子コース

教授 千葉 明
ドライブエレクトロニクス，パワーメカトロニクス，インテリジェ
ントドライブ

電気電子系電気電子コース
電気電子系エネルギーコース

教授 七原 俊也 電力工学，再生可能エネルギー発電

電気電子系電気電子コース
電気電子系エネルギーコース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志
望できません

教授 藤田 英明 パワーエレクトロニクス，電気機器学
電気電子系電気電子コース
電気電子系エネルギーコース

教授 安岡 康一 プラズマ工学，高電圧工学

電気電子系電気電子コース
電気電子系エネルギーコース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志
望できません

准教授 沖野 晃俊
新しい大気圧プラズマ装置の開発，大気圧プラズマの医
療・分析・環境・農業・材料応用

電気電子系ライフエンジニアリングコース
電気電子系電気電子コース

准教授 竹内 希 プラズマ工学，静電気工学，高電圧工学
電気電子系電気電子コース
電気電子系エネルギーコース

准教授 赤塚 洋
プラズマ理工学，プラズマ分光学，プラズマ内の原子分子
過程

電気電子系原子核工学コース
融合理工学系原子核工学コース
電気電子系電気電子コース

教授 小栗 慶之 加速器・イオンビームを用いた核融合，環境計測，医療技術
電気電子系原子核工学コース
融合理工学系原子核工学コース

特任教
授

藤井 輝也 移動通信，電波伝搬，無線伝送，アンテナ 電気電子系電気電子コース

特任准
教授

表 英毅 移動通信，電波伝搬
電気電子系電気電子コース
◆主指導教員にはなれません

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

特定教
授

久本 大 半導体プロセス，半導体デバイス

電気電子系エネルギーコース
電気電子系電気電子コース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志
望できません

特定教
授

福田 浩一 半導体デバイスシミュレーション及びモデリング
電気電子系電気電子コース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志
望できません

特定教
授

石橋 幸治 固体電子工学，ナノ構造作成プロセス，ナノデバイス工学
電気電子系電気電子コース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志
望できません

特任教
授

加藤 隆志 有機半導体材料，光電子機能性材料
電気電子系電気電子コース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志
望できません

特定教
授

葛本 昌樹 パワーエレクトロニクス，パワー半導体デバイスのモデリング
電気電子系エネルギーコース
電気電子系電気電子コース
◆主指導教員にはなれません

特定准
教授

堀口 剛司 パワーエレクトロニクス，パワー半導体デバイスのモデリング
電気電子系エネルギーコース
電気電子系電気電子コース
◆主指導教員にはなれません

指導教員
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工学院 情報通信系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/ict/ 
 
【履修コース】 
  情報通信コース，ライフエンジニアリングコース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学，工学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  ７１名 
 

【志望理由書のテーマ等】 

  志望研究室・研究分野に対する志望理由を４００字以内にまとめる。 

 

【指導教員選択にあたっての注意】 

  志望する教員の研究室を事前に見学することが望ましい。 
 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

  スコアシートは原本を必ず出願時に提出してください。コピーの提出は認めません。 

  一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 

 

【筆答専門試験科目】 

  筆答専門試験科目：情報通信系 
 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２４日（水） 

対象者：学部や高等専門学校専攻科を卒業ならびに卒業見
込み，早期卒業見込みの者を応募有資格者とし，応募者の
中から成績優秀な者を選抜し，口述試験の対象者とする。 

 
口述試験の内容と手順：学力ならびに適性に関する試問を個
人面接の形式で行う。 

・口述試験実施日時は,受験票発
送時に通知します。 
・Ａ日程試験の合否は口述試験

および出願書類を総合的に評価
し決定します。 
・Ａ日程試験が不合格となった場

合はＢ日程試験を受験してくださ
い。 

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

情報通信系 

８月１６日（金） 

9:30～12:30 

 

出題範囲：情報通信に関連する分野において学部 3 年次相当

までに学ぶ専門科目より出題（下記を参照のこと） 
 

指定する専門科目：情報通信系 
 

科目・分野・試験時間帯： 

 必答科目(9:30～11:00)：微分積分，線形代数の 2 問 

 選択科目(11:30～12:30)：下記の 3 問から 1 問を選択 

 

  1．応用数学・情報通信理論(確率・統計，フーリエ解析，ラプ

ラス変換，複素関数論,情報理論，通信方式，待ち行列

理論) 

  2．回路理論・回路解析・物理学基礎(交流回路，線形回路，

電子回路，電磁気学) 

  3．計算機・論理回路・アルゴリズム・プログラミング(ブール代

数，組み合わせ回路，順序回路，計算機構成，再帰，木

とグラフ，探索，配列とポインタ) 

  

配点：必答科目 300 点，選択科目 200 点， 

    英語（外部英語テスト）100 点の合計 600 点とする． 

英語科目に関する詳細は【外部

英語テストのスコアシートの取

扱い】参照 

口頭試問 ８月２３日（金） 
筆答試験成績上位者を口頭試問受験資格者とし,学力ならび
に適性に関する試問を個人面接の形式で行う。   
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【口頭試問受験資格者の発表】 

８月２０日（火）１７時頃より，本学ホームページ（新着入試情報 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/news/index.html）に掲

載します。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

情報通信系入試担当 高橋篤司，E-mail：inquiry19@ict.e.titech.ac.jp 

 

【指導教員及びその研究分野一覧】 

研究分野 担当コース及び備考

教授 一色 剛
高 機 能 プロセッ サ設計 自動 化， セキ ュリ ティ
SW/HW設計

情報通信系情報通信コース
情報工学系情報工学コース

教授 植松 友彦 情報理論，符号理論，通信理論 情報通信系情報通信コース

教授 尾形 わかは 暗号，署名，暗号プロトコル
情報通信系情報通信コース
数理・計算科学系数理・計算科学コース

教授 奥村 学
自然言語処理，テキストマイニング，Webテキスト
処理，機械学習

情報通信系情報通信コース

特定教授 奥村 幸彦 移動通信，無線通信技術，無線通信ネットワーク
情報通信系情報通信コース
○副指導教員としてのみ志望可能

准教授 小尾 高史
医用画像処理，医用情報処理，医療情報ネット
ワーク，社会情報システム

情報通信系情報通信コース
情報通信系ライフエンジニアリングコース

准教授 笠井 健太 符号理論，ＬＤＰＣ符号， 空間結合符号 情報通信系情報通信コース

特定教授 柏野 牧夫 聴覚情報処理，生体情報処理，スポーツ脳科学
情報通信系情報通信コース
○副指導教員としてのみ志望可能

教授 金子 寛彦
視覚情報処理，空間認識，眼球運動，異種感覚
統合

情報通信系ライフエンジニアリングコース
情報通信系情報通信コース

准教授 北口 善明
情報通信工学，次世代ネットワーク運用管理技
術，ネットワークセキュリティ，通信品質計測

情報通信系情報通信コース

教授 熊澤 逸夫
神経回路モデル，認知科学，画像処理，画像符
号化，パターン認識，ユーザインターフェイス

情報通信系情報通信コース

准教授 黒澤 実
応用音響システム，高品位オーディオシステム，
音響放射力アクチュータ，音響測位

電気電子系電気電子コース
情報通信系情報通信コース

教授 小池 康晴
ヒューマンインタフェース，計算論的神経科学，
運動制御・学習モデル

情報通信系ライフエンジニアリングコース
情報通信系情報通信コース

教授 小林 隆夫 音声情報処理，ディジタル信号処理，機械学習
情報通信系情報通信コース
※定年，海外出張，その他の理由のため
今回は志望できません

特定教授 佐藤 いまり
視覚情報工学，画像・光情報処理，反射解析，
コンピュータグラフィックス

情報通信系情報通信コース
○副指導教員としてのみ志望可能

准教授 篠﨑 隆宏 音声理解，対話システム，強化学習，機械学習
情報通信系情報通信コース
情報通信系ライフエンジニアリングコース

教授 杉野 暢彦
GPGPU向けコンパイラ，自動コード並列化コンパ
イラ，信号処理システム実現

情報通信系情報通信コース
※定年，海外出張，その他の理由のため
今回は志望できません

特任教授 鈴木 賢治
機械学習，ディープラーニング，コンピュータ支援
診断，医用画像処理，医用画像理解，人工知能

情報通信系情報通信コース

教授 髙木 茂孝 集積回路，回路網理論 情報通信系情報通信コース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

教授 髙橋 篤司 EDA，物理設計，次世代リソグラフィ 情報通信系情報通信コース

教授 高村 大也
計算言語学，自然言語処理，テキストマイニン
グ，機械学習

情報通信系情報通信コース

准教授 田原 麻梨江
生体計測工学，農業計測工学，医用工学，波動
工学

電気電子系ライフエンジニアリングコース
電気電子系電気電子コース
情報通信系情報通信コース

准教授 永井 岳大 色彩工学，質感科学，視覚心理物理学
情報通信系ライフエンジニアリングコース
情報通信系情報通信コース

准教授 中原 啓貴 FPGA, ディープラーニング，多値論理 情報通信系情報通信コース

教授 中村 健太郎
超音波デバイス・超音波計測，光応用計測，光
ファイバセンサ

電気電子系ライフエンジニアリングコース
電気電子系電気電子コース
情報通信系情報通信コース

教授 中本 高道
ヒューマンインタフェース，嗅覚ディスプレイ，感
性情報処理，センサ情報処理，匂いセンシングシ
ステム，バイオセンサ

情報通信系情報通信コース
電気電子系電気電子コース
情報通信系ライフエンジニアリングコース

教授 中山 実
知覚認知，言語理解，ヒューマンファクタ，教育
システム評価，教育工学

情報通信系情報通信コース
システム制御系システム制御コース
社会･人間科学系社会･人間科学コース

准教授 長谷川 晶一
バーチャルリアリティ，ヒューマンインタフェース，
動力学シミュレーション，力触覚，エンタテインメ
ント工学

情報通信系情報通信コース

准教授 原 祐子
ハードウェア・ソフトウェア協調設計，低消費エネ
ルギー組込みシステム，近似計算

情報通信系情報通信コース

教授 府川 和彦
無線通信，無線通信ネットワーク，信号処理，適
応フィルタ理論

情報通信系情報通信コース

特任准教授 BERRAR DANIEL PETER
データサイエンス，機械学習，バイオインフォマ
ティクス，人工知能

情報通信系情報通信コース

特任教授 HOLME JOHAN PETTER ネットワーク理論，ビッグデータ解析 情報通信系情報通信コース

特定准教授 松本 隆太郎 誤り訂正符号，情報理論，無線通信，量子通信
情報通信系情報通信コース
○副指導教員としてのみ志望可能

教授 本村　真人
リコンフィギュラブルハードウェア，知能コンピュー
ティング，ディープラーニングプロセッサ，アニーリ
ングマシン

情報通信系情報通信コース

教授 山岡 克式 情報通信ネットワーク，インターネット
情報通信系情報通信コース
数理・計算科学系数理・計算科学コース

教授 山口 雅浩
光工学，画像工学（分光イメージング，色再現,
病理画像解析，３次元画像，ホログラフィー）

情報通信系ライフエンジニアリングコース
情報通信系情報通信コース

教授 山田 功
信号処理，機械学習, 最適化，逆問題，データ
サイエンス

情報通信系情報通信コース

准教授 吉村 奈津江
脳活動信号処理，ヒューマンインタフェース，計
算論的脳科学

情報通信系ライフエンジニアリングコース
情報通信系情報通信コース

准教授 渡辺 義浩
コンピュータビジョン，拡張現実，デジタルアーカ
イブ，インタラクション

情報通信系情報通信コース

指導教員
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工学院 経営工学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/iee/ 
 
【履修コース】 
  経営工学コース，エンジニアリングデザインコース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学，工学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  ６２名 
 
【志望理由書のテーマ等】 

  志望研究室・研究分野など志望理由を１，０００字程度にまとめたもの。 

 

【出願にあたっての注意】 

・志願者は，出願手続をする前に，あらかじめ志望する指導教員に相談してください。 

・本系に，慶應義塾大学大学院経済学研究科からジョイントディグリー制度により出願する志願者は，出願書類の他に研究科委員

長名によるコース所属証明書（様式随意）を提出してください。 

・本系を受験することにより，清華大学（中国）との大学院合同プログラムに出願することも可能です。ただし，すべての教員が本

プログラム学生を受け入れ可能ではないため，事前に本プログラムの社会理工学コース長ならびに志望する教員と連絡を取り，

本プログラム学生として出願できるか確認してください。詳細は『Ⅲ 清華大学（中国）との大学院合同プログラム入学試験

案内』を参照してください。 
 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

スコアシートの原本を，出願時に必ず提出して下さい。直接持参するなど，これ以外の方法での提出は一切認めません。一度提出

したスコアシートの差し替えは一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 

 

【筆答専門試験科目】 
  筆答専門試験科目：経営工学系 
 

【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 
Ａ
日
程 

口述試験 ７月２４日(水) 専門的知識及び学士論文研究の内容等についての口述試験 

試
験
や
試
問
の
際
，
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ネ
ク
タ
イ
等
は
着
用
し
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん 

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

経営

工学

系 

８月１６日（金） 

10:00～12:00 

専門科目 120 分 

数理分野より 2 問，経済学分野より 4 問，管理技術分野より 3 問，経営管理分野より 2 問

出題される計 11 問中，任意の 2 問をその場で選択し解答。（1 問 100 点×2 問=200 点） 

出題分野 問題 具体的な出題範囲 出題数 

数理 数理Ａ 線形代数，微積分  
計 2 問 

数理Ｂ 基礎数理，数理工学，確率・統計 

経済学 経済学Ａ ミクロ経済学 

計 4 問 
経済学Ｂ マクロ経済学 

経済学Ｃ 計量経済学 

経済学Ｄ ゲーム理論 

管理技術 管理技術Ａ 生産管理，インダストリアル・エンジ

ニアリング，人間工学  

計 3 問 管理技術Ｂ 品質管理  

管理技術 C オペレーションズ・リサーチ 

経営管理 経営管理Ａ 経営戦略・経営組織，マーケティン

グ，システムと情報 計 2 問 

経営管理Ｂ 会計，ファイナンス 

配点： 

英語（外部英語テスト） 50 点 

専門科目  200 点 

（合計  250 点） 

口頭試問 ８月２７日(火)  学力，研究能力ならびに適性に関する試問 
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【口頭試問受験資格者の発表】 

８月２０日（火）１７時頃より，本学ホームページ（新着入試情報 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/news/index.html）に掲

載します。  

   

【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

〒152-8552 東京都目黒区大岡山 2-12-1 W9-74 

東京工業大学 工学院 経営工学系事務室  

info@ml.me.titech.ac.jp／FAX：03-5734-2947 

 

【指導教員及びその研究分野一覧】 

研究分野 担当コース及び備考

教授 井上 光太郎 経営財務，企業統治 経営工学系経営工学コース

教授 梅室 博行 感情と技術・経営，加齢と技術，人間工学 経営工学系経営工学コース

教授 妹尾 大 組織論，戦略論，知識・情報システム
経営工学系経営工学コース

経営工学系エンジニアリングデザインコース

教授 松井 知己 最適化理論，組合せ理論，オペレーションズ・リサーチ 経営工学系経営工学コース

教授 水野 眞治 数値的最適化，オペレーションズ・リサーチ，金融工学 経営工学系経営工学コース

教授 宮川 雅巳 応用統計，品質管理，信頼性 経営工学系経営工学コース

教授 大和 毅彦
ミクロ経済学，公共経済学，実験経済学，メカニズム・
デザイン

経営工学系経営工学コース

教授 山室 恭子 歴史制度分析 経営工学系経営工学コース

准教授 青木 洋貴 人間工学，認知工学 経営工学系経営工学コース

准教授 大土井 涼二 マクロ経済学，経済成長理論 経営工学系経営工学コース

准教授 小笠原 浩太 計量経済史，医療経済学 経営工学系経営工学コース

准教授 河﨑 亮 数理経済学，ゲーム理論 経営工学系経営工学コース

准教授 塩浦 昭義
離散最適化，オペレーションズ・リサーチ，アルゴリズム
理論

経営工学系経営工学コース

准教授 鈴木 定省 生産管理，ロジスティクス 経営工学系経営工学コース

准教授 鍾 淑玲 マーケティング，流通 経営工学系経営工学コース

准教授 中田 和秀
オペレーションズ・リサーチ，数理計画法，データマイニ
ング

経営工学系経営工学コース

准教授 永田 京子 会計情報論，企業評価 経営工学系経営工学コース

准教授 福田 恵美子 ゲーム理論, インダストリアル・エコノミクス 経営工学系経営工学コース

准教授 堀 健夫 マクロ経済学，経済成長理論 経営工学系経営工学コース

特定教授 増井 利彦 環境経済・政策学，統合評価モデル分析
経営工学系経営工学コース
国立環境研究所を本務とするため，副指導教

員として担当します。

特定准教授 金森 有子
統合評価モデル開発，家計を中心とした環境負荷発生
構造の分析

経営工学系経営工学コース
国立環境研究所を本務とするため，副指導教

員として担当します。

指導教員
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物質理工学院 材料系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/mat/ 
 
【履修コース】 
  材料コース，原子核工学コース，ライフエンジニアリングコース，エネルギーコース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学，工学または学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  １９０名 
 
【志望理由書のテーマ等】 

・Ａ４用紙に以下の要領で記入すること： 
(1)大学院の進学動機(４００字程度)，(2)志望する分野と教員の志望理由(４００字程度)， 
(3)他大学併願の有無(予定も含む)と本学院材料系の志望順位。 

 
【出願にあたっての注意】 

・志願者は，出願の前に第１志望の指導教員と予め相談してから出願すること。 
・本系を受験することにより，清華大学（中国）との大学院合同プログラムに出願することも可能です。詳細は『Ⅲ 清華大学（中

国）との大学院合同プログラム入学試験案内』を参照して下さい。 
 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 
  ①提出方法について 
   スコアシートは，必ず原本を提出して下さい。コピーの提出は，認めません。 
   一度提出したスコアシートの差し替えは，一切認めません。また，スコアシートは返却いたしません。 
  ②提出時期について 
   スコアシートは，出願時に提出して下さい。もし，出願時に提出せず系の指定する日に提出する場合は，志願票の「出願時に提

出せず系の指定する日に提出」に✔を入れ，７月１９日(金) １７時必着で，以下の住所の材料系事務室まで，スコアシートを簡易

書留で郵送して下さい。 
   郵送先：〒152-8550 
      東京都目黒区大岡山 2-12-1 S8-25 東京工業大学 物質理工学院 材料系事務室 
 
【筆答専門試験科目】 
  筆答専門試験科目：材料系 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２０日（土） 専門的知識，学士論文研究の内容，適性等についての試問を行う。  

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

材料系 
８月１６日（金） 

9:30～12:05 

9:30～12:05  

第 I ブロック(数学，力学，有機化学１，無機化学１，物理化学１，高

分子科学１，金属組織学，材料力学，有機材料物性，無機材料物

性)および第 II ブロック(電磁気学，量子力学，有機化学２，無機化

学２，物理化学２，高分子科学２，金属物理学，熱力学，結晶学，固

体材料物理学)の各ブロックから，それぞれ 2 問ずつ選択し，合計 4

問に対して回答する。なお，想定問題を参照のこと。 

配点：筆答専門試験 400 点，英語(外部英語テスト)150 点 

 

口頭試問 ８月２６日(月) 
専門的知識，学士論文研究の内容，志望分野・適性等についての

試問を行う。 
 

 
【口頭試問受験資格者の発表】 
  口頭試問受験資格者と試験当日の集合場所については，８月２１日（水）17:00 以降の期間，物質理工学院 材料系の Web サイト

（https://educ.titech.ac.jp/mat/）にて公表します。 
   
【想定問題及び過去の試験問題の公表】 

Web サイトで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 
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【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 
 東京工業大学 物質理工学院 材料系  教授 扇澤 敏明   TEL：(03) 5734-2439, E-mail: mat.adm@mac.titech.ac.jp 

 
【指導教員およびその研究分野一覧】 

備考欄に教員の担当する系・コースを記載しています。 
備考欄のアルファベットは，研究室のあるキャンパスを表しています。O:大岡山キャンパス，S:すずかけ台キャンパス。 
第２志望以降の教員も，第１志望の教員と同じ群(A〜C 群)の教員のなかから選択して下さい。 
＜A 群＞ 

 

  

研究分野

教授 稲邑 朋也
医療・エネルギー材料の組織制御と材料設計，
材料組織の数理と顕微解析

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

S

教授 尾中 晋
材料の力学物性とその微視構造依存性，材料組
織における形の物理

材料系材料コース S

教授 梶原 正憲
環境に調和する新しい導電性合金や超伝導合
金の開発と評価・解析，材料組織学に基づく合
金創製，材料熱力学や速度論に基づく組織制御

材料系材料コース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志

望できません

S

教授 熊井 真次
軽金属材料，異種金属接合，凝固組織制御，強
度・信頼性評価

材料系材料コース O

教授 竹山 雅夫
鉄鋼材料学，高温材料の組織設計と強度学，金
属間化合物の構造と相変態

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

O

教授 中村 吉男 回折結晶学，結晶評価，材料物性 材料系材料コース O

教授 西方 篤 金属電気化学，腐食科学，燃料電池材料
材料系材料コース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志

望できません

O

教授 藤居 俊之
鉄鋼材料および非鉄金属材料の組織評価と力
学特性解析

材料系材料コース O

教授 細田 秀樹
原子レベルの材料設計による材料開発（形状記
憶合金,磁性デバイス,水素吸蔵合金,生体材料,
環境・エネルギー材料等）

材料系材料コース
材料系ライフエンジニアリングコース
材料系エネルギーコース

S

准教授 河村 憲一 固体イオニクス，高温物理化学 材料系材料コース O

准教授 合田 義弘
第一原理電子状態理論，表面・界面・ナノ構造
の物性予測，磁性

材料系材料コース S

准教授 小林 郁夫 非鉄金属材料学，生体材料学，相安定性
材料系材料コース
材料系ライフエンジニアリングコース

O

准教授 小林 覚 金属組織学，鉄鋼材料学，耐熱鋼・合金 材料系材料コース O

准教授 三宮 工
プラズモニック材料，光学・磁気機能性金属ナノ
材料，バイオセンサ材料の創製，透過型電子顕
微鏡手法の開発

材料系材料コース
材料系ライフエンジニアリングコース
材料系エネルギーコース

S

准教授 多田 英司
腐食防食工学，表面工学，金属材料の環境劣
化

材料系材料コース O

准教授 寺田 芳弘
金属組織制御学，高温金属強度学，高強度耐
熱合金の開発

材料系材料コース S

准教授 中田 伸生 鉄鋼材料の組織と力学特性 材料系材料コース S

准教授 中辻 寬
表面物性， 固体表面およびナノ構造の電子物
性

材料系材料コース S

准教授 村石 信二 構造材料，機能性薄膜，結晶工学 材料系材料コース O

教授 木村 好里
廃熱を電気に－熱電材料の高性能化，より高温
へ－耐熱合金の強靱化

材料系エネルギーコース
材料系材料コース

S

教授 史 蹟 薄膜工学（物性・構造解析）
材料系エネルギーコース
材料系材料コース

O

教授 須佐 匡裕 材料物理化学，材料物性
材料系エネルギーコース
材料系材料コース

O

准教授 上田 光敏 金属材料の高温酸化，高温物理化学
材料系エネルギーコース
材料系材料コース

O

准教授 林 幸 高温材料物理化学，高温プロセス工学
材料系エネルギーコース
材料系材料コース

O

教授 曽根 正人
医用デバイス用金属材料の設計とその特性評
価，ウェアラブルデバイス用ハイブリッド材料

材料系ライフエンジニアリングコース
材料系材料コース

S

教授 小林 能直
高温反応熱力学，金属製精錬，リサイクルプロセ
ス，原子力安全金属工学

材料系原子核工学コース
材料系材料コース

O

指導教員 担当コース及び備考
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研究分野

教授 大内 幸雄
物理化学，イオン液体，コロイド界面化学，表面
科学

材料系材料コース O

教授 扇澤 敏明
ポリマーハイブリッド材料，有機高分子材料基礎
物性

材料系材料コース O

教授 鞠谷 雄士 繊維・高分子成形工学，高分子の構造と物性
材料系材料コース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志

望できません

O

教授 早川 晃鏡
高分子合成，微細加工薄膜材料，自己組織化
ナノ材料

材料系材料コース O

教授 VACHA MARTIN 有機材料光物性，単一分子分光
材料系材料コース
材料系エネルギーコース

O

准教授 淺井 茂雄 有機高分子材料の構造と物性 材料系材料コース O

准教授 石川 謙 有機材料物性，分子集合体の光，電気物性
材料系材料コース
材料系エネルギーコース

O

准教授 塩谷 正俊 複合材料，炭素材料の構造と物性 材料系材料コース O

准教授 早水 裕平 有機材料物理，バイオ・ナノ界面，ナノ材料
材料系材料コース
材料系ライフエンジニアリングコース

O

准教授 道信 剛志 高分子合成，有機半導体，機能性有機材料 材料系材料コース O

教授 森 健彦
物性物理化学，有機エレクトロニクス，有機超伝
導

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

O

准教授 松本 英俊
有機高分子界面物性，ナノファイバー・ナノ材
料，エネルギー変換・貯蔵

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

O

教授 森川 淳子 高分子成形工学，有機材料熱物性
材料系材料コース
材料系ライフエンジニアリングコース

O

指導教員 担当コース及び備考

研究分野

教授 東 正樹
磁性・強誘電性・超伝導性・負熱膨張などを示す
機能性酸化物の設計・合成・機能発現機構解明
と，環境調和型材料の開発

材料系材料コース S

教授 生駒 俊之 生体材料，表面・界面解析，診断用デバイス
材料系材料コース
材料系ライフエンジニアリングコース

O

教授 伊藤 満
新規誘電性・磁性・電子伝導性・イオン伝導性酸
化物の設計，科学および応用

材料系材料コース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志

望できません

S

教授 大場 史康
計算科学とマテリアルズインフォマティクスに立脚
した新電子材料・エネルギー材料の開拓

材料系材料コース S

教授 神谷 利夫
半導体新材料，光電子デバイス（トランジスタ，
太陽電池，発光素子），計算材料科学（第一原
理計算，デバイスシミュレーション）

材料系材料コース S

教授 川路 均
物性物理化学，固体化学，物質における機能性
発現機構，機能性材料設計，熱測定

材料系材料コース S

教授 北本 仁孝
ナノ粒子，ナノ構造，ナノバイオデバイスの作製
と健康・医療技術への応用

材料系材料コース
材料系ライフエンジニアリングコース

S

教授 鶴見 敬章
誘電体・強誘電体材料，エネルギー貯蔵用キャ
パシター

材料系材料コース O

教授 中島 章 表面機能材料，環境材料，濡れ制御 材料系材料コース O

教授 原 亨和
バイオマス変換触媒，環境低負荷触媒，太陽エ
ネルギー変換材料，太陽電池

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

S

教授 舟窪 浩
環境適応無機機能薄膜（主に強誘電体，圧電体
薄膜），熱電材料，振動発電材料，薄膜燃料電
池，ナノ構造薄膜の創生とそのダイナミクス

材料系材料コース S

教授 真島 豊
サブ10nmスケール電子材料の機能化，ナノ無電
解めっき, 分子トランジスタ, 単電子トランジスタ,
印刷エレクトロニクス, 走査型プローブ顕微鏡

材料系材料コース S

教授 松下 伸広
溶液プロセスの開拓とバイオ/エネルギー/エレク
トロニクス応用(インプラント，バイオセンサ，燃料
電池，透明導電膜，ノイズ抑制体)

材料系材料コース O

教授 宮内 雅浩
無機溶液合成，光機能性材料（光触媒，太陽電
池）

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

O

教授 矢野 哲司
ガラス科学・工学，イオン交換超高強化ガラス，
光波制御メカニカルガラスデバイス , 省エネル
ギー・環境低負荷ガラスおよびプロセス

材料系材料コース O

指導教員 担当コース及び備考
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研究分野

教授 吉本 護
薄膜太陽電池・熱発電用の基幹材料，ポリマー
のナノ表面機能化とバイオ・電子応用，紫外発光
材料開発

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

S

教授 若井 史博
セラミックス，ナノ材料，焼結，高温変形，超塑
性，微構造

材料系材料コース
材料系エネルギーコース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志

望できません

S

准教授 東 康男 微細構造作製，電気物性測定 材料系材料コース S

准教授 磯部 敏宏
環境調和型セラミックス，多孔質セラミックス，分
離膜，負熱膨張性物質

材料系材料コース O

准教授 片瀬 貴義
薄膜機能材料・デバイス（半導体・超伝導・熱電
変換・イオン伝導体）

材料系材料コース S

准教授 鎌田 慶吾
高機能固体触媒の設計・合成，環境調和型な実
用的化学変換プロセスの創出

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

S

准教授 北野 政明
希少元素を用いない触媒材料の開発，アンモニ
ア合成触媒，固体酸塩基触媒

材料系材料コース S

准教授 笹川 崇男
精密試料合成/単結晶・先端量子計測・第一原
理計算による超機能の探索・理解・応用（高温超
伝導,スピントロニクス，ナノダイヤなど）

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

S

准教授 武田 博明 結晶成長，結晶化学
材料系材料コース
材料系ライフエンジニアリングコース

O

准教授 多田 朋史
分子デバイス，量子情報，燃料電池，機能性固
体材料，計算材料科学（第一原理計算，モンテ
カルロ計算）

材料系材料コース S

准教授 柘植 丈治
微生物産生ポリエステル，生分解性プラスチック
などの新しいバイオ高分子材料の創製

材料系材料コース
材料系ライフエンジニアリングコース

S

准教授 中村 一隆
レーザー分光,量子光物性，超高速現象，コヒー
レント制御，量子情報技術，新奇光機能開拓

材料系材料コース S

准教授 林 智広
ナノバイオサイエンス，表面・界面科学，走査型
プローブ顕微鏡，精密計測, 情報科学を用いた
生体材料設計

材料系材料コース
材料系ライフエンジニアリングコース

S

准教授 平松 秀典
超伝導体の探索，薄膜成長，光・電子・磁気物
性，デバイス化

材料系材料コース S

准教授 保科 拓也
誘電体・強誘電体，フォノン解析，テラヘルツ計
測，計算・情報科学による材料設計

材料系材料コース O

准教授 松石 聡
超伝導および電子機能性材料の探索と電子状
態解析

材料系材料コース S

准教授 松下 祥子
熱エネルギー変換，ナノ構造上の電場増強を用
いたセンシング（プラズモン），ナノファブリケー
ション（ボトムアップ・トップダウン），コロイド界面

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

O

准教授 安田 公一 セラミックス複合材料の作製と力学的性質の評価
材料系材料コース
材料系エネルギーコース

O

准教授 山本 隆文
固体化学, 機能性無機材料の開拓（磁性，超伝
導，光機能，触媒機能など）

材料系材料コース S

准教授 吉田 克己
耐苛酷環境性材料，セラミックス基複合材料，高
機能セラミック多孔体，原子力・核融合炉用材料

材料系原子核工学コース O

講師 松田 晃史
ガラスや結晶材料のナノ・原子スケール合成と，
構造・形態・挙動の観察評価による次世代電子・
エネルギー材料，デバイス応用の探索

材料系材料コース
材料系エネルギーコース

S

特任教授
BANIECKI,
JOHN DAVID

酸化物薄膜エレクトロニクス
材料系材料コース
※定年，海外出張，その他の理由のため今回は志

望できません

特任教授 坂田 修身
高輝度シンクロトロンX線の活用，原子配列構造
や電子構造の評価，ナノスケール材料，エネル
ギー変換薄膜材料

材料系エネルギーコース
物質・材料研究機構
☆志望教員とてして願書に加える場合には，出願す

る前に必ずC群入試委員（教授 松下伸広，

nyushi@ceram.titech.ac.jp）に相談してください

特任教授 瀬川 浩代 ガラス材料科学, 表面機能性制御

材料系材料コース
物質・材料研究機構
☆志望教員とてして願書に加える場合には，出願す

る前に必ずC群入試委員（教授 松下伸広，

nyushi@ceram.titech.ac.jp）に相談してください

特任准教授 西山 宣正
超高圧材料科学，セラミックス，ナノ材料，変態
強化，透明材料

材料系材料コース
☆志望教員とてして願書に加える場合には，出願す

る前に必ずC群入試委員（教授 松下伸広，

nyushi@ceram.titech.ac.jp）に相談してください

S

特任准教授 DAS, HENA 理論材料科学, 固体物理学

材料系材料コース
☆志望教員とてして願書に加える場合には，出願す

る前に必ずC群入試委員（教授 松下伸広，

nyushi@ceram.titech.ac.jp）に相談してください

S

特任准教授
DEBRAJ,
CHANDRA

ナノ粒子，ナノポーラス材料，触媒

材料系材料コース
☆志望教員とてして願書に加える場合には，出願す

る前に必ずC群入試委員（教授 松下伸広，

nyushi@ceram.titech.ac.jp）に相談してください

S

指導教員 担当コース及び備考
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物質理工学院 応用化学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/cap/ 
 
【履修コース】 
  応用化学コース，原子核工学コース，ライフエンジニアリングコース，エネルギーコース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学，工学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  １９１名 
 

【志望理由書のテーマ等】 

志望研究室・研究分野に対する志望理由を，Ａ４用紙に３００字以内で記述すること。 

 

【出願にあたっての注意】 

・志願者は，出願の前に第１志望の指導教員と予め相談してから出願すること。 

・教育上の配慮から，教員あたりの合格者数が制限される場合があります。 

・本系を受験することにより，清華大学（中国）との大学院合同プログラムに出願することも可能です。 

  詳細は『Ⅲ 清華大学（中国）との大学院合同プログラム入学試験案内』を参照してください。 

 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

スコアシートは原本を必ず出願時に提出して下さい。コピーの提出は認めません。 

一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 

 
【筆答専門試験科目】 

  筆答専門試験科目名： 応用化学系 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２０日（土） 
応用化学分野の専門的内容に関する試問。例えば，学士論文

研究や修士課程で行いたい研究等。 

試験や試問の際，

ジャケットやネクタイ

等は着用しなくても

構いません。 
Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

応用化学系 
８月１６日（金） 

9:30～12:05 

試験は，以下の２つの時間枠に分けて行う。それぞれの時間枠

において，有機化学２問，無機化学２問，物理化学２問，化学工

学２問，高分子科学２問，工業化学１問の選択問題の中から 4

問を解答。詳細は応用化学系の入学案内ホームページ

(https://educ.titech.ac.jp/cap/admissions/)を参照のこと。 

第 I 限  9:30～10:40（70 分） 

第 II 限 10:55～12:05（70 分） 

配点：筆答専門試験 400 点，英語 100 点 

口頭試問 ８月２３日（金） 学士論文研究や修士課程で行いたい研究等に関する試問。 

 

【口頭試問受験資格者の発表】 

８月２０日（火）１７時頃より，本学ホームページ（新着入試情報 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/news/index.html）に掲

載します。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

東京工業大学 物質理工学院 応用化学系 教授 田中 健 

(TEL: 03-5734-2120, e-mail:ent_admin@cap.mac.titech.ac.jp)  
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【指導教員及びその研究分野一覧】 
●：最も関連性が高い研究分野，○：比較的関連性が高い研究分野を表しています。 
△：今回は材料系での募集は行いません。 

※：定年，海外出張，その他の理由のため今回は志望できません。 

▽：融合理工学系を希望する者は，融合理工学系の案内に従って出願してください。 
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●
無機固体化学，結晶工学，デバイス工
学，コンビナトリアル無機化学

教授 大友 明 大
応用化学系応用化学コース

材料系材料コース

△

●
有機合成化学，不斉合成化学，有機金
属化学

教授 田中 健 大 応用化学系応用化学コース

● ○
固体物理化学，表面 /界面物性，固体
電気化学，薄膜物性

教授 一杉 太郎 大
応用化学系応用化学コース

材料系材料コース

△

● 有機金属化学，錯体化学 教授 村橋 哲郎 大 応用化学系応用化学コース

● ○ ○
電極触媒化学，触媒化学，電解合成，
部分酸化，エネルギー変換

教授 山中 一郎 大
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

●
物理化学（光電変換素子・ナノ材料化
学・マイクロ波化学）

教授 和田 雄二 大
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

※

●
物性有機化学，有機合成化学，典型元
素化学，ミュオン科学

准教授 伊藤 繁和 大 応用化学系応用化学コース

● ○ ○
錯体化学，有機金属化学，均一系触媒
化学

准教授 桑田 繁樹 大
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

● 錯体・有機金属化学 准教授 髙尾 俊郎 大 応用化学系応用化学コース

● ◯

有機合成化学，天然物化学，糖質化
学 , ケミカルバイオロジー，分子イ
メージング，放射性医薬品化学，自動
合成

准教授 田中 浩士 大 応用化学系応用化学コース

● ○

錯体化学，溶液化学，分離化学，アク
チノイド化学，イオン液体，都市鉱
山，核燃料サイクル，放射性廃棄物処
理・処分，錯体触媒

准教授 鷹尾 康一朗 大
応用化学系原子核工学コース

融合理工学系原子核工学コース

▽

● ○ ○ ○
分析化学，放射化学，放射性核種分
離，地層処分，機能性ナノ材料，核燃
料サイクル

准教授 塚原 剛彦 大
応用化学系原子核工学コース

融合理工学系原子核工学コース

▽

●
エネルギー変換デバイス（燃料電池，
太陽電池），エネルギーシステム，電
気化学，熱力学，化学工学

教授 伊原 学 大
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

○ ● ○
生物化学工学，ペプチド工学，バイオ
センシング，生物工学，生体医工学

教授 大河内 美奈 大 応用化学系応用化学コース

研究分野

指導教員
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ン
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●

エネルギー変換・貯蔵，低炭素エネル
ギーシステム，化学蓄熱，水素エネル
ギー，原子力エネルギー，エネルギー
有効利用

教授 加藤 之貴 大
応用化学系原子核工学コース

融合理工学系原子核工学コース

▽

● ○

化学装置材料，プラスチックリサイク
ル，グリーンコンポジット，スマート
構造，メンテナンス工学，グラフェン
生産・利用

教授 久保内 昌敏 大 応用化学系応用化学コース

○ ● ○
超臨界流体技術，分離工学，マイクロ
フロープロセス，二酸化炭素利用

教授 下山 裕介 大
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

●
プラズマプロセッシング，特殊場反応
工学，環境化学工学

教授 関口 秀俊 大
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

○ ●

反応工学，触媒反応工学，触媒・資源
化学プロセス
多孔質触媒を用いた炭化水素資源有効
利用

教授 多湖 輝興 大
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

●
マイクロ移動現象・反応操作， CFD，
機械的操作

特任教
授

大川原 真一 大 応用化学系応用化学コース

●
トライボロジー，潤滑油の物理化学，
界面・表面工学

准教授 青木 才子 大
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

●

エアロゾル工学，エネルギー変換・貯
蔵材料，ナノ構造材料プロセシング，
微粒子工学，蓄電池（リチウム電池，
空気電池，レドックスフロー電池等）

准教授 谷口 泉 大
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

●
プロセスシステム工学，ライフサイク
ルエンジニアリング

准教授 渕野 哲郎 大 応用化学系応用化学コース

●
プロセスシステム工学，プロセス強
化，プロセスインフォマティクス，再
生可能エネルギー，窒素循環

准教授 松本 秀行 大
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

●
プラズマ化学，プラズマ反応工学，熱
流体工学

准教授 森 伸介 大
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

● 移動現象論，膜分離操作，混合操作 准教授 吉川 史郎 大 応用化学系応用化学コース

●
機能性高分子の構造と物性，高分子固
体の分光学

教授 安藤 慎治 大 応用化学系応用化学コース

●
新規高分子の精密合成，水溶性・温度
応答性高分子，有機合成

教授 石曽根 隆 大 応用化学系応用化学コース

●
高分子反応，機能性高分子材料設計，
高分子合成

教授 大塚 英幸 大 応用化学系応用化学コース

●
高分子合成，精密重合，植物由来モノ
マーの重合

教授 佐藤 浩太郎 大
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

研究分野
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● 〇
生体高分子化学，分子組織化学，表
面・界面化学，バイオマテリアル

教授 芹澤 武 大 応用化学系応用化学コース

●
高分子物性，高分子物理，高分子ナノ
テクノロジー

教授 中嶋 健 大 応用化学系応用化学コース

●
高分子の自己組織化ダイナミクス，バ
イオベースポリマーの構造

教授 野島 修一 大
応用化学系応用化学コース

※

●
有機高分子物質のコンピュータシミュ
レーション

准教授 川内 進 大

応用化学系応用化学コース

材料系材料コース

応用化学系エネルギーコース

△

○ ●
高分子合成（機能性高分子），光化
学，バイオイメージング

准教授 小西 玄一 大 応用化学系応用化学コース

●
高分子合成（複合材料），高分子反
応，エネルギー材料設計

准教授 斎藤 礼子 大
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

● ○
高分子の構造・ダイナミクス・物性・
高次構造制御，液晶

准教授 戸木田 雅利 大 応用化学系応用化学コース

●
高分子の構造と物性，高分子シミュ
レーション

准教授 古屋 秀峰 大 応用化学系応用化学コース

●
高分子合成（分岐高分子），高分子集
合体

講師 打田 聖 大
応用化学系応用化学コース

※

○ ●
有機金属化学，錯体化学，有機光触媒
化学，ナノエレクトロニクス

教授 穐田 宗隆 す 応用化学系応用化学コース

○ 〇 ●
電気化学，無機化学，水系二次電池，
空気電池，酸素還元・発生，金属溶解
析出，その場解析技術 

教授 荒井 創 す
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

● 合成化学，錯体化学，超分子化学 教授 小坂田 耕太郎 す
応用化学系応用化学コース

材料系材料コース

※△

〇 〇 ●
固体化学，固体電気化学，固体電池，
エネルギー変換材料の創製 ･物質設
計，リチウム電池，燃料電池

教授 菅野 了次 す
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

※

○ ○ ○ ● 高分子機能化学，光，液晶 教授 宍戸 厚 す
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

○ ○ ○ ●
高分子合成（精密重合手法の開拓，高
分子反応，元素ブロック高分子，電子
機能性π共役高分子）

教授 冨田 育義 す
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

●
資源と生命力を活用するための触媒・
酵素化学，生物工学，生体酸化ストレ
ス化学

教授 馬場 俊秀 す
応用化学系ライフエンジニアリングコース

応用化学系応用化学コース

※
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○ ○ ○ ●

自己組織化，ナノテクノロジー，ナノ
フォトニクス，走査型プローブ顕微
鏡，化学進化と生命の起源，地球生命
研究所(大岡山)

教授 原 正彦 す
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

○ ○ ●

有機機能物質化学，有機合成化学，超
分子化学，ソフトマテリアル（高分
子，液晶，ゲル，分子集合体），ナノ
カーボン

教授 福島 孝典 す 応用化学系応用化学コース

○ ○ ○ ●
燃料電池材料工学，バイオインスパイ
アード材料，膜工学，機能性高分子

教授 山口 猛央 す
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

◯ ◯ ●
高分子錯体化学，超分子ナノサイエン
ス，無機有機精密ハイブリッド材料

教授 山元 公寿 す 応用化学系応用化学コース

〇 〇 〇 ●

グローバルからミクロな環境における
物質循環解析，アイソトポマーによる
環境物質・食品の起源推定，地球化
学，環境化学

教授 吉田 尚弘 す

応用化学系応用化学コース

融合理工学系地球環境共創コース

応用化学系エネルギーコース

※▽

○ ○ ○ ●
有機電気化学，機能性高分子(レドッ
クス活性高分子，導電性高分子，含
フッ素高分子)，電極触媒

准教授 稲木 信介 す
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

◯ ◯ ●
クラスター化学, 電子移動化学, 無機
有機精密ハイブリッド材料

准教授 今岡 享稔 す 応用化学系応用化学コース

○ ○ ●
物理化学（電気化学 ,「その場」分光
測定法） ,希土類元素等を用いた機能
性電極の創製，燃料電池

准教授 北村 房男 す
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

〇 ●
錯体化学，有機金属化学，錯体電気化
学

准教授 小泉 武昭 す 応用化学系応用化学コース

○ ○ ●
有機化学，有機典型元素化学，超分子
化学，高分子化学

准教授 庄子 良晃 す 応用化学系応用化学コース

〇 〇 〇 ●
エネルギー材料工学，生体材料工学，
生物電気化学

准教授 田巻 孝敬 す
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

○ ○ ○ ●
環境地球化学，環境物質循環解析，微
量成分の分析化学

准教授 豊田 栄 す
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

〇 〇 〇 ●

エネルギー変換材料，可視光応答有機
光触媒，エアロゲル，低密度材料，カ
プセル，水処理，レーザ核融合，量子
線発生

准教授 長井 圭治 す
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

※

○ ●
触媒化学，固体表面反応，赤外分光
法，規則性ナノポーラス材料

准教授 野村 淳子 す 応用化学系応用化学コース

〇 〇 ●
無機固体化学，二次電池，電気/化学
エネルギー変換，ナノ界面設計

准教授 平山 雅章 す
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

○ ○ ●
再生可能エネルギー，触媒化学，酵素
化学，超分子化学

准教授 眞中 雄一 す
応用化学系ライフエンジニアリングコース

応用化学系応用化学コース

※
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○ ○ ●
触媒化学，固体触媒，有機化学，CO2変

換触媒開発，固体表面への触媒機能集
積

准教授 本倉 健 す
応用化学系ライフエンジニアリングコース

応用化学系応用化学コース

○ ○ ○ ● 有機地球化学，地球環境化学 准教授 山田 桂太 す
応用化学系応用化学コース

応用化学系エネルギーコース

○ ●
ナノ空間触媒，ゼオライト，触媒反応
化学，グリーンケミストリー，資源化
学

准教授 横井 俊之 す 応用化学系応用化学コース

○ ○ ●
水中での超分子化学・ナノ空間化学・
光機能化学・生体関連化学

准教授 吉沢 道人 す
応用化学系応用化学コース

※

○ ○ ●
ナノ材料の構造制御，太陽電池，燃料
電池, リチウムイオン電池

准教授 脇 慶子 す
応用化学系エネルギーコース

応用化学系応用化学コース

○ ○ ○ ●
光学材料，無機 /有機ナノ粒子，レー
ザー，電池，バイオ

准教授 和田 裕之 す
応用化学系エネルギーコース

応用化学系ライフエンジニアリングコース

応用化学系応用化学コース
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情報理工学院 数理・計算科学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/is/ 
 
【履修コース】 
  数理・計算科学コース，知能情報コース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  ５１名 
 

【志望理由のテーマ等】 

  志望研究室・研究分野など志望理由を 1,000 字程度にまとめたもの。 

 

【出願にあたっての注意】 

  出願に際しては，事前に第 1 志望の指導教員に必ず連絡すること。 

  入学志願票には少なくとも第 3 志望の指導教員まで記入することが望ましい。 

 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

スコアシートは原本を出願時に提出してください。出願時にスコアシートを提出できない場合は筆答試験時に原本を提出してくださ

い。なお，一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。提出したスコアシートの返却はできません。 

 

【筆答専門試験科目】 

  筆答専門試験科目：数理・計算科学系 

 

【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 実施しません。    

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

数理・計算科学系 
８月１６日（金） 

9:30～13:00 

数学，計算機科学に関する複数の問題から数

問を選択 (過去の問題を参考にしてください)。 

配点： 

筆答専門試験：100 点，英語：20 点 

  

口頭試問 
８月１７日（土）～ 

８月１８日（日） 
数学，計算機科学等に関する口頭試問。 

口頭試問受験資格者

のみに口頭試問を実施

します。 

 

【口頭試問受験資格者の発表】 

  ８月１７日（土）９:００に大岡山西８号館３階エントランスにて発表します。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

  ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

  MAIL: is-nyushi@c.titech.ac.jp 
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【指導教員及びその研究分野一覧】 

  

研究分野 担当コース及び備考

教授 伊東 利哉 理論計算機科学, アルゴリズムの設計と解析 数理･計算科学系数理･計算科学コース

教授 梅原 雅顕
微分幾何学, 平均曲率一定曲面, 特異点をもつ曲
線・曲面, 超曲面の幾何学

数理･計算科学系数理･計算科学コース
数学系数学コース

教授 遠藤 敏夫 高性能計算, 並列ソフトウェア 数理･計算科学系数理･計算科学コース

准教授 鹿島 亮 数理論理学, 非古典論理 数理･計算科学系数理･計算科学コース

教授 金森 敬文 数理統計, 機械学習 数理･計算科学系数理･計算科学コース

教授 樺島 祥介
統計力学, 情報理論, 学習理論, 神経回路網理
論

数理･計算科学系数理･計算科学コース

准教授 首藤 一幸 ソフトウェア, 大規模分散システム, インターネット 数理･計算科学系数理･計算科学コース

准教授 鈴木 咲衣 トポロジー, 結び目理論
数理･計算科学系数理･計算科学コース
数学系数学コース

教授 高安 美佐子
経済物理学, 複雑ネットワーク, 統計物理学, ビッ
グデータサイエンス

数理･計算科学系数理･計算科学コース
数理･計算科学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
情報工学系知能情報コース

教授 田中 圭介
暗号理論, 暗号通貨・ブロックチェーン技術, サイ
バーセキュリティ

数理･計算科学系数理･計算科学コース

講師 土岡 俊介 量子代数, 表現論
数理･計算科学系数理･計算科学コース
数学系数学コース

准教授 中野 張 確率微分方程式, 確率制御 数理･計算科学系数理･計算科学コース

教授 西畑 伸也
偏微分方程式論, 非線形双曲型保存則, 流体の
方程式

数理･計算科学系数理･計算科学コース
数学系数学コース

准教授 額田 彰 高性能計算システム 数理･計算科学系数理･計算科学コース

教授 増原 英彦 プログラミング言語, ソフトウェア開発環境 数理･計算科学系数理･計算科学コース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

准教授 三浦 英之 非線形偏微分方程式
数理･計算科学系数理･計算科学コース
数学系数学コース

教授 南出 靖彦
ソフトウェア検証, プログラミング言語, 形式言語理
論

数理･計算科学系数理･計算科学コース

教授 三好 直人 応用確率論，確率モデル，待ち行列理論 数理･計算科学系数理･計算科学コース

准教授 室伏 俊明
非加法的測度論, 集合関数論, 区分線形関数論,
情報視覚化, 形式概念分析

数理･計算科学系数理･計算科学コース

助教 森 立平 量子情報, 情報理論, 統計力学 数理･計算科学系数理･計算科学コース

准教授 山下 真 数理最適化, 数値最適化手法 数理･計算科学系数理･計算科学コース

准教授 脇田 建
大規模社会ネットワーク解析, 情報可視化, プログ
ラミング言語

数理･計算科学系数理･計算科学コース

教授 渡邊 澄夫 確率論, 数理統計, 学習理論 数理･計算科学系数理･計算科学コース

特定教授 菅谷 光啓 サイバーセキュリティ, ネットワークセキュリティ

数理･計算科学系数理･計算科学コース
NRI セキュアテクノロジーズ

△副指導教員としてのみ志望可能です。志望する場合，

志望研究室は「田中圭介・菅谷光啓」と記入すること

指導教員
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情報理工学院 情報工学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/cs/ 
 
【履修コース】 
  情報工学コース，知能情報コース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学，工学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  ９７名 
 

【志望理由書のテーマ等】 

１） 志望する研究室や研究分野を選んだ理由を 300 字程度にまとめること。（すべての志願者が記入しなければならない） 

２） 入学後の研究計画に関する説明を 500 字程度追加してもよい。（情報工学以外の分野から応募する場合は推奨する） 

 
【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

スコアシートは原本を必ず出願時に提出して下さい。出願受付締切後の提出は一切認めません。 

一度提出したスコアシートの差し替えも一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 

 

【筆答専門試験科目】 

筆答専門試験科目名： 情報工学系 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２４日（水） 

卒業研究，志望する研究分野や入学後の研究テーマ，さらに

専門的知識等についての試問を行ないます。 

学部成績等の出願書類および口述試験の結果を総合的に評

価し合否を判定します。 

・分野によらず学部成績

等の優秀な志願者を口

述試験の対象とします。 

・Ａ日程試験が不合格と

なった場合はＢ日程試

験を受験して下さい。 

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

情報工学系 
８月１６日（金） 

9:30～12:30 

英語 
・筆答試験は実施せずに，本学の指定する外部英語テストの
スコアをもって評価します。 

筆答専門試験科目: 情報工学系 

・下記より 4 問出題します。（180 分） 

必須問題（以下の A 群，B 群，C 群から各 1 問出題） 

A) 微積分学，線形代数学，確率統計  

B) 数理論理学，オートマトンと形式言語 
C) データ構造とアルゴリズム，プログラミング言語 

選択問題（以下の D 群, E 群の 2 問から 1 問選択） 

D) 論理回路理論，コンピュータアーキテクチャ 

E) フーリエ変換，ラプラス変換，制御システム 

配点： 

筆答専門試験：800 点，英語：100 点 

  

口頭試問 ８月２０日（火） 

筆答専門試験成績，英語成績（外部英語テスト）および口頭

試問の結果を総合的に評価し合否を判定します。判定に際し

て口述試験の結果は考慮しません。 

・筆答専門試験成績お

よび英語成績（外部英

語テスト）の上位者を口

頭試問の対象とします。 

 

【口頭試問受験資格者の発表】 

８月１８日（日）１２時頃より，情報工学系ホームページ（https://educ.titech.ac.jp/cs/）に掲載します。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

本学ホームページ（過去問題 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html）で公表します。 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

情報工学系入試担当（cs-nyushi@c.titech.ac.jp)まで問い合わせてください。 
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【指導教員及びその研究分野一覧】 

研究分野 担当コース及び備考

教授 小池 英樹
ヒューマン・コンピュータインタラクション，コンピュータビジョ
ンとその応用，コンピュータグラフィックスと視覚化，セキュリ
ティとユーザビリティ

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

教授 権藤 克彦
ソフトウェア工学，ソフトウェア開発環境，プログラミング言
語

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

教授 DEFAGO XAVIER
分散アルゴリズム，高信頼性，ミドルウェア，自律分散ロ
ボット群

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

教授 西崎 真也 プログラミング言語意味論，関数型言語，ソフトウェア検証
情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

教授 宮﨑 純
大規模コンピューティング，情報検索・情報推薦，ヒューマ
ンインタフェース

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

教授 横田 治夫
データ工学（データベース，並列分散データ処理，高機能
ストレージシステム，ディペンダブルシステム）

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

教授 渡部 卓雄
プログラミング言語，自己反映計算，並行計算，形式手
法，セキュアコンピューティング

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

准教授 金子 晴彦
統合符号化（データ圧縮，暗号化，誤り制御符号化），ディ
ペンダブルシステム，高信頼ストレージシステム

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

准教授 吉瀬 謙二
計算機アーキテクチャ（高速化，低消費電力化，性能検
証，マルチプロセッサ，大規模システム，組み込みシステ
ム）

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

准教授 小林 隆志
ソフトウェア工学（ソフトウェア保守，プログラム解析，プログ
ラム理解，開発支援ツール，ソフトウェア設計）

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

准教授 林 晋平
ソフトウェア工学，ソフトウェア進化，ソフトウェア開発環境，
プログラム変換，リポジトリマイニング

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

准教授 横田 理央
高性能計算，大規模並列処理，Ｎ体アルゴリズム，流体解
析，分子シミュレーション

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

テニュアト

ラック助教
伊藤 勇太

拡張現実感，ヴァーチャルリアリティ，人間拡張，コン
ピュータビジョン，ヒューマン・コンピュータインタラクション

情報工学系情報工学コース
情報工学系知能情報コース

教授 秋山 泰
バイオインフォマティクス，創薬支援コンピューティング，大
規模並列処理応用，機械学習応用

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

教授 岡﨑 直観
自然言語処理（構造解析，意味解析，意見分析，自動要
約など）, 機械学習（表 現学習や深層学習など）, ソーシャ
ルメディア分析

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

教授 篠田 浩一
音声・画像・映像の認識・理解，ヒューマン・コンピュータイ
ンタラクション，統計的パターン処理

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

教授 德永 健伸 計算言語学，自然言語処理，知的情報アクセス
情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

教授 三宅 美博

共創システム(Co-creation System)，コミュニケーション科
学，認知神経科学，自己組織システム，ヒューマンインタ
フェース(HCIおよびVR/MRを含む), ヒューマンビッグデー
タ解析

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース
システム制御系システム制御コース

教授 山村 雅幸
機械学習，進化計算，DNAコンピューティング, システム生
物学, 合成生物学

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース
システム制御系システム制御コース
生命理工学系生命理工学コース

教授 井村 順一
【自律分散協調システム】システム制御理論，ネットワーク
制御，システムバイオロジ，電力ネットワーク制御，ハイブ
リットシステム

システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース

教授 高安 美佐子
経済物理学，複雑ネットワーク，統計物理学，ビッグデータ
サイエンス

数理･計算科学系知能情報コース
数理･計算科学系数理･計算科学コース
情報工学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース

教授 藤田 政之 ロボティックネットワーク，ビジュアルフィードバック
システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース

准教授 青西 亨
非平衡統計力学，非線型動力学，生物物理学，計算論的
神経科学

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース
システム制御系システム制御コース

准教授 石井 秀明
システム制御，ネットワーク化制御，マルチエージェント系
の分散制御，制御系のサイバーセキュリティ

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース
システム制御系システム制御コース

准教授 石田 貴士
データマイニング，バイオインフォマティクス，大規模データ
解析，機械学習

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

准教授 小野 功 進化計算，最適化，人工知能
情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース
システム制御系システム制御コース

准教授 小野 峻佑 信号処理，画像処理，数理最適化，データ科学・AI
情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

准教授 齋藤 豪
コンピュータグラフィクス，画像処理，色彩工学，描画分
析，描画ソフトウェア

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

准教授 下坂 正倫
ユビキタスコンピューティング，パターン認識，機械学習，
IoT，ビッグデータ

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

准教授 関嶋 政和
バイオインフォマティクス，創薬インフォマティクス，生体分
子シミュレーション，大規模並列処理

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

准教授 瀧ノ上 正浩
生命物理学，Bio-inspired Systems Physics，分子ロボティ
クス，人工生命，DNA分子コンピュータ，ソフトマター，マイ
クロ流体

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース
システム制御系システム制御コース
生命理工学系生命理工学コース

准教授 藤井 敦 自然言語処理，情報検索，Ｗｅｂマイニング
情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

准教授 村田 剛志
人工知能，Webマイニング，機械学習，社会ネットワーク分
析

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

准教授 室伏 俊明
非加法的測度論，集合関数論，区分線形関数論，情報視
覚化，形式概念分析

数理･計算科学系数理･計算科学コース
数理･計算科学系知能情報コース
情報工学系知能情報コース

テニュアト

ラック助教
井上 中順

人工知能，マルチメディア情報処理，映像・画像・音声，
深層学習

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース

特任教授 井上 克巳
人工知能（推論，知識表現，学習），論理プログラミング，
マルチエージェントシステム，システム生物学

情報工学系知能情報コース
情報工学系情報工学コース
国立情報学研究所

特定教授 木川 隆則
生命動態システム，システム構造生物学，NMR，無細胞タ
ンパク質合成，疎性モデリング

情報工学系知能情報コース
理化学研究所
△副指導教員となります。志望する場合，「山村

雅幸・木川 隆則」と記入すること

特定教授 柴田 崇徳
インテリジェンス，インタラクション，身体性，神経学的セラ
ピー，脳機能，認知科学

情報工学系知能情報コース
産業技術総合研究所
△副指導教員となります。志望する場合，志望

教員は「三宅 美博・柴田 崇徳」と記入すること

特定教授 本村 陽一
大規模データモデリング，人間行動予測，生活支援技術，
サービス工学，アクションリサーチ，ベイジアンネットワーク

情報工学系知能情報コース
産業技術総合研究所
△副指導教員となります。志望する場合，志望

教員は「篠田 浩一・本村 陽一」と記入すること

特定教授 矢野 和男
ビッグデータ解析，スマートシティ，ライフログ分析，統計物
理／数理，知能増幅，社会行動分析

情報工学系知能情報コース
日立製作所（株）
△副指導教員となります。志望する場合，志望

教員は「三宅 美博・矢野 和男」と記入すること

特定教授 山田 誠二
ヒューマンエージェントインタラクション，知的インタラクティ
ブシステム

情報工学系知能情報コース
国立情報学研究所
△副指導教員となります。志望する場合，志望

教員は「德永 健伸・山田 誠二」と記入すること

特定教授 吉川 厚
ナレッジ・マネジメント，認知科学，ゲーム情報学，教育工
学

情報工学系知能情報コース
教育測定研究所（株）
△副指導教員となります。志望する場合，志望

教員は「山村 雅幸・吉川 厚」と記入すること

特定

准教授
齋藤 智也 バイオセキュリティ，公衆衛生危機管理，感染症疫学

情報工学系知能情報コース
国立保健医療科学院
△副指導教員となります。志望する場合，志望

教員は「山村 雅幸・齋藤 智也」と記入すること

特定

准教授
本間 光貴 医薬分子設計，量子化学，シミュレーション，機械学習

情報工学系知能情報コース
理化学研究所
△副指導教員となります。志望する場合，志望

教員は「秋山 泰・本間 光貴」と記入すること

指導教員
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生命理工学院 生命理工学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/bio/ 
 
【履修コース】 
  生命理工学コース，ライフエンジニアリングコース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学，工学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  １８４名 
 
【志望理由書のテーマ等】 
  現在進めている研究あるいは興味を持っている問題について 1,000 字程度でわかりやすく記述すること。 
 
【出願にあたっての注意】 
  ・出願に際しては，事前に第１志望の指導教員に必ず連絡すること。 
  ・教育上の配慮から教員あたりの合格者数が制限される場合があります。また，最終的な合否及び指導教員の決定にあたって

は，口述試験，または，筆答試験成績と口頭試問により総合的に判断します。 
  ・本系を受験することにより，清華大学（中国）との大学院合同プログラムに出願することも可能です。詳細は『Ⅲ 清華大学（中

国）との大学院合同プログラム入学試験案内』を参照してください。 
 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

  スコアシートは原本を必ず出願時に提出してください。出願受付締切後の提出は一切認めません。 

一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 

 

【筆答専門試験科目】 

  筆答専門試験科目：生命理工学系 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２４日（水） 
専門的知識，英語力，学士論文研究等の内容及び修士課

程での研究計画を中心とした試問 

【外部英語テストのス

コアシートの取扱い】

参照 

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

生命理工学系 
８月１６日（金） 

9:30～12:00 

専門科目： 

生物化学 2 題，生物学 2 題，有機化学 2 題， 

物理化学 2 題の合計 8 題中 4 題選択し解答する。 

 

配点： 

専門科目：400 点満点（1 題につき 100 点満点） 

英語（外部英語テスト）：100 点満点 

【外部英語テストのス

コアシートの取扱い】

参照 

口頭試問 ８月２２日（木） 
専門的知識，学士論文研究等の内容及び修士課程での研

究計画を中心とした試問 
  

 

【口頭試問受験資格者の発表】 

筆答試験受験者全員に口頭試問を行います。口頭試問当日の９時００分までに，本学すずかけ台キャンパス B２棟２階２２３講義室
に集合してください。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

  筆答専門科目のみホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

  東京工業大学生命理工学院事務グループ（TEL：045-924-5944） 
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【指導教員及びその研究分野一覧】 

研究分野 担当コース及び備考

教授 石井 佳誉
アミロイドタンパク質の機能，構造生物学，アルツ
ハイマー病のメカニズム，先端NMR法の開発，生
物物理化学，ナノ炭素材料

生命理工学系生命理工学コース

教授 一瀬 宏
分子神経生物学（モノアミンニューロンの分化・発
達・老化の分子機構および病態との関連）

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

教授 伊藤 武彦
ゲノム情報学（主に高等真核生物を対象としたゲ
ノム情報学），バイオインフォマティクス（ゲノムか
らの遺伝子予測などの知識発見）

生命理工学系生命理工学コース

教授 岩﨑 博史
分子遺伝学・分子生物学（ゲノム情報の安定維
持に関わる分子メカニズム，特に相同組換えや
DNA修復の分子機構）

生命理工学系生命理工学コース

教授 上野 隆史
人工酵素の設計・合成・応用，タンパク質工学，
生物無機化学，ケミカルバイオロジー，バイオマ
テリアル

生命理工学系生命理工学コース

教授 占部 弘和
医薬，薬剤，及び生物活性物質の合成と方法
論，有機化学，不斉合成，触媒反応，環境保全
型合成

生命理工学系生命理工学コース

教授 太田 啓之

植物生理学･植物生化学･植物分子生物学（葉
緑体の形成，機能，進化，植物・藻類のゲノム情
報を駆使したホルモン情報伝達機構解明，油脂
生産制御)

生命理工学系生命理工学コース

教授 蒲池 利章
生物無機化学，生物工学，金属タンパク質を利
用した有用物質生産，細胞内酸素濃度イメージ
ング

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

教授 北尾 彰朗
タンパク質とその集合体の機能シミュレーション，
生体分子離合集散のダイナミクスとその制御，計
算生物学，生物物理学，理論化学

生命理工学系生命理工学コース

教授 木村 宏
エピジェネティクス・細胞生物学（クロマチン修飾
と遺伝子発現制御，染色体・細胞核の機能と構
造）

生命理工学系生命理工学コース

教授 金原 数
超分子化学，生物模倣，ケミカルバイオロジー，
タンパク質複合材料，機能物質化学

生命理工学系生命理工学コース

教授 粂 昭苑
再生医学，創薬，幹細胞生物学，発生生物学，
分子生物学，代謝制御，アミノ酸代謝，ヒトiPS細
胞，試験管内再構成，細胞工学

生命理工学系生命理工学コース

教授 小畠 英理
超生物機能タンパク質材料の創製，細胞機能制
御タンパク質，組織再生医工学，バイオセンシン
グシステム，タンパク質ナノ構造体設計

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

教授 駒田 雅之
細胞生物学・疾患分子生物学（タンパク質ユビキ
チン化による細胞増殖の制御とその破綻による腫
瘍形成の分子機構）

生命理工学系生命理工学コース
※今回は志望できません

教授 田口 英樹
生化学，分子生物学，タンパク質の作用機構（分
子シャペロン，アミロイド/プリオン，リボソームなど
翻訳），細胞内タンパク質科学

生命理工学系生命理工学コース

教授 德永 万喜洋
分子イメージング, 細胞分子生物・生物物理学，
細胞を観る・計る・知る，超解像・１分子・シークエ
ンス顕微鏡，遺伝情報発現機構

生命理工学系生命理工学コース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

教授 福居 俊昭
遺伝子工学，ゲノム工学，代謝工学，応用微生
物学，極限環境微生物，超好熱菌の特性と高温
環境適応，環境低負荷型素材の微生物生産

生命理工学系生命理工学コース

教授 本郷 裕一
分子生態・進化学，環境微生物学，（細胞内・組
織内・腸内等の）共生微生物の生物学，1細胞オ
ミックス解析，メタゲノミクス

生命理工学系生命理工学コース

教授 丸山 厚
生体機能性材料，生体分子工学，ナノバイオテ
クノロジー，薬物・遺伝子デリバリーシステム，細
胞工学材料，自立応答性高分子

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

教授 三原 久和
生物有機化学，ペプチド化学，ペプチド工学，
人工タンパク質，ペプチドライブラリ，ファージ提
示ペプチド，バイオチップ

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

教授 村上 聡
蛋白質結晶学，構造生物学（膜輸送体の構造と
機能,膜タンパク質の結晶化と構造解析および構
造に基づく機能解析）

生命理工学系生命理工学コース

教授 山口 雄輝
生化学，遺伝学，分子生物学（ゲノム情報発現
機構，ＲＮＡ代謝，エピジェネティクス）

生命理工学系生命理工学コース

教授 湯浅 英哉
生物有機化学，発光イメージングとセンサー，光
増感剤，光線力学治療，糖を用いた分子デバイ
ス

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

教授 和地 正明
応用微生物学，細菌の細胞分裂機構の研究，新
規抗生物質の探索，コリネ型細菌を使った物質
生産

生命理工学系生命理工学コース

准教授 相澤 康則
ゲノム科学と，それに基づくバイオ産業技術の開
発（特に，遺伝子・ゲノムの設計と合成）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 大窪 章寛
生物有機化学（転写およびスプライシング過程を
制御・観察する新規薬剤やイメージング分子の
開発）

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

准教授 長田 俊哉
バイオナノサイエンス（細胞生物学，匂いやフェロ
モンの化学受容，神経細胞の発生と再生）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 加藤 明
分子生理学（輸送体の多様な機能と生体膜の選
択的透過性），動物生理学（腎臓・腸の上皮輸送
を担う分子機構），比較ゲノム解析

生命理工学系生命理工学コース

准教授 加納　ふみ
分子細胞生物学，細胞編集工学（リシール細
胞），イメージング・画像解析（ヒトiPS細胞を用い
た神経変性疾患などの病態発現機序解明）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 川上 厚志
再生生物学（組織再生，恒常性のメカニズム），
ゼブラフィッシュ，トランスジェニック，幹細胞，細
胞系譜，シグナル，炎症

生命理工学系生命理工学コース

准教授 下嶋 美恵
植物分子生物学・植物生化学（環境ストレスに応
答した植物脂質転換メカニズムの解明，植物油
脂生産）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 白木 伸明
ES/iPS細胞分化，レギュラトリーサイエンス，代謝
制御，アミノ酸代謝

生命理工学系生命理工学コース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

准教授 鈴木 崇之
神経生物学・発生生物学（神経回路網形成とシ
ナプス結合特異性の分子メカニズムの解明）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 清尾 康志
生物有機化学（DNA合成技術の開発，ゲノム診
断技術の開発，核酸の分子認識）

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

准教授 田川 陽一 臓器発生，再生工学，発生工学 生命理工学系生命理工学コース

准教授 立花 和則
動物学，分子生物学（幹細胞からの卵形成，生
殖関連の時間生物学，睡眠，寿命）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 田中 幹子
発生生物学（脊椎動物のボディプランとその進化
及び制御機構）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 堤 浩
ケミカルバイオロジー，ペプチド化学，超分子化
学，バイオイメージング，バイオマテリアル，細胞
工学

生命理工学系生命理工学コース

准教授 中戸川 仁
分子細胞生物学・生化学（細胞内大規模分解・リ
サイクルシステム<オートファジー>における膜新
生および標的認識の分子メカニズム）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 中村 信大
分子生物学・細胞生物学（肺や腎臓の構造形成
や維持に働く情報伝達機構，ユビキチン化を介
した細胞小器官の機能調節）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 二階堂 雅人
分子進化生物学（脊椎動物の進化多様性を生み
出す分子メカニズムの研究）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 秦 猛志
医薬,薬剤，及び生物活性物質の合成と方法
論，有機化学，不斉合成，触媒反応，環境保全
型合成

生命理工学系生命理工学コース

准教授 林 宣宏
生物物理学，分子生物学（疾患プロテオミクス，
細胞の刺激応答のメカニズムの解明，抗体をプロ
トタイプとして用いる機能分子の開発）

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

准教授 平沢 敬
代謝工学，微生物学，微生物細胞を利用した有
用物質生産，オミクス解析や合成生物学を活用
した微生物育種

生命理工学系生命理工学コース

准教授 廣田 順二
分子神経科学（匂いの神経科学，神経発生・分
化），マウス遺伝子工学・ゲノム編集，人工ゲノム
ベクターを用いた遺伝子工学

生命理工学系生命理工学コース

准教授 藤田　尚信
細胞生物学（筋細胞オルガネラの形成と分解の
分子機構,  非典型的なタンパク質分泌機構）

生命理工学系生命理工学コース

准教授 布施 新一郎
有機合成化学，創薬化学，天然物合成，マイク
ロフロー合成，ペプチド合成，π共役分子の構
造多様性指向合成，光線力学療法

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

准教授 増田 真二

光合成科学・植物生理学（葉緑体のエネルギー
効率を制御する新規チラコイド膜タンパク質の同
定と解析，植物の栄養応答センサー・青色光受
容体の研究）

生命理工学系生命理工学コース

指導教員
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准教授 松田 知子
生物有機化学，グリーンケミストリー，超臨界流体
工学，酵素工学，二酸化炭素の有効利用，環境
にやさしい有機合成，不斉合成

生命理工学系生命理工学コース

准教授 三重 正和
バイオイノベーション，細胞機能制御工学，組織
工学，バイオセンシング，バイオイメージング，タ
ンパク質工学

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

准教授 八波 利恵
遺伝子工学，極限環境微生物，ゲノム解析とゲノ
ム情報の利用，代謝改変による有用物質生産

生命理工学系生命理工学コース

准教授 山田 拓司
ゲノム/メタゲノムデータ解析，代謝パスウェイ解
析，バイオインフォマティクス

生命理工学系生命理工学コース

講師 朝倉 則行
生物物理化学，生物電気化学，タンパク質電子
移動反応，光エネルギー変換，ポルフィリン類を
利用した光励起電子移動反応

生命理工学系生命理工学コース

講師 梶川 正樹
分子生物学・細胞生物学（転移因子とゲノム進化
に関する研究）

生命理工学系生命理工学コース

講師 藤枝　俊宣
生体材料学, 高分子科学, 組織工学, 医工学,
バイオエレクトロニクス, ソフトロボティクス, ウェア
ラブル・インプランタブルデバイス

生命理工学系生命理工学コース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース

教授 上田 宏
生物化学工学，蛋白質工学，抗体工学，細胞工
学，環境分析化学，発光生物学，バイオセン
サー

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

教授 梶原 将
分子微生物学（病原微生物の感染機構解明と分
子診断，ゲノム編集等による微生物の機能応用）

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

教授 近藤 科江
分子生物学，細胞生物学，分子腫瘍学，生体光
イメージング，分子標的・環境標的薬剤開発

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

教授 田中 寛
進化細胞生物学，細胞周期，シグナル伝達，微
生物学，細胞共生，オルガネラ，葉緑体，ミトコン
ドリア，転写制御，植物生理学，光合成

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

教授 中村 浩之
有機合成化学，創薬化学，ケミカルバイオロ
ジー，ナノメディシン，中性子捕捉療法，光線力
学療法，光音響イメージング

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

教授 西山 伸宏
精密合成高分子を基盤とするがん等の標的化シ
ステムやスマート診断・治療デバイスの創製

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

教授 久堀 徹
タンパク質化学，生体エネルギー変換，レドック
ス制御システム，光合成微生物による物質生産

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

教授 藤井 正明
分子分光学，クラスター，超解像イメージング，
多光子イオン化分析，生体分子認識

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

教授 山本 直之
腸管センシング分子探索（遺伝子発現，親和性
分子特定），宿主‐腸内細菌共生研究，乳酸菌
の機能性研究

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

准教授 赤間 啓之
脳画像解析（fMRI）と機械学習（MVPA），複雑
ネットワーク，計算神経科学，神経言語学

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

准教授 石内 俊一
分子分光学，生体分子分光，クラスター，多光子
イオン化分析，生体分子認識

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

准教授 今村 壮輔
植物分子生物学，遺伝子工学，植物の環境適
応戦略の分子機構，バイオ燃料，藻類バイオマ
ス

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

准教授 小倉 俊一郎
分子生物学，細胞生理工学，がんの代替治療法
の開発，がんの診断法の開発，代謝工学，バイ
オマーカー，網羅解析

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

准教授 北口 哲也
ライブセルイメージング，バイオセンサー，蛍光タ
ンパク質，タンパク質工学，細胞生物学，細胞内
情報伝達，抗体工学

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

准教授 三浦　裕
高分子科学，ナノバイオテクノロジー，生体機能
性材料，ドラッグデリバリーシステム，高分子創薬

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

准教授 宮下 英三
上肢到達運動のハードウェア的理解・計算論的
理解・アルゴリズム的理解，医用応用としてのブ
レインマシンインタフェース

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

准教授 森 俊明
生物有機化学，酵素工学，糖鎖工学，ナノ材
料，超臨界流体中での反応

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

准教授 若林 憲一
真核生物鞭毛の構築および運動調節の生理・生
化学，単細胞緑藻クラミドモナスと多細胞緑藻ボ
ルボックスの光行動反応の生理学

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

助教 門之園 哲哉
タンパク質・ペプチド工学（がん分子標的医薬の
創出研究）, 分子腫瘍学（がん治療標的の探索
研究）

生命理工学系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系生命理工学コース

教授 山村 雅幸
機械学習，進化計算，バイオインフォマティクス，
DNAコンピューティング

情報工学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース
生命理工学系生命理工学コース

教授 栁田 保子
バイオＭＥＭＳ／ＮＥＭＳ，ナノバイオテクノロ
ジー，生物機能工学，マイクロマシン技術による
バイオセンサ，細胞機能・操作・解析デバイス

機械系ライフエンジニアリングコース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース
機械系機械コース

准教授 瀧ノ上 正浩
人工細胞，DNAナノテク，分子ロボット，生物物
理，合成生物学，バイオマイクロ流路，バイオソ
フトマター ※ウェット実験中心，数値計算併用

情報工学系知能情報コース
システム制御系システム制御コース
情報工学系情報工学コース
生命理工学系生命理工学コース

指導教員
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環境・社会理工学院 建築学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/arch/ 
 
【履修コース】 
  建築学コース，都市・環境学コース，エンジニアリングデザインコース 
 
【取得できる学位】 
  修士（工学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  １０５名 
 

【志望理由書のテーマ等】 

  ・特定のテーマは設けません。 

  ・大学院入学後に学修を希望するコース名（第三希望まで）を志望理由書の冒頭部分に記入してください。 

 

【出願にあたっての注意】 

・出願時に，A：即日設計，B：建築学科目のいずれかを筆答専門試験科目として選択し，志願票の筆答試験受験科目欄に選択し

た科目をマークしてください。なお，共通科目は必ず受験するものとします。 

・選択する筆答専門試験科目には，あなたが志望する全ての指導教員が共通して指定している試験科目を選んでください。 

・本系を受験することにより，清華大学（中国）との大学院合同プログラムに出願することも可能です。ただし，すべての教員が本プ

ログラム学生を受け入れ可能ではないため，事前に本プログラムの社会理工学コース長ならびに志望する教員と連絡を取り，本

プログラム学生として出願できるか確認してください。詳細は『Ⅲ 清華大学（中国）との大学院合同プログラム入学試験案

内』を参照してください。 

 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

・スコアシートは原本を出願時に提出してください。提出できない場合は，７月１９日（金）17：00(口述試験前日)必着で【記載内容及

び入試に関する問合わせ先に関する問合わせ先】まで書留郵便にて郵送してください。一度提出したスコアシートの差し替えは

一切認めません。また，スコアシートは原則として返却しません。 

 

【筆答専門試験科目】 

筆答専門試験科目：建築学系（試験科目：A：即日設計，B：建築学科目） 

なお，これに代えて，志望する指導教員が指定する以下の系の試験科目を受験することができます（指導教員及びその研究分

野一覧の試験科目の欄に，Ｃと記載されている場合）。 

土木・環境工学系 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 
７月２０日 

（土） 

専門的知識ならびに大学院における研究計画，持参し

た資料についての試問 

設計製図の作品(図面)または卒業研究など

をまとめたものを持参すること 

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

建築学系 
８月１６日 

（金） 

共通科目： 

午前 9:30～11:00 

第Ⅰ群から大問２問，第Ⅱ群から大問２問を解答 

第Ⅰ群: 「建築歴史・意匠」，「都市・まちづくり」，「建

築環境・設備工学」 

第Ⅱ群: 「建築計画」，「建築構造・構造力学」， 

「建築材料・施工」 

専門科目：出願時の指定により指導教員の指定する科

目の内 1 科目を選択 

A：即日設計 

午後 13:30～17:30 

B：建築学科目 

午後 13:30～15:30 

「建築計画」,「都市・まちづくり」,「建築構造・構造力

学」,「建築環境・設備工学」,「建築材料・施工」,「建

築歴史・意匠(小論文)」の６分野より１分野を選択 

配点：筆答専門試験：500 点，英語：100 点 

≪A:即日設計に持ち込み可能なもの≫ 

筆記用具 

［直定規、三角定規（勾配定規を含む），三

角スケール，鉛筆（シャープペンシル、芯

ホルダーを含む），字消し板，消しゴム，ペ

ン，絵具・色鉛筆などの彩色道具，ドラフテ

イングテープ、ティッシュペーパー，鉛筆削

り（芯研器を含む）］ 

飲み物：ペットボトルおよび水筒に限り持ち込

み可能 

口頭試問 
８月２３日

（金） 

専門的知識ならびに大学院における研究計画，持参し

た資料についての試問 

設計製図の作品(図面)または卒業研究など

をまとめたものを持参すること 
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【口頭試問受験資格者の発表】 

   ８月２０日（火）２０時までに建築学系ホームページで公表  

http://www.arch.titech.ac.jp/Japanese/Graduate/index.html 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表  https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html  

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

〒152-8550 東京都目黒区大岡山 2-12-1 M1-50  

東京工業大学 環境･社会理工学院 建築学系 坂田弘安（MAIL：inquiry@arch.titech.ac.jp） 

 

【指導教員及びその研究分野一覧】 

  

研究分野 担当コース及び備考 試験科目

教授 五十嵐 規矩夫 建築構造，鋼構造 建築学系建築学コース B(構造)

教授 奥山 信一 建築意匠，建築設計，図学，建築論
建築学系建築学コース
建築学系都市・環境学コース

A，B(意匠)

教授 大佛 俊泰
都市・建築空間のモデル分析，地域防災・減災計
画，空間情報科学

建築学系建築学コース
建築学系都市・環境学コース

A,B( 計 画 , 都
市 , 構 造 , 環
境),C

教授 河野 進 コンクリート系構造物の耐震設計
建築学系建築学コース
建築学系都市・環境学コース

B(構造)

教授 坂田 弘安 コンクリート系構造，木質構造
建築学系建築学コース
建築学系都市・環境学コース

B(構造)

教授 竹内 徹 建築構造設計，鋼構造，構造デザイン 建築学系建築学コース B(構造)

教授 塚本 由晴 建築意匠，建築設計，都市研究, 建築ふるまい学 建築学系建築学コース A，B(意匠)

教授 安田 幸一 建築意匠，建築設計，建築計画
建築学系建築学コース
建築学系エンジニアリングデザインコース

A，B(意匠)

教授 山﨑 鯛介 建築史 建築学系建築学コース A,B(計画)

教授 横山 裕 建築材料，構法 建築学系建築学コース B(全)

准教授 沖　拓弥 建築計画，防災・減災計画 建築学系建築学コース A,B（全）

准教授 鍵 直樹 環境工学，建築設備，室内空気質，空気清浄 建築学系建築学コース B(環境)

准教授 吉敷 祥一
耐震技術の高度化（免震，制振構造），既存建築
物への効果的な耐震補強技術の開発と普及，被
災した建築物の損傷評価と早期復旧技術の開発

建築学系建築学コース
建築学系都市・環境学コース

B(構造)

准教授 斎尾 直子 建築計画，都市計画，農村計画 建築学系建築学コース
A, B（ 計 画,
都市,意匠）

准教授 塩崎 太伸 建築意匠，建築設計，建築論，都市論 建築学系建築学コース A，B(意匠)

准教授 田村 修次 建築基礎構造，地盤地震工学 建築学系建築学コース B(構造)

准教授 西村 康志郎 コンクリート系構造物の耐震設計・性能設計
建築学系建築学コース
建築学系都市・環境学コース

B(構造)

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考 試験科目

准教授 堀田 久人 建築構造，コンクリート系複合構造 建築学系建築学コース B(構造)

准教授 三上 貴正
住環境の日常安全性評価，建造物の耐久性・健
全性評価，建築材料構法

建築学系建築学コース B(全)

准教授 村田 涼 環境建築，建築設計，建築計画
建築学系建築学コース
建築学系エンジニアリングデザインコース

A，B(意匠)

准教授 湯淺 和博 建築設備，環境工学，エネルギー
建築学系建築学コース
建築学系エンジニアリングデザインコース

B(環境)

教授 藤井 晴行 建築計画，建築環境，デザイン科学
建築学系エンジニアリングデザインコース
建築学系建築学コース

A,B( 計 画 ),
B(構造), B(環
境)

教授 田村 哲郎
都市・建築風工学，環境乱流力学，大気環境予
測，台風・突風リスクアセス，構造物空力制御・制
振

建築学系都市・環境学コース
定年のため今回は志望できません

B（全）,C

教授 中井 検裕 都市計画，都市空間の利用計画，都市政策
建築学系都市・環境学コース
土木･環境工学系都市・環境学コース

A,B(計画, 都
市, 環境) ,C

教授 中村 芳樹
視環境（照明，色彩，昼光）設計および評価，建
築・都市のアピアランス設計および評価，視環境
の心理評価

建築学系都市・環境学コース
建築学系建築学コース

A,B(全)

教授 松岡 昌志
リモートセンシング，ジオインフォマティクス地震防
災，災害情報システム

建築学系都市・環境学コース B（全）,C

教授 元結 正次郎
建築非構造部材の耐震性能，シェル構造の座屈
及び座屈後挙動，固体の計算力学

建築学系都市・環境学コース B(構造)

教授 山田 哲
鋼構造建築，耐震工学，免震・制振構造，構造実
験，動的解析

建築学系都市・環境学コース
建築学系建築学コース

B(構造)

教授 山中 浩明
工学地震学，地盤震動，地震工学，地盤探査工
学，弾性波動シミュレーション

建築学系都市・環境学コース Ｂ（全），Ｃ

准教授 淺輪 貴史
都市・建築環境工学，ヒートアイランド，熱環境シ
ミュレーション，都市緑化，住環境評価，環境のリ
モートセンシング

建築学系都市・環境学コース B(全),C

准教授 大風 翼
都市環境工学，建築都市環境防災，極端気象災
害リスク評価，都市微気候，都市乱流シミュレー
ション，大気拡散・飛雪

建築学系都市・環境学コース B（全）,C

准教授 佐藤 大樹
地震と風を対象とした制振構造・免震構造に関す
る研究

建築学系都市・環境学コース
建築学系建築学コース

B(構造)

准教授 十代田 朗
都市・地域計画学，都市計画史，観光リゾート発
達史，観光計画論

建築学系都市・環境学コース
土木･環境工学系都市・環境学コース

A,B（都市,計
画 , 環 境 , 意
匠）,C

准教授 土肥 真人
ランドスケープ論，コミュニティ・デザイン論，都市
デザイン論

建築学系都市・環境学コース
土木･環境工学系都市・環境学コース

A,B（都市,計
画 , 環 境 , 意
匠）,C

准教授 那須 聖 建築意匠，建築設計，建築計画，都市景観 建築学系都市・環境学コース
A,B（計画,都
市,意匠)

准教授 藤田 康仁 建築史･都市史 建築学系都市・環境学コース
A，B（意匠,計
画,都市）

准教授 真野 洋介 住環境・まちづくり，都市の形態とデザイン
建築学系都市・環境学コース
土木･環境工学系都市・環境学コース

A,B（都市,計
画,意匠）,C

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考 試験科目

教授 齋藤 潮
景観原論，地域景観論，景観計画，公共空間デ
ザイン

土木･環境工学系都市・環境学コース
建築学系都市・環境学コース

A, B(計画, 都
市, 意匠), C

教授 坂野 達郎 地域・公共システムデザイン，マネジメント
土木･環境工学系都市・環境学コース
建築学系都市・環境学コース

A, B(計画, 都
市, 意匠), C

教授 盛川 仁
地震波動場の時空間特性のモデル化，深部地盤
構造探査，地震防災教育

土木･環境工学系都市・環境学コース
土木･環境工学系土木工学コース
建築学系都市・環境学コース

B(構造), C

准教授 真田 純子
都市計画史，地域景観論，農村景観論，農村計
画

土木･環境工学系都市・環境学コース
建築学系都市・環境学コース

A, B(計画, 都
市, 意匠), C

准教授 室町 泰徳
都市計画・都市施設計画，都市交通計画・交通行
動分析，交通と環境

土木･環境工学系都市・環境学コース
土木･環境工学系土木工学コース
建築学系都市・環境学コース

B（全）,C

准教授 古谷 寛
宇宙構造システム工学，展開構造物の概念と設
計，構造システムのダイナミクス，構造最適化

機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース
建築学系都市・環境学コース

B(構造)

特任教
授

小口 恵司 音環境，音響設計
建築学系都市・環境学コース
副指導教員として志望することができます。

Ｂ（計画）

特任教
授

海江田 秀志
地熱工学，物理探査学，微小地震学，地球物理
学

建築学系都市・環境学コース
副指導教員として志望することができます。

Ｂ（全），Ｃ

特任教
授

末松 孝司 シミュレーション技術の防災・環境適用研究
建築学系都市・環境学コース
副指導教員として志望することができます。

B(計画)

特任准
教授

石田 建太朗 建築意匠，建築設計，都市空間設計
建築学系都市・環境学コース
副指導教員として志望することができます。

A,B(計画)

特任准
教授

小林 秀樹 リモートセンシング，農業気象学
建築学系都市・環境学コース
副指導教員として志望することができます。

Ｂ（全），Ｃ

特任准
教授

佐藤 俊明
都市の安心・安全のための空間情報解析，モバイ
ルマッピングシステムを利用した景観解析

建築学系都市・環境学コース
副指導教員として志望することができます。

B（全）,C

特任准
教授

添田 昌志 環境心理・行動学，建築計画
建築学系都市・環境学コース
副指導教員として志望することができます。

A,B(計画)

特任准
教授

平賀 あまな 歴史的建築保存，建築史
建築学系都市・環境学コース
副指導教員として志望することができます。

A，B（意匠,計
画,都市）

指導教員
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環境・社会理工学院 土木・環境工学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/cv/ 
 
【履修コース】 
  土木工学コース，都市・環境学コース，エンジニアリングデザインコース 

 
【取得できる学位】 
  修士（工学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  ５０名 
 

【志望理由書のテーマ等】 

  ・大学院入学後に学修を希望するコース名（第三希望まで）を志望理由書の冒頭部分に記入してください。 

  ・志望研究室，研究分野などに対する志望理由を 1,000 字程度で記入してください。 

 

【出願にあたっての注意】 

・筆答試験受験科目として「土木・環境工学系」を選択してください。なお，志望教員が指定する場合は建築学系が出題する科目を

選択することもできます（指導教員及びその研究分野一覧を参照のこと）。 

・選択する筆答専門試験科目には，あなたが志望する全ての指導教員が共通して指定している試験科目を選んでください。 

・Ａ日程『口述試験』は，出願者の中から，提出された成績証明書をもとに成績優秀者を選定して実施します。なお，成績証明書に

出身学科における成績順位が明記されていない場合，それが明らかとなるような書類(たとえば，出身学科における順位を記載し

た学科長からの手紙など(様式自由))を出願書類に加えることができます。 

・事前に指導を希望する教員と連絡をとることを，教育上の配慮から強く奨励しています。 

・教育上の配慮から，教員あたりの合格者数が制限される場合があります。 

・本系を受験することにより，清華大学（中国）との大学院合同プログラムに出願することも可能です。ただし，すべての教員が本プロ

グラム学生を受け入れ可能ではないため，事前に本プログラムの社会理工学コース長ならびに志望する教員と連絡を取り，本プ

ログラム学生として出願できるか確認してください。詳細は『Ⅲ 清華大学（中国）との大学院合同プログラム入学試験案内』を

参照してください。 

 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

  スコアシートは原本を出願時に提出してください。提出できない場合は，７月１９日(口述試験前日)必着で土木・環境工学系【記載

内容及び入試に関する問合わせ先】まで簡易書留郵便にて郵送してください。一度提出したスコアシートの差し替えは一切認め

ません。また，スコアシートは原則として返却しません。 

 

【筆答専門試験科目】 

筆答専門試験科目：土木・環境工学系（指導教員及びその研究分野一覧の試験科目には C と記載） 

なお，これに代えて，志望教員が指定する場合は建築学系の以下の試験科目を受験することができます（指導教員及びその研究

分野一覧の試験科目には，それぞれ A, B と記載）。 

建築学系（A：即日設計），建築学系（B：建築学科目） 

 

【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２０日（土） 専門的知識ならびに大学院における研究計画について試問する。 

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

土木・環境工学系 

８月１６日（金） 
 

基礎科目 
9:30～11:00 

 
専門科目 

13:30～15:30 

午前 9:30～11:00 

基礎科目（常微分方程式，線形代数，偏微分方程式，確率統計） 

午後 13:30～15:30 

専門科目（構造力学，水理学，土質力学，コンクリート工学，土木計

画学，数理学） 

 

※建築学系が出題する科目を選択した場合は，午前・午後ともに建

築学系の科目を受験すること。 

 

配点： 

筆答専門試験（基礎科目・専門科目）：400 点，英語：100 点 

口頭試問 ８月２３日（金） 専門的知識ならびに大学院における研究計画について試問する。 
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【口頭試問受験資格者の発表】 

・８月２０日（火） ２０時までに大岡山キャンパス緑が丘１号館１階掲示板において掲示により発表します。 

・土木・環境工学系の Web ページ上でも公表します(Web ページ上での公表時刻は掲示よりも遅くなる見込みです)。 

         http://quake.enveng.titech.ac.jp/2019_nyushi/ 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

〒152-8552 東京都目黒区大岡山 2-12-1 W9-36 

東京工業大学 環境・社会理工学院 土木・環境工学系 坂野達郎 (e-mail: inquiry@cv.titech.ac.jp) 

 
【指導教員及びその研究分野一覧】 

研究分野 担当コース及び備考 試験科目

教授 朝倉 康夫 交通工学，交通現象分析，交通システム運用
土木･環境工学系土木工学コース

土木･環境工学系都市･環境学コース
B(都市), C

教授 岩波 光保
維持管理工学，海洋構造工学，マルチスケー
ルデザイン

土木･環境工学系土木工学コース C

教授 鼎 信次郎
水循環・水資源，水災害，河川計画，地球環
境変動

土木･環境工学系土木工学コース

融合理工学系地球環境共創コース
C

教授 髙橋 章浩 地盤工学，地盤防災 土木･環境工学系土木工学コース C

教授 二羽 淳一郎 コンクリート構造，コンクリート工学
土木･環境工学系土木工学コース

出願に当たっては，事前にお問い合わせください

（2021年3月に定年退職予定）

C

教授 廣瀬 壮一 応用力学，波動・振動解析，非破壊評価 土木･環境工学系土木工学コース C

准教授
WIJEYEWICKREM
A ANIL

地震工学，構造工学，固体力学
土木･環境工学系土木工学コース

土木･環境工学系エンジニアリングデザインコース
C

准教授 笠間 清伸 防災地盤工学，地盤信頼性工学
土木･環境工学系土木工学コース

出願に当たっては，事前にお問い合わせください
C

准教授 佐々木 栄一
構造工学，耐震，維持管理工学，構造モニタリ
ング

土木･環境工学系土木工学コース

土木･環境工学系エンジニアリングデザインコース
C

准教授 竹村 次朗
土質基礎工学，土質力学，都市防災，地盤環
境

土木･環境工学系土木工学コース

土木･環境工学系エンジニアリングデザインコース

融合理工学系エンジニアリングデザインコース

C

准教授 千々和 伸浩
維持管理工学，コンクリート工学，材料-構造
応答連成領域

土木･環境工学系土木工学コース C

准教授 福田 大輔
土木計画，交通計画，交通行動分析，交通経
済学

土木･環境工学系土木工学コース

土木･環境工学系都市･環境学コース

土木･環境工学系エンジニアリングデザインコース

B(都市), C

准教授 吉村 千洋
水環境工学，水質工学，応用生態工学，生物
地球化学

土木･環境工学系土木工学コース

融合理工学系地球環境共創コース
C

特任准
教授

BUI QUOC TINH 応用力学，計算力学，破壊力学 土木･環境工学系土木工学コース C

特任准
教授

藤井 学
水環境工学，水処理工学, 水質化学，環境量
子化学

土木･環境工学系土木工学コース C

特定教
授

栗山 善昭 海岸工学，海岸浸食，海岸土砂移動
土木･環境工学系土木工学コース

副指導教員として志望することができます
C

特定准
教授

小林 裕介 橋梁工学，鋼構造学，維持管理工学
土木･環境工学系土木工学コース

副指導教員として志望することができます
C

指導教員
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教授 北詰 昌樹 地盤工学，地盤改良，軟弱地盤対策
土木･環境工学系エンジニアリングデザインコース

土木･環境工学系土木工学コース
C

教授 齋藤 潮
景観原論，地域景観論，景観計画，公共空間
デザイン

土木･環境工学系都市・環境学コース

建築学系都市・環境学コース

A, B(計画,

都市, 意匠),

C

教授 坂野 達郎 地域・公共システムデザイン，マネジメント
土木･環境工学系都市・環境学コース

建築学系都市・環境学コース

A, B(計画,

都市, 意匠),

C

教授 盛川 仁
地震波動場の時空間特性のモデル化，深部
地盤構造探査，地震防災教育

土木･環境工学系都市･環境学コース

土木･環境工学系土木工学コース

建築学系都市･環境学コース

B(構造), C

教授 屋井 鉄雄 国土・都市計画，環境交通工学
土木･環境工学系都市・環境学コース

土木･環境工学系土木工学コース

融合理工学系地球環境共創コース

B(都市), C

准教授 真田 純子
都市計画史，地域景観論，農村景観論，農村
計画

土木･環境工学系都市・環境学コース

建築学系都市・環境学コース

A, B(計画,

都市, 意匠),

C

准教授 室町 泰徳
都市計画・都市施設計画，都市交通計画・交
通行動分析，交通と環境

土木･環境工学系都市･環境学コース

土木･環境工学系土木工学コース

建築学系都市･環境学コース

B(全), C

特任准
教授

鈴木 敦士 エネルギーシステム，エネルギー政策
土木･環境工学系都市・環境学コース

副指導教員として志望することができます
B(全), C

特定准
教授

鈴木 高二朗
津波・高潮防災，湾域の流れと水質環境，海
洋レクリエーション

土木･環境工学系都市・環境学コース

副指導教員として志望することができます
B(全), C

教授 中井 検裕 都市計画，都市空間の利用計画，都市政策
建築学系都市・環境学コース

土木･環境工学系都市・環境学コース

A, B(計画,

都市, 環境),

C

准教授 十代田 朗
都市・地域計画学，都市計画史，観光リゾート
発達史，観光計画論

建築学系都市・環境学コース

土木･環境工学系都市・環境学コース

A, B(計画,

都市, 環境,

意匠), C

准教授 土肥 真人
ランドスケープ論，コミュニティ・デザイン論，都
市デザイン論

建築学系都市・環境学コース

土木･環境工学系都市・環境学コース

A, B(計画,

都市, 環境,

意匠), C

准教授 真野 洋介 住環境・まちづくり，都市の形態とデザイン
建築学系都市・環境学コース

土木･環境工学系都市・環境学コース

A, B(計画,

都市, 意匠),

C

教授 神田 学 都市気象学，大気環境学
融合理工学系地球環境共創コース

土木･環境工学系土木工学コース
C

教授 木内 豪
水文学，流域・都市の水・物質循環と環境管
理，アジアの流域水管理，氷河後退と水資源
評価，環境中の汚染物質輸送

融合理工学系地球環境共創コース

土木･環境工学系土木工学コース
C

教授 花岡 伸也 交通開発学，ロジスティクス，航空
融合理工学系地球環境共創コース

土木･環境工学系土木工学コース
C

准教授 髙木 泰士 沿岸域防災
融合理工学系地球環境共創コース

土木･環境工学系土木工学コース
C

准教授 中村 恭志
数値環境水理学，コンピュータシミュレーション
による湖沼・河川における流れと環境現象の把
握，高精度シミュレーションモデルの開発

融合理工学系地球環境共創コース

土木･環境工学系土木工学コース
C

准教授 中村 隆志
生態系モデリング及び数値シミュレーション，
沿岸生態学，生物地球科学，物質循環

融合理工学系地球環境共創コース

土木･環境工学系土木工学コース
C

指導教員
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環境・社会理工学院 融合理工学系 

 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/tse/ 
 
【履修コース】 
  地球環境共創コース，原子核工学コース，エンジニアリングデザインコース，エネルギーコース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学，工学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  ８６名 
 

【志望理由書のテーマ等】 

  大学院志望の理由，志望する研究分野・研究内容・研究室について１，０００字程度にまとめて下さい。 

 

【出願にあたっての注意】 

  教育上の配慮から，教員あたりの合格者数が制限される場合があります。 

  志願者は，出願前に第１志望の指導教員と必ず予め相談してから出願して下さい。 

 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

・スコアシートは原本を出願時に提出してください。 

・提出できない場合は，７月５日（金）（必着）までに下記の【記載内容及び入試に関する問合わせ先】まで簡易書留郵便にて郵送

してください。 

・一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。 

・スコアシートの原本は返却しません。 

 

【筆答専門試験科目】 

  筆答専門試験科目名：融合理工学系 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２０日（土） 
専門的知識及び学士論文研究の内容等についての試

問 
  

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

融合理工学系 
８月１６日（金） 

9:30～10:30 

13:00～15:00 

午前（60 分）：小論文・読解 

 

午後（120 分）：以下の２科目から 1 科目選択して 

解答する 

問題 A（数的推理科目） 

 全問解答式 

問題 B（理工系基礎・専門科目） 

 以下の８題から２題を選択して解答 

微分積分，線形代数，確率・統計，力学， 

電磁気学，化学，生物学，原子核工学 

配点： 

小論文・読解 100 点， 

午後選択問題 200 点， 

英語外部試験 150 点 

口頭試問 ８月１７日（土） 
志望する研究分野，学士論文研究の内容等について

の試問 
  

 

【口頭試問受験資格者の発表】 

筆答試験受験者全員に口頭試問を行います。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表 https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

〒152-8550 東京都目黒区大岡山 2-12-1 石川台 4 号館 303 東京工業大学環境・社会理工学院融合理工学系 中崎清彦 

TEL 03-5734-3169, E-MAIL nakasaki.k.aa@m.titech.ac.jp 
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【指導教員及びその研究分野一覧】 

研究分野 担当コース及び備考

教授 日野出 洋文 固体無機化学，環境触媒工学
○融合理工学系地球環境共創コース
☆2020年3月定年予定のため，原則として学生を受け
入れません。

教授 神田 学 都市気象学，大気環境学
○融合理工学系地球環境共創コース
土木・環境工学系土木工学コース

教授 髙田 潤一
無線通信，電波応用センシング・計測，ＩＣＴと国
際開発

○融合理工学系地球環境共創コース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

教授 中﨑 清彦 環境生物工学，生物化学工学 ○融合理工学系地球環境共創コース

教授 髙橋 邦夫 物性理論，材料科学，加工プロセス
○融合理工学系地球環境共創コース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース
融合理工学系エネルギーコース

教授 花岡 伸也
交通開発学，国際物流・ロジスティクス，航空・空
港政策

○融合理工学系地球環境共創コース
土木・環境工学系土木工学コース

准教授 阿部 直也 環境・社会持続性評価, 環境経済学，国際開発
○融合理工学系地球環境共創コース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

准教授 髙木 泰士 海岸工学，防災工学
○融合理工学系地球環境共創コース
土木・環境工学系土木工学コース

准教授 山下 幸彦 画像認識，パターン認識，情報処理と開発 ○融合理工学系地球環境共創コース

准教授 江頭 竜一
分離・精製プロセス，バイオエネルギー製造，バ
イオマス処理，各種水処理，金属分離，石油精
製，溶媒抽出，吸着

○融合理工学系地球環境共創コース

准教授 秋田 大輔 航空宇宙システム，高速空気力学
○融合理工学系地球環境共創コース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース
融合理工学系エネルギーコース

教授 木内 豪
水文学，流域・都市の水・熱・物質循環，アジア
の流域水管理，氷河後退と水資源，環境中の汚
染物質輸送

○融合理工学系地球環境共創コース
土木・環境工学系土木工学コース

教授 村山 武彦
環境政策・計画，リスク評価と管理，環境・リスク
コミュニケーション，環境アセスメント，政策対話，
社会的意思決定

○融合理工学系地球環境共創コース

准教授 中村 恭志
数値環境水理学，コンピュータシミュレーションに
よる湖沼・河川における流れと環境現象の把握，
高精度シミュレーションモデルの開発

○融合理工学系地球環境共創コース
土木・環境工学系土木工学コース

准教授 高橋 史武
付加価値創造型の廃棄物リサイクル，リスク評
価，廃棄物リサイクルの社会心理学，超臨界流
体化学

○融合理工学系地球環境共創コース

准教授 錦澤 滋雄
環境アセスメント，市民参加，合意形成，再生可
能エネルギーの社会的受容性

○融合理工学系地球環境共創コース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

准教授 時松 宏治
エネルギー技術，資源需給，環境影響，経済評
価，持続可能な発展

○融合理工学系地球環境共創コース
融合理工学系エネルギーコース

准教授 中村 隆志
生態系モデリング及び数値シミュレーション，沿
岸生態学，生物地球科学，物質循環

○融合理工学系地球環境共創コース
土木・環境工学系土木工学コース

教授 山口 しのぶ
教育とＩＴ，国際開発と協力，世界文化遺産地域
開発

○融合理工学系地球環境共創コース

教授 野原 佳代子
言語学，翻訳理論，科学技術コミュニケーション
論

○融合理工学系地球環境共創コース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

准教授 佐藤 由利子
国際教育政策，開発経済，政策評価，国際協
力，地域開発，外国人材受入れと多文化共創

○融合理工学系地球環境共創コース

准教授
HOPE THOMAS
EDWIN

社会学，ヒューマンコンピューターインタラクション
(HCI)，サイエンス・コミュニケーション

○融合理工学系地球環境共創コース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース
教員の都合により今回は志望できません。

教授 鼎 信次郎
水循環・水資源，水災害，河川計画，地球環境
変動

○土木・環境工学系土木工学コース
融合理工学系地球環境共創コース

准教授 吉村 千洋
水環境工学，水質工学，応用生態工学，生物地
球化学

○土木・環境工学系土木工学コース
融合理工学系地球環境共創コース

教授
CROSS
JEFFREY
SCOTT

Biomass Engineering (Biofuel), Energy Policy,
MOOC Learning Analytics and Global
Engineering Education

○融合理工学系エネルギーコース
融合理工学系地球環境共創コース
材料系材料コース

教授 屋井 鉄雄 国土・都市計画，環境交通工学
○土木･環境工学系都市・環境学コース
土木･環境工学系土木工学コース
融合理工学系地球環境共創コース

准教授 青柳 貴洋 環境電磁工学，電波伝搬
○電気電子系電気電子コース
融合理工学系地球環境共創コース

特任教
授

松川 圭輔 プロジェクトマネジメント，建設材料
○融合理工学系地球環境共創コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■(株)千代田化工建設

特任教
授

佐々木 正和 化学工学物性，プロセス合成
○融合理工学系地球環境共創コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■(株)東洋エンジニアリング

特定教
授

青柳 みどり
リスク社会学，環境社会学，メディアとリスク，社
会調査法

○融合理工学系地球環境共創コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■国立環境研究所

特定教
授

井上 徹教 沿岸域水環境，水圏環境工学
○融合理工学系地球環境共創コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■港湾空港技術研究所

特定教
授

市井 和仁
陸域の水・炭素循環のモデリング，衛星リモート
センシング

○融合理工学系地球環境共創コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■千葉大学

指導教員

-82-



 

研究分野 担当コース及び備考

特定准
教授

中道 久美子 都市・地域計画, 交通計画, 環境計画
○融合理工学系地球環境共創コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■交通エコロジー・モビリティ財団

教授 竹下 健二
環境化学工学，リサイクル工学，廃棄物工学，原
子燃料サイクル工学

○融合理工学系原子核工学コース
融合理工学系地球環境共創コース

教授 千葉 敏

核反応基礎工学，核反応利用システムとしての
原子力および関連分野，核反応機構，核反応シ
ミュレーション，粒子線輸送シミュレーション，核
データ，宇宙核物理学

○融合理工学系原子核工学コース

教授 小原 徹
革新的原子炉概念（小型原子炉，高温ガス炉，
鉛冷却高速炉，CANDLE炉），原子炉の受動安
全，臨界安全過渡解析，原子炉物理学

○融合理工学系原子核工学コース

准教授 筒井 広明
プラズマ物理（平衡，安定性，輸送），核融合工
学（磁場設計，制御），超伝導磁気エネルギー貯
蔵

○融合理工学系原子核工学コース

准教授 松本 義久 放射線，DNA，分子・細胞生物学，癌治療 ○融合理工学系原子核工学コース

教授 林﨑 規託
加速器物理工学，医療用加速器，加速器駆動
中性子源，放射線セキュリティ工学

○融合理工学系原子核工学コース

教授 飯尾 俊二
磁場閉じ込め核融合，プラズマ物理，レーザー
計測，応用電磁気学

○融合理工学系原子核工学コース
☆2021年3月定年予定のため，原則として学生を受け
入れません。

准教授 相樂 洋

核不拡散・核セキュリティ・核安全(3S)，核拡散抵抗

性の高い原子力システム，核のゴミ低減を目指した原

子炉(核変換工学)，核物質の非破壊測定手法の研

究(放射線工学)，原子炉物理，数値解析

○融合理工学系原子核工学コース

准教授 片渕 竜也
中性子科学，原子核物理学，物質変換工学，中
性子捕捉療法，放射線計測

○融合理工学系原子核工学コース

教授 大貫 敏彦

放射性廃棄物処理処分，固液界面反応，微生物に

よる放射性核種の化学状態変化，放射性核種の環

境挙動，多孔質媒体中物質移動モデル，廃棄物固

化，環境浄化，キノコとセシウム

○融合理工学系原子核工学コース
☆2021年3月定年予定のため，原則として学生を受け
入れません。

准教授 長谷川 純
プラズマ科学，量子ビーム科学，慣性核融合，ク
ラスタービーム，核融合中性子源

○融合理工学系原子核工学コース
機械系エネルギーコース
機械系機械コース

教授 加藤 之貴

エネルギーシステム，エネルギー工学，エネル
ギー変換・貯蔵・輸送，ケミカルヒートポンプ，水
素エネルギー，燃料電池，炭素循環型エネル
ギーシステム

○応用化学系原子核工学コース
融合理工学系原子核工学コース

准教授 赤塚 洋
プラズマ理工学，プラズマ分光学，プラズマ内の
原子分子過程

○電気電子系原子核工学コース
電気電子系電気電子コース
融合理工学系原子核工学コース

准教授 塚原 剛彦

核燃料サイクル，レアアース・アクチノイド化学，
放射性廃棄物地層処分，マイクロ・ナノ化学，機
能性高分子，極微量分析，極限環境下の溶液
化学（超臨界，過冷却，ナノ間隙）

○応用化学系原子核工学コース
融合理工学系原子核工学コース

准教授 木倉 宏成
原子力安全工学，計測工学，原子炉診断工学，
原子炉プロセス制御，革新的軽水炉システム及
び高速増殖炉システムの安全機能

○機械系原子核工学コース
機械系エネルギーコース
融合理工学系原子核工学コース

指導教員
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研究分野 担当コース及び備考

准教授 鷹尾 康一朗
核燃料サイクル，アクチノイド化学，イオン液体，
放射性廃棄物処理・処分，除染，錯体触媒，核
種分離，原子炉水化学

○応用化学系原子核工学コース
融合理工学系原子核工学コース

特定准
教授

竹内 正行
核燃料サイクル，再処理工学，腐食科学，材料
工学，分析化学

○融合理工学系原子核工学コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■日本原子力研究開発機構

特定教
授

船坂 英之
次世代型燃料サイクル工学（先進湿式再処理技
術，簡素化燃料製造技術），MA分離工学（溶媒
抽出法，抽出クロマトグラフィ法）

○融合理工学系原子核工学コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■日本原子力研究開発機構

特定教
授

小山 真一
核燃料工学，放射化学，分析化学，アクチノイド
分析，照射後試験技術，先進オリエントサイクル

○融合理工学系原子核工学コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■日本原子力研究開発機構

特定教
授

石原 正博
材料工学，黒鉛および耐熱セラミックスの照射挙
動，材料挙動のモデリング，原子炉構造工学，高
温ガス炉，革新炉

○融合理工学系原子核工学コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■日本原子力研究開発機構

特定教
授

古谷 正裕
原子炉熱工学，原子炉材料工学，伝熱工学，数
値流体力学，原子力安全工学，電気化学，計測
制御工学，信号処理工学

○融合理工学系原子核工学コース
他の専任教員と共同指導の場合のみ受け入れます。
■電力中央研究所

教授 西條 美紀
コミュニケーションデザイン，ユーザー中心設計，
知識管理・談話管理

○融合理工学系エンジニアリングデザインコース
技術経営専門職学位課程

教授 齊藤 滋規
エンジニアリングデザイン,ロボティクス,マイクロア
センブリ,マイクロメカニクス,マイクロ物理

○融合理工学系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース
技術経営専門職学位課程

准教授 因幡 和晃
連続体力学，材料力学，計算工学，衝撃工学，
燃焼工学，流体構造連成問題，マルチフィジック
ス

○融合理工学系エンジニアリングデザインコース
機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース
技術経営専門職学位課程

教授 武田 行生
ロボット・メカトロニクス機器・福祉機器の機構・機
械要素・制御，機械運動系の解析・総合

○機械系機械コース
機械系エンジニアリングデザインコース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

准教授 中丸 麻由子
社会シミュレーション，人間行動進化学，数理生
物学，進化ゲーム理論，社会－生態系結合モデ
ル

○技術経営専門職学位課程
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

准教授 近藤 正聡
核融合炉工学，原子炉材料共存性工学，液体
金属工学，溶融塩工学

○機械系原子核工学コース
融合理工学系系原子核工学コース

准教授 八木 透
医用生体工学，福祉工学，神経工学，脳科学，
視覚化学，ヒューマンインタフェース，生体信号
計測／処理

○機械系ライフエンジニアリングデザインコース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース
生命理工学系ライフエンジニアリングコース
機械系機械コース

指導教員
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環境・社会理工学院 社会・人間科学系 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/shs/ 
  http://www.shs.ens.titech.ac.jp/~course/ （詳細版） 
 
【履修コース】 
  社会・人間科学コース 
 
【取得できる学位】 
  修士（理学，工学又は学術） 
 
【受入可能予定人数】 
  ４８名 
 

【志望理由書のテーマ等】 

これまで行った学修や研究の内容及び修士課程で予定している学修や研究の目的・内容・計画等について，３，０００字程度にまと

めたもの。 

 

【出願にあたっての注意】 

・教育上の配慮から，教員あたりの合格者数が制限される場合があります。また，指導教員の決定に当たっては，成績が優先され

ます。 

・本系を受験することにより，清華大学（中国）との大学院合同プログラムに出願することも可能です。詳細は『Ⅲ 清華大学（中
国）との大学院合同プログラム入学試験案内』を参照してください。 

 

【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

  スコアシートは原本を必ず出願時に提出してください。出願受付締切後の提出は一切認めません。 

  一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 

 

【筆答専門試験科目】 

  筆答試験は実施しません。 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２３日（火） 

試験の形式：面接試験 

試験の内容： 

これまで行った学修や研究の内容及び修士課程で予定している

学修や研究の目的・内容・計画等についての試問。 

受験資格者の判定：出願書類を用いて系が決定します。 

合否の判定には出願書類と上記試験（面接試験）の結果を用い

ます。 

  

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

社会・ 

人間科学系 
実施しません  

志願票及び整理票
の該当箇所に記入

すること。詳細は出
願書類等記入要領
を参照 

口頭試問 ８月２０日（火） 

試験の形式：論述および面接試験 

試験の内容： 

１．論述：修士課程で予定している学修や研究の目的・内容・計

画等に関して与えられたテーマについて 1,200 字程度で記述す

る。時間は 1 時間。 

２．面接試験：１の論述と修士課程で予定している学修や研究の

目的・内容・計画等についての試問。 

 

受験資格者の判定：上記Ａ日程『口述試験』で合格となった者以

外の受験生全員を対象とします。 

合否の判定には出願書類と上記試験（論述と面接試験）の結果

を用います。 

  

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

〒152-8552 東京都目黒区大岡山 2-12-1 W9-28 

東京工業大学 環境・社会理工学院 社会・人間科学系・コース主任 弓山 達也 

MAIL：yumiyama@ila.titech.ac.jp 
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【指導教員及びその研究分野一覧】 
※印を付してある指導教員は、定年、海外出張、その他の理由のため今回は志願できません。 
◆印を付してある指導教員は、主指導教員にはなれません。 

研究分野 担当コース

教授 磯﨑 憲一郎 文学，文芸創作 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 猪原 健弘 意思決定，社会モデリング 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 上田 紀行 文化人類学，比較価値論（癒し・宗教，社会変革論） 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 國分 功一郎 哲学, 政治哲学, 現代思想 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 佐久間 邦弘 運動生化学, 骨格筋の肥大・萎縮・再生機構の解明 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 調 麻佐志 科学技術社会論，科学計量学
社会・人間科学系社会・人間科学コース
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

教授
DE FERRANTI
HUGH

音楽学，日本芸能史 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 中島 岳志 政治学，南アジア地域研究，日本思想史 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 中島 秀人 科学技術史，科学技術社会論 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 中野 民夫
コミュニケーション論，ワークショップ論，ファシリテーション論，参加
型の場づくり，マインドフルネス

社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 中山 実※
知覚認知，言語理解，ヒューマンファクタ，教育システム評価，教
育工学

社会・人間科学系社会・人間科学コース
情報通信系情報通信コース
システム制御系システム制御コース

教授 林 直亨 運動・スポーツ生理学，健康科学，摂食・精神作業に伴う循環応答 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 札野 順※
科学技術倫理，科学史，科学技術社会論，ポジティブ・エデュケー
ション

社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 室田 真男 教育工学，教育・学習システム開発 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 栁瀬 博一 メディア論 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 山崎 太郎 ドイツ文学，ドイツオペラ 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 山元 啓史 言語学，計量言語学，日本語教育システム論 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 弓山 達也 宗教学，現代スピリチュアリティ研究 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 劉 岸偉 近代日中文化交渉論，比較文化史，比較文学 社会・人間科学系社会・人間科学コース

教授 若松英輔 近代日本精神史 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 伊藤 亜紗 美学，現代アート 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 江川 緑※
精神保健学（多文化間精神保健・職場の精神保健・地域精神保
健），組織行動論，共生社会論

社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 金子 宏直 法学（特に民事訴訟法，倒産法，知的財産法，電子証拠法） 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 川名 晋史 国際政治学，安全保障論 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 北村 匡平 映像文化論, 歴史社会学, メディア史 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 小泉 勇人
英国初期近代劇(16-17世紀イギリス文学)，シェイクスピア劇の映
像化，アカデミック・ライティング教育，映画英語教育

社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 佐藤 礼子 日本語教育学，第二言語習得 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 鈴木 悠太 教育学，学校改革研究，教師教育 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 須田 和裕
運動生理学，スポーツ（ボールゲーム）における行動解析，スポー
ツ認知心理学

社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 戦 暁梅 近代日中美術交渉史 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 永岑 光恵 心理生理学，ストレス科学 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 西田 亮介
社会学，公共政策学，社会情報学，情報社会論，メディア論，
ジャーナリズム研究

社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 平川 八尋※ 理論言語学（統語論及び統語と意味のインターフェイス） 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 福留 真紀 日本近世政治史 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 松田 稔樹
教育工学，数学・科学技術・情報教育，教育方法,e-learning，
ゲーミング・シミュレーション

社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 丸山 剛生 バイオメカニクス，スポーツ工学，生体情報 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 森田 淳子
日本語教育学，教育工学，教授システム学，インストラクショナル
デザイン

社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 山岸 侯彦 認知科学，意思決定論 社会・人間科学系社会・人間科学コース

准教授 山根 亮一 アメリカ文学・文化研究 社会・人間科学系社会・人間科学コース

講師 毛塚 和宏 計量社会学, 数理社会学 社会・人間科学系社会・人間科学コース

講師 多久和 理実 科学技術史, 科学技術コミュニケーション 社会・人間科学系社会・人間科学コース

助教 石川 国広◆
体験教育論，認知行動療法（ストレスマネジメント），カウンセリング
心理学，スポーツ精神医学

社会・人間科学系社会・人間科学コース

助教 岩男 征樹◆ 文化心理学, メディア心理学 社会・人間科学系社会・人間科学コース

助教 河村 彩◆ 近現代美術，ロシア文化，表象文化論 社会・人間科学系社会・人間科学コース

助教 栗山 直子◆ 認知心理学，教育心理学，認知科学，学習科学 社会・人間科学系社会・人間科学コース

助教 小谷 泰則◆ 生理心理学，脳科学，スポーツ心理学 社会・人間科学系社会・人間科学コース

助教 畑中 健二◆ 日本思想史 社会・人間科学系社会・人間科学コース

助教 ベクタス ヤクブ◆ 科学技術史，技術哲学，電信技術の社会史，技術と文学 社会・人間科学系社会・人間科学コース

指導教員
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環境・社会理工学院 技術経営専門職学位課程 
 
【系ウェブサイト】 ※最新情報等を系ウェブサイトに掲載します。随時確認してください。 
  https://educ.titech.ac.jp/isc/admissions/ 
 
【取得できる学位】 
  技術経営修士（専門職） 
 
【受入可能予定人数】 
  ４３名 
   
【志望理由書のテーマ等】 

１．なぜ本課程で学びたいか， ２．これまでに行った誇らしいと思う事柄， ３．関心ある学習・研究テーマとその動機， 

をそれぞれ５００字程度にまとめ，記載すること。 

 

【出願にあたっての注意】 

・厚生労働省による専門実践教育訓練給付制度の指定講座です。 

・技術経営専門職学位課程は本年１２月に別途，在職中の社会人のみを対象に入学試験を実施します。 

 １２月の入学試験に関する募集要項は別途配布いたします。 

・参考のため，GMAT のスコアを持っている方はＡ日程『口述試験』又はＢ日程『筆答試験』の試験時に提出をお願いします（写し

でも可）。なお，入試の合否判定には一切使用しません。 

 
【外部英語テストのスコアシートの取扱い】 

  スコアシートは原本を出願時に提出してください。 

  出願時に提出できない場合，Ａ日程『口述試験』又はＢ日程『筆答試験』の試験時に提出してください。 

  一度提出したスコアシートの差し替えは一切認めません。また，スコアシートは返却しません。 

 

【筆答専門試験科目】 

筆答専門試験科目名 ：技術経営 

 
【試験実施日程等】 

試験区分 試験日 試験内容等 備考 

Ａ
日
程 

口述試験 ７月２２日（月） 
学力，勉学意欲，今後の学習テーマ等に関す
る質疑応答 

  

Ｂ
日
程 

筆
答
試
験 

技術経営 
８月１６日（金） 

10:00～12:00 

技術経営 
（論理力，思考力，記述力等を問う内容） 
試験時間： 120 分 

配点： 

筆答専門試験：100 点，英語：20 点 

  

口頭試問 ８月２３日（金） 
学力，勉学意欲，今後の学習テーマ等に関す
る質疑応答 

  

 

【口頭試問受験資格者の発表】 

８月２０日（火）１７時頃より，技術経営ホームページ（https://educ.titech.ac.jp/isc/）にて公表します。 

 

【過去の筆答試験問題の公表】 

ホームページで公表  https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/past_exam_papers.html 

 

【記載内容及び入試に関する問合わせ先】 

〒108-0023 東京都港区芝浦 3-3-6-CIC807 

環境・社会理工学院等田町地区事務グループ事務室 

TEL：03-3454-8912／MAIL：tam.inv@jim.titech.ac.jp 

  

-88-



【指導教員及びその研究分野一覧】 

 

 

研究分野 担当コース及び備考

教授 池上 雅子
国際政治学・安全保障論，紛争予防と信頼醸
成，軍縮軍備管理・核不拡散，科学技術政策論

技術経営専門職学位課程

教授 梶川 裕矢
イノベーションマネジメント，新規事業企画，研究
開発マネジメント，科学技術イノベーション政策
の科学，持続可能性学，科学計量学

技術経営専門職学位課程

教授 後藤 美香 企業経済学，エネルギー経済学，生産性分析
技術経営専門職学位課程
融合理工学系エネルギーコース

教授 西條 美紀
コミュニケーションデザイン，ユーザー中心設計，
知識管理・談話管理

技術経営専門職学位課程
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

教授 齊藤 滋規
デザイン思考を活用した製品・サービス開発 ，エ
ンジニアリングデザイン，ユーザー中心設計

技術経営専門職学位課程
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

教授 橋本 正洋
イノベーション政策，知財戦略，知財政策，技術
経営学

技術経営専門職学位課程

教授 日髙 一義
サービス科学，製造業・情報産業・医療・交通・
エネルギーマネジメントに於けるサービスイノ
ベーション

技術経営専門職学位課程

准教授 因幡 和晃
エンジニアリングデザイン，機械工学，マルチフィ
ジックス

技術経営専門職学位課程
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

准教授 杉原 太郎
ヒューマンコンピュータインタラクション，技術経
営，ユーザ行動分析

技術経営専門職学位課程

准教授 仙石 愼太郎
技術経営学，経営組織論，バイオ・ヘルスケア産
業論

技術経営専門職学位課程

准教授 辻本 将晴 経営戦略論，経営組織論 技術経営専門職学位課程

准教授 中丸 麻由子 社会シミュレーション，人間行動進化学
技術経営専門職学位課程
融合理工学系エンジニアリングデザインコース

教授 比嘉 邦彦
テレワーク，クラウドソーシング，ｅ－コマース，組
織改革，地域活性化

技術経営専門職学位課程
※定年，海外出張，その他の理由のため今回
は志望できません。

教授 藤村 修三
イノベーション理論，技術者のキャリア，サイエン
ス型産業

技術経営専門職学位課程
※定年，海外出張，その他の理由のため今回
は志望できません。

教授 宮崎 久美子
技術経営戦略，科学技術政策，セクターイノ
ベーションシステム，Ｒ＆Ｄマネジメント

技術経営専門職学位課程
※定年，海外出張，その他の理由のため今回
は志望できません。

指導教員
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Ⅲ 清華大学（中国）との大学院 

   合同プログラム入学試験案内 
２０２０年４月入学  
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１ はじめに 

 

(１) 大学院合同プログラムの概要等 

 この合同プログラムは，日本と海外の 2 つの学位が取得できるという，大学院レベルではわが国初のダブル・ 

ディグリープログラムです。参加学生の方は，東京工業大学及び清華大学（中国）の双方に修士課程学生として在籍

し，日中両大学の指導教員の指導の下，両大学からそれぞれ修士の学位を取得することになります。 

そして，このプログラムに参加することにより，国際的リーダーシップを発揮できる優れた理工系人材となることが

期待されております。 

なお，本プログラムには，ナノテクノロジーコース，バイオコース，社会理工学コースの 3つが設けられていま

す。 

カリキュラムについては，日本語及び中国語を主とし，必要に応じて英語も交えて行われるため，専門領域での知

識のみならず，日本語，中国語，英語の三カ国語もあわせて習得することができます。（※入学試験においては，中国

語の語学力は選考の対象となっておりません。中国語については，本プログラムが開催している中国語講座を受講す

ることにより，渡中までに十分な語学力を身につけることができるように配慮されております。） 

    

 (２) 研究期間，標準的スケジュール等 

本プログラムの学生の方は，修学の途中で日本－中国間のキャンパスの移動を行います。課程の修了に要する年数

は，２年半です。 

入学後半年は東工大のみに学籍を有し，その後の２年間は，東工大及び清華大に学籍を有します。 

以下に，入学前後から修了までの標準的なスケジュールを示します。 

 
 
 
 

ナノテクノロジーコース・社会理工学コース  
 
 
 

バイオコース  
 

スケジュール 
滞在

場所 

 
スケジュール 

滞在

場所 

 

2019年 8月 

   

2020年 1月 

        4月 

 

         8月 

       

9月 

 

 

2021年7～8月 

 

 

2022年 2月 

 

      3～4月 

 

       7月 

 

         9月 

 

入学試験(東工大) 

 

留学申請(清華大へ) 

入学(東工大) 

 

清華大へ移動 

入試面接(清華大) 

入学(清華大) 

 

 

東工大へ移動 

 

 

論文発表(東工大) 

 

清華大へ移動 

 

論文発表及び学位授与(清華大) 

 

学位授与(東工大) 

  

2019年 8月 

 

2020年 1月 

        4月 

 

      8月 

 

     9月 

 

 

2021年 9月 

 

 

 

 

2022年 7月 

 

    7～8月 

 

     9月 

 
入学試験（東工大） 
 
留学申請（清華大へ） 
入学（東工大） 
 
清華大へ移動 
入試面接（清華大） 
入学（清華大） 
 
 
論文発表（清華大） 
東工大へ移動 
 
 
 
学位授与（清華大） 
 
論文発表（東工大) 
 
学位授与（東工大） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日

本

滞

在 

 

 

 

 

中

国

滞

在 

 

  

 

  

     

 (３) 納付金 

東京工業大学へは授業料（２年半）等を納付する必要がありますが，清華大学への授業料等は不徴収と同等の扱い

となります。 

          

 (４) その他志願者にとっての重要な情報等 

東工大生の方は，清華大学滞在時に，東工大教員が清華大学で開講する日本語を用いる講義を受講することによ

り，一定の単位を取得することができます。 

なお，日本－中国間の移動に要する旅費，清華大での生活費は自己負担です。宿舎は清華大が用意したものに入居

できます。（およそ８０人民元／日，１２，３００人民元／学期，２２，２００人民元／年）※このプログラムに参加

すると，トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラムや,日本学生支援機構（JASSO）の奨学金制度である海外留学支援

制度や，中国政府奨学金，学費奨学金に応募することができます。（H30年度実績） 

 

２ 専門コースの概要 
 
 (１) ナノテクノロジーコース 

本コースは，東京工業大学 工学院 電気電子系，物質理工学院 材料系，および物質理工学院 応用化学系と中国・清
華大学 材料学院，化学工程系高分子研究所により構成されています。 
本コースでは，理工学を基盤として金属・合金，セラミックス，有機化合物などのナノ構造設計・制御に関する学際

的分野，特に，電子材料，デバイス，機械，航空宇宙などの先端材料への応用分野に関する教育・研究及び産業におい
て日中両国で活躍できる有為な人材を育成することを目的とします。  
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 (２) バイオコース 
本コースは，東京工業大学 生命理工学院 生命理工学系と中国・清華大学 化学工程系，生命科学学院，医学院から

構成されています。 
本コースでは，理工学を基盤としてバイオサイエンスとバイオテクノロジーに関する学際的分野，特に環境・資源・

エネルギー・医療などの分野の教育・研究及び産業において日中両国で活躍できる有為な人材を育成することを目的と
します。 

 
 (３) 社会理工学コース 

本コースは，東京工業大学 工学院 経営工学系，環境・社会理工学院 土木・環境工学系，建築学系および環境・社
会理工学院 社会・人間科学系と中国・清華大学 公共管理学院，人文学院，教育研究院，社会科学院により構成されて
います。 
本コースでは，社会理工学を基盤にして意思決定や政策形成に関する学際的分野，特に公共管理，政策科学，知的財

産権，科学技術と社会，などの分野で，教育・研究に携わったり，企業や政府，国際機関で指導的立場についたりし
て，日中両国で活躍できるグローバルな人材を育てることを目的とします。 

 

３ 学院・系・コース及び募集人員                               

コ ー ス 名 学院・系・コース 募集人員 

ナノテクノロジーコース 

工学院       電気電子系 電気電子コース 

若干人 

物質理工学院 材料系 材料コース 

       材料系 エネルギーコース 

       材料系 ライフエンジニアリングコース 

       材料系 原子核工学コース 

 応用化学系 応用化学コース 

       応用化学系 エネルギーコース 

        応用化学系 ライフエンジニアリングコース 

       応用化学系 原子核工学コース 

バ イ オ コ ー ス 
生命理工学院 生命理工学系 生命理工学コース 

若干人 
       生命理工学系 ライフエンジニアリングコース 

社 会 理 工 学 コ ー ス 

工学院    経営工学系 経営工学コース 

若干人 
環境･社会理工学院 建築学系 都市・環境学コース 

環境･社会理工学院 土木･環境工学系 都市・環境学コース 

環境･社会理工学院 社会･人間科学系 社会・人間科学コース 

   ※過去実績： 9名（平成 31年 4月入学者）， 6名（平成 30年 4月入学者） 

 

４ 注意事項 

 

(１)合同プログラムを志望される方は，各コース長に，必ず事前にご相談ください。      

ナノテクノロジーコース長 中嶋健 教授 nakajima.k.aa@m.titech.ac.jp 

バイオコース長 蒲池利章 教授 tkamachi@bio.titech.ac.jp 
 ※生命理工学系ライフエンジニアリングコースを志望される方は,下記副主任とも

ご連絡ください。 

ライフエンジニアリングコース副主任：近藤科江 教授 kondoh@bio.titech.ac.jp 

社会理工学コース長 猪原健弘 教授 inohara.t.aa@m.titech.ac.jp 

合同プログラムを志望される方は，各学院・系を志望し，その学院・系の出題する試験を受けることになります。 
学院・系の案内，試験実施内容，指導教員及びその研究分野一覧は，該当学院・系の案内ページを参照してください。
当該学院・系に所属するすべての教員が受入れ可能とは限りません。事前に上記コース長ならびに志望する教員と連
絡を取り,本プログラム学生として出願できるかどうか確認ください。 

(２)本プログラムを志望とする受験生の方は，清華大学用の入学志願票を使用してください。その他の出願書類は共通で
す。 

(３)同一学院・系に限り，「清華大学との大学院合同プログラムによる選抜」と「一般修士課程選抜」を併願することがで
きます。  

(４)中国国籍を持つ方は，清華大学に留学生として入学することができないため，この志願票で，合同プログラムに出願
することができません。先に清華大学大学院の入学試験を受けて合格してから，清華大学の学生として合同プログラ
ムに参加してください。 

(５)日本国以外の国籍を持つ方は，本プログラム運営委員長 中村吉男 教授 nakamura.y.ab@m.titech.ac.jpまで，事前
に連絡することが必要です。日本政府国費奨学金受給者は，清華大学（中国）との大学院合同プログラムに出願する
ことはできません。また，外国政府奨学金受給者受給者は，出願する際に在日大使館に確認してください。 

(６)清華大学大学院の入学試験を受けて合格してから，本プログラムに参加する場合は，本選抜ではなく，国際大学院プ
ログラム（Ｂ）（海外出願・東京工業大学－清華大学大学院合同プログラム）修士課程入学者選抜試験を受験すること
になります。 

(７)合格者の履修コース決定については，『８.合格後の手続きについて』を参照してください。 

-93-



誰も見たことのない未来をつくりだせ 
 
 世界はいまだ謎に満ち、課題にあふれています。生命はいかにして誕生したのか。人工知能は医療を、経済を、社会を、

どう変えるのか。病に伏した人をどう癒すのか。宗教間の対立は止むことはなく、エネルギー問題も重くのしかかっていま

す。一朝一夕には答えの見いだせないこうした謎や課題をめぐって、いまこの瞬間も、世界中の科学者や技術者、その他各

分野の専門家たちが、その叡智をかけて議論しあっています。真理の探究と幸せの追求をかけた人類のあくなき挑戦。その

壮大な歩みに、あなたは仲間入りしようとしています。 
 1881 年に創立されて以来、時代を切り開く拓くフロントランナーとして、理工系総合大学としての使命を担ってきた東

京工業大学。目指すのは、科学技術の強い基盤を持ちながら、従来の“理系”の枠を超え出ること。なぜなら、どんなに高

度で専門的な知識でも、ただそれを持っているだけでは、わくわくするような発見や発明に出会うことも、困難な問題を解

決に導くことも、決してできないからです。だからこそ、本学の門を叩こうとするあなたには、以下のような心構えを持っ

てのぞんでほしい。“理系”の枠に安住しない人を、本学は求めています。 
 
①高い志を持ってほしい 
 これからの時代、ただ引かれたレールに乗っかっていくだけ、ただ自分の専門に没頭するだけでは通用しません。あなた

は将来、何を為したいのか。社会に、どんな貢献をしたいのか。高い志を持ち、それを育てる人であってほしい。その志に

かたちを与えるのが科学技術です。東工大は、志をかたちにしようとする人を支えます。失敗をおそれず挑戦し、すすんで

学ぶ人を歓迎します。 
 
②多角的な視点を持ってほしい 
 常識や「空気」にとらわれた思考では、新しい発想は生まれません。自分の強みを持ちつつ、幅広い分野に興味を広げ、

専門の異なる人や文化の異なる人とも協働できる柔軟な姿勢を持って、世界にはばたいてほしい。ものごとを多角的にとら

える視点からこそ、「そんな考え方もあったのか！」と人々を驚かせるアイディアは生まれます。人と人、知と知を結びつ

けようとする人を本学は求めます。 
 
 さあ、誰も見たことのない未来を、ともに作り出していきましょう。気概あるみずみずしい知性と出会えることを、期待

しています。 

●アドミッションポリシー 

入学希望者へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

【修士課程】 

 

【専門職学位課程】 

求める

人材像 

基盤的な専門力、並びに、幅広い教養、そして、論理的に表現できる力を身に付け、倫理観と未知の世界に挑戦す

る意志をもって、自ら学び考えて物事に取り組むことができる人材を求めます。 

求

め

る

力 

専門力：基盤的な専門力 

教養力：物事を俯瞰的に把握できる幅広い知識と語学力 

コミュニケーション力：論理的に表現でき、理解しあうことができる力 

展開力：整理及び分析でき、また、豊かな発想力や創造力を用い、知識や技能を活用して基本的な問題を解決できる力 

求める

人材像 

幅広い専門力、並びに、国際的に通用する教養、そして、多様な考えをまとめることができる力と科学技術の深奥

を究めようとする探求力を身に付け、実践的な物事に取り組むことができる人材を求めます。 

求

め

る

力 

専門力：幅広い専門力 

教養力：物事を俯瞰的かつ国際的な視野で把握でき、国際的に通用する幅広い知識と語学力 

コミュニケーション力：論理的かつ状況に応じた説明ができ、多様な考えをまとめることができる力 

展開力：科学技術の深奥を究めようとすることができ、また、豊かで確かな発想力や創造力を用い、幅広い知識や技能 

を自在に活用して実践的な問題を解決できる力 
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アドミッション・ポリシー          各学院が求める人材像 

 
【理学院】 
理学院修士課程では、自然科学への知的好奇心と探究心を有し、基本的な概念や考え方、応用力を身に付けた人材を求めます。

具体的には次のような項目に該当する人材です。 
 自然科学の根本への探究心を有している人 
 自然科学の基本的な概念や考え方を身に付け、応用できる力を有している人 
 論理的に思考し、集中してものごとに取り組むことができる人 
 専門教育で必要となる基礎的な語学力を有している人 
 
 ≪数学系≫ 
数学系では、数学への知的好奇心と探究心を有し、基本的な概念や考え方、応用力を身に付けた人材を求めます。具体的には次

のような項目に該当する人材です。 
 数学の根本への探究心を有している人 
 数学の基本的な概念や考え方を身に付け、応用できる力を有している人 
 論理的に思考し、集中してものごとに取り組むことができる人 
 数学課程で必要となる基礎的な語学力を有している人 
 
 ≪物理学系≫ 
物理学系では、自然現象への知的好奇心を有し、基本的な物理学の概念や考え方、応用力を身に付けた人材を求めます。具体的

には次のような項目に該当する人材です。 
 物理学の根本原理への探究心を有している 
 物理学の基本的な概念や考え方を身に付け、応用できる力を有している人 
 論理的に思考し、集中してものごとに取り組むことができる人 
 専門教育で必要となる基礎的な語学力を有している人 
 自然科学を探究し、科学・技術の発展に貢献する意欲を有している人 
 
 ≪化学系≫ 
化学系では、広く物質の関わるさまざまな現象に知的好奇心と探究心を有し、基本的な概念や考え方を身に付けた人材を求めま

す。具体的には次のような項目に該当する人材です。 
 広く物質の関わるさまざまな現象に好奇心と探求心を有している人 
 化学の基本的な概念や考え方を身に付けている人 
 論理的に思考し、集中してものごとに取り組むことができる人 
 さまざまな事象を原子・分子レベルで探求し、科学・技術の発展に貢献する意欲を有している人 
 専門教育で必要となる基礎的な語学力を有している人 
 
 ≪地球惑星科学系≫ 
地球惑星科学系では、次のような学生を求めます。 
 地球・惑星・宇宙の諸現象に対する科学的好奇心を有している人 
 数学・物理学・化学・地球科学などの基本的な学力を身につけている人 
 論理と定量的評価に基づいた科学的思考ができる人 
 専門教育で必要となる基礎的な語学力を有している人 
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【工学院】 
工学院修士課程では、高度で幅広い工学的知識を修得するとともに、修士論文研究を通して、人類と社会の持続的発展に貢献で

きる学術・技術の創生について学びます。そのために、次のような人材を求めます。 
 志望する系の専門を活かして高い倫理観のもと社会貢献を行う志を有する人 
 志望する系の専門を主とする工学の基礎学力を有し、それらに基づいて論理的に思考し、他者と意思疎通をできるコミュ

ニケーション力を備えた人 
 豊かで幅広い教養を有し、様々な視点から柔軟にものごとを捉えることができる人 
 国際的な視野から工学研究・技術開発を進めるために必要な語学力・文書化能力を有する人 
 工学における未知の研究領域に興味を持ち、果敢に挑戦する旺盛な研究意欲を有する人 
 
≪機械系≫ 
機械系では、次のような人材を求めます。 
 機械工学の専門を活かして社会貢献を行う志を有する人 
 機械工学を主とする工学の基礎学力を有し、それらに基づいて論理的に思考し、表現できる人 
 豊かで幅広い知識を有し、様々な視点から柔軟にものごとを捉えることができる人 
 国際的な視野から工学研究・技術開発を進めるために必要な語学力・文書化能力を有する人 
 機械工学における未知の研究領域に興味を持ち、果敢に挑戦する旺盛な研究意欲を有する人 
 
≪システム制御系≫ 
システム制御系では、次のような人材を求めます。 
 システム制御工学の専門を活かして社会貢献を行う志を有する人 
 システム制御工学を主とする工学の基礎学力を有し、それらに基づいて論理的に思考し、表現できる人 
 豊かで幅広い知識を有し、様々な視点から柔軟にものごとを捉えることができる人 
 国際的な視野から工学研究・技術開発を進めるために必要な語学力・文書化能力を有する人 
 システム制御工学における未知の研究領域に興味を持ち、果敢に挑戦する旺盛な研究意欲を有する人 
 
≪電気電子系≫ 
電気電子系では、次のような人材を求めます。 
 電気電子工学の専門を活かして社会貢献を行う志を有する人 
 電気電子工学を主とする工学の基礎学力を有し、それらに基づいて論理的に思考し、表現できる人 
 豊かで幅広い知識を有し、様々な視点から柔軟にものごとを捉えることができる人 
 国際的な視野から工学研究・技術開発を進めるために必要な語学力・文書化能力を有する人 
 電気電子工学における未知の研究領域に興味を持ち、果敢に挑戦する旺盛な研究意欲を有する人 
 
≪情報通信系≫ 
情報通信系では、次のような人材を求めます。 
 情報通信工学の専門を活かして社会貢献を行う志を有する人 
 情報通信工学を主とする工学の基礎学力を有し、それらに基づいて論理的に思考し、表現できる人 
 豊かで幅広い知識を有し、様々な視点から柔軟にものごとを捉えることができる人 
 国際的な視野から工学研究・技術開発を進めるために必要な語学力・文書化能力を有する人 
 情報通信工学における未知の研究領域に興味を持ち、果敢に挑戦する旺盛な研究意欲を有する人 
 
≪経営工学系≫ 
経営工学系では、次のような人材を求めます。 
 経営工学の専門を活かして社会貢献を行う志を有する人 
 経営工学を主とする工学ならびに人文社会科学の基礎学力を有し、それらに基づいて論理的に思考し、他者と意思疎通を

できるコミュニケーション力を備えた人 
 豊かで幅広い知識を有し、様々な視点から柔軟にものごとを捉えることができる人 
 国際的な視野から工学研究・技術開発を進めるために必要な語学力・文書化能力を有する人 
 経営工学における未知の研究領域に興味を持ち、果敢に挑戦する旺盛な研究意欲を有する人 
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【物質理工学院】 
物質理工学院修士課程では、材料学および応用化学に関する高度な専門学力と総合的な意思決定能力をもち、先端的な技術開発

と学術研究における課題の実践的な解決ができ、幅広い視野をもってグローバル社会で活躍できる人材を養成します。そこで、

次のような学生を求めます。 
 材料学および応用化学に関する高度な専門内容を積極的に学ぶ意欲がある人 
 材料学および応用化学についての理解を支える理工系の基礎学力を有する人 
 国際的な視野から研究や技術開発を進めるために必要な語学力を有する人 
 
≪材料系≫ 
材料系では、特に次のような学生を求めます。 
 材料科学および材料工学における新しい研究領域に果敢に挑戦する気概を有する人 
 材料科学および材料工学の知見を活かして社会の発展に貢献する志を有する人 
 
≪応用化学系≫ 
応用化学系では、特に次のような学生を求めます。 
 応用化学における科学と工学の新しい研究領域に果敢に挑戦する気概を有する人 
 応用化学における科学と工学の知見を活かして社会の発展に貢献する志を有する人 
 
 
 
【情報理工学院】 
情報理工学院修士課程では、情報理工学に関する深い知識と広い視野を備え、それを基にさまざまな視点から情報化社会の進展

に貢献できる人材の育成を目指します。そのために、次のような資質と能力を持つ人材を求めます。 
 情報理工学の基礎学力を有し、それに基づいて理論的に思考し、表現できる人 
 情報理工学の先端的な理論や技術を学ぶために必要なコミュニケーション基礎力を有する人 
 情報理工学の未知の世界に果敢に挑む旺盛な研究意欲を有する人 
 
≪数理・計算科学系≫ 
数理・計算科学系では、次のような人材を求めます。 
 論理・数学的な理論体系と現象の背後にある数理科学的構造に興味を持つ人 
 学部レベルの数学とその応用分野、コンピュータシステムとプログラミングの基礎知識を身につけている人 
 
≪情報工学系≫ 
情報工学系では、次のような能力と適性を持つ人材を求めます。 
 理工学の幅広い分野に興味を持ち、自ら積極的に学習し新しい問題に粘り強く柔軟に取り組むことのできる人 
 知的なふるまいを適切にモデリングして現実の問題解決に結びつけようとする意識を持てる人 
 より高性能で使いやすいコンピュータシステムの実現を通して、社会の発展に貢献したいという強い志を持つ人 
 
 
 
【生命理工学院】 
≪生命理工学系≫ 
生命理工学院修士課程では、生命理工学分野の高度な専門知識を修得させ、生命理工学に関連した科学・技術の発展に資する課

題設定力と高度な課題解決力、ならびに高い倫理観と国際性を養います。そこで、本学院及び本系では次のような能力と適性を

もつ人材を求めます。 
 理工系の基礎学力と生命理工学分野の基礎的専門学力を有し、それらに基づいて論理的に思考し、表現できる人 
 国際的な視野から生命理工学分野の研究・技術開発を進めるために必要な語学力を有している人 
 生命理工学研究に対する強い関心と生命に真摯に向き合う倫理観を有している人 
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【環境・社会理工学院】 
環境・社会理工学院修士課程では、人類と社会の持続的発展に貢献するために理工学的叡智に加えて人文社会科学的叡智を広く

環境や社会に応用・展開して卓越した学術・技術を創生するとともに、高い知性と豊かな教養、国際的な広い視野と深い思考能

力を備え、社会と技術の変化に柔軟に適応でき、環境、産業、学術、政策等の分野において国際的に通用する科学・技術の専門

家として、幅広い視野をもち、グローバル社会で活躍できる人材を養成する。そこで、本学院では特に次の能力と適性を持つ人

材を求めます。 
 理工学・人文社会科学の基礎的素養を習得しており、それに基づいて論理的に思考・表現できる人 
 豊かで幅広い知識を有した上で、様々な視点から多面的にかつ柔軟にものごとを捉えることができる人 
 国際的な視野から研究・技術開発を進めるために必要な語学力を有している人 
 未知の世界に果敢に挑む旺盛な研究意欲を有し、人類と社会の持続的発展に貢献しようという高い志を持つ人 
 
≪建築学系≫ 
建築学系では、次のような能力と適性をもつ人材を求めます。 
 建築学および都市・環境において全般的な基礎学力と専門領域の学力を有する人 
 多面的な捉え方、論理的な思考、創造、表現ができる人 
 未知の領域に興味を持ち、挑戦する気概、積極的な研究意欲を有する人 
 建築および都市・環境を取り巻く世界を理解し、専門知識を生かし、社会の発展に貢献する志を有する人 
 国際的に研究活動や創作活動を行うための基礎的な語学力を有している人 
 
≪土木・環境工学系≫ 
土木・環境工学系では、以下のような能力と適性を持った方々を求めます。 
 理工系基礎学力を有し、論理的かつ多面的な発想ができる人 
 土木技術や社会基盤、都市、環境に関連する幅広い知識を有し、積極的に学び研究する意欲を有する人 
 国際的な視野から研究開発を進めるために必要な語学力を有している人 
 土木・環境工学の知見を活かし、安全で環境に調和した社会の形成に貢献する高い志を有する人 
 
≪融合理工学系≫ 
融合理工学系では、以下のような能力と適性を持った方々を求めます。 
 国際社会が抱える問題や地域社会の問題に興味を持ち、それを解決するための高度な学問を学ぶ意欲を有する人 
 自分の得意分野を極める意欲と関連分野を広く学ぼうとする柔軟性を併せ持つ人 
 高度な融合理工学を修得するための基礎的な学力が十分である人 
 国際的なコミュニケーション力、マネジメント力、協働力の基礎ができている人 
 
≪社会・人間科学系≫ 
社会・人間科学系では、人文学・社会科学・理工学など知識・専門性の面でのバックグラウンドや、経歴・経験などの面でのバ

ックグラウンドを問わず、次のような能力と適性をもつ多様な人材を求めます。 
 人文学・社会科学・理工学についての広い知識と人間・社会・科学技術に関わる分野における高い専門性を獲得する意欲 
 人間と社会と科学技術をつなぐためのコミュニケーション力、多様性の理解、人間性、ブリッジ力の習得への積極性 
 自ら高度な価値判断基準を形成してビジョンを表明する「価値形成力」の獲得への真摯な取り組み 
 必要な仕組みを創造的に設計し力強くプロセスを推進する「問題解決力」を身につけることへの貪欲さ 
 価値形成力、問題解決力と国際的視野を持つリーダーとしてグローバル社会で活躍することへの高いこころざし 
 
≪技術経営専門職学位課程≫ 
技術経営専門職学位課程では、次のような能力と適性をもつ人材を求めます。 
 自らの経験から得た知識や習得した知識を基に、現状を踏まえて論理的かつ客観的に思考し、表現できる人 
 豊かで幅広い知識を有し、様々な視点で多面的にものごとを捉えることができる人 
 国際的に活動できる語学力を有している人 
 向上心にあふれ、社会を主導する意欲を有している人 
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東工大教育ポリシー 

 

本学では，以下に記載している「教育目標」

と「養成する人材像」を掲げるとともに，

全学及び各系・コース・専門職学位課程で

「卒業認定・学位授与の方針（ディグリ

ー・ポリシー）」，「教育課程編成・実施の

方針（カリキュラム・ポリシー）」，「入学

者受入れの方針（アドミッション・ポリシ

ー）」を定め，教育ポリシーとして位置づ

けています。 
 
教育ポリシー全文は次の web サイトに掲

載中です。 
 
[教育ポリシー] ≪ [東工大の方針] ≪ [東
工大について] ≪ [本学 HP トップ]  
https://www.titech.ac.jp/about/policies/ 
education/index.html 
 
 
教育目標 
知的好奇心に端を発した学術研究は新たな技術と産業を生み，不可能を次々と可能にし，現代社会を築いてきました。 
現在も，真理の探究と知の継承及び発展に加えて，持続可能な社会に導く革新的科学技術の創出が求められ，世界最高水準の研

究とともに教育に対する期待がますます高まっています。 
それに応えるべく，本学では， 
 ・確かな専門力 
 ・豊かな教養力 
 ・柔軟なコミュニケーション力 
 ・以上の修得した知識や技能等を統合し活用できる多様な展開力  
を身に付け，「挑戦し続けるフロントランナー」として困難に立ち向かう気概と倫理観をもって，より良い社会を築くことがで

きる人材を養成します。 
そのために，世界最高水準の研究の中に学生を招き入れ，学生が自ら学び考える教育を実施します。 
 
 
養成する人材像 
確かな専門力，豊かな教養力，柔軟なコミュニケーション力，多様な展開力を身に付け，科学技術を基盤としてより良い社会を

築くことができる，「挑戦し続けるフロントランナー」を養成します。 
 
≪修士課程≫  

「国際的に貢献できる科学技術の専門家」 
修士課程では，幅広い専門力，並びに，国際的に通用する教養，そして，多様な考えをまとめることができる力と科学技術の深

奥を究めようとする探求力を身に付け，実践的な物事に取り組むことができる人材を養成します。 
 
 ≪専門職学位課程≫ 
「イノベーション創出のリーダーとして，科学技術を活用し，自らの理論を構築して産業や社会の発展に貢献できる実務家」 
専門職学位課程では，実践的な専門力，並びに，国際的に通用する知識と語学力，そして，多様な考えをまとめることができる

力と物事の本質及び普遍性を探求し，イノベーション創出及びビジョン策定できる力を身に付け，実践的な物事に取り組むこと

ができる人材を養成します。 



 

 

国立大学法人 東京工業大学学務部入試課 

〒152-8550 東京都目黒区大岡山２丁目 12番１号－Ｗ８－103 

 TEL (03)5734-3990：平日9:00～17:15（12:15～13:15を除く） 

e-mail nyushi.daigakuin@jim.titech.ac.jp 

※問い合わせは志願者本人が行うこと 

 

 

  
大岡山キャンパス   東京急行大井町線・目黒線大岡山駅下車徒歩１分 

すずかけ台キャンパス 東京急行田園都市線すずかけ台駅下車徒歩５分 

田町キャンパス    ＪＲ山手線・京浜東北線田町駅下車徒歩２分 

 

 

東京工業大学ホームページ https://www.titech.ac.jp 

新着入試情報      https://www.titech.ac.jp/graduate_school/news/index.html 
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